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本
紙
﹁
週
刊
Ｎ
Ｙ
生
活
﹂
は
、
日
本
で
、
国
立
国
会
図

書
館
︵
東
京
都
千
代
田
区
永
田
町
１
丁
目
︶
に
所
蔵
さ
れ

て
お
り
、
利
用
者
の
閲
覧
が
可
能
で
す
。
ま
た
東
京
大
学

の
本
郷
と
駒
場
の
両
図
書
館
で
も
閲
覧
が
可
能
で
す
。

灰
色
人
気
が
鮮
明

欧米車も日本車も
GREY is COOL

左上からベンツ、フォード、ホンダ。（NY 市内と近郊で 19 日、写真。三浦良一）

　

自
動
車
の
車
体
の
人
気
色
が
グ

レ
ー
に
な
っ
た
の
は
今
か
ら
４
年

前
、
イ
タ
リ
ア
の
フ
ィ
ア
ッ
ト
が

軍
用
機
の
塗
装
を
模
し
て
車
体
を

灰
色
に
し
た
の
が
火
付
け
役
と
な

っ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。
メ
タ
リ

ッ
ク
で
は
な
い
、
ぬ
め
っ
と
し
た

単
色
が
特
徴
で
、
暖
色
系
と
寒
色

系
に
分
か
れ
、
絵
の
具
で
塗
っ
た

よ
う
な
透
明
感
の
な
い
フ
ラ
ッ
ト

な
色
合
い
が
特
徴
だ
。

　

ベ
ン
ツ
、
Ｂ
Ｍ
Ｗ
、
ポ
ル
シ
ェ
、

ボ
ル
ボ
な
ど
の
欧
州
車
だ
け
で
な

く
、
フ
ォ
ー
ド
の
ブ
ロ
ン
コ
な
ど

の
ト
ラ
ッ
ク
や
乗
用
車
で
も
広
く

見
ら
れ
、
日
本
車
も
続
々
と
﹁
グ

レ
ー
カ
ラ
ー
﹂
の
ボ
デ
ィ
塗
装
車

を
米
国
市
場
に
投
入
、
い
ま
や
マ

ン
ハ
ッ
タ
ン
で
も
日
常
的
に
よ
く

見
か
け
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
れ

ま
で
日
本
車
の
ボ
デ
ィ
カ
ラ
ー
と

言
え
ば
白
と
黒
の
二
色
が
、
中
古

の
査
定
に
お
い
て
も
高
い
価
値
を

つ
け
る
た
め
定
番
だ
っ
た
が
、
新

し
い
年
式
の
車
ほ
ど
灰
色
比
率
が

高
く
な
る
世
界
的
傾
向
の
な
か
で

ど
真
ん
中
を
走
っ
て
い
る
。

　

日
本
政
府
は
24
日
、
新
型
コ

ロ
ナ
対
応
の
水
際
対
策
の
一
環

と
し
て
、
日
本
人
を
含
む
国
外

か
ら
の
全
入
国
者
に
求
め
て
い

る
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
に
お
け
る
陰
性

証
明
書
の
提
出
を
９
月
７
日

︵
水
︶
か
ら
、
３
回
目
の
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接

種
を
条
件
に
免
除
す
る
方
針
を

明
ら
か
に
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
現
在
、
米
国

を
含
む
海
外
か
ら
日
本
に
渡
航

す
る
場
合
に
求
め
ら
れ
て
い

た
、
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
、
検
査
陰
性

証
明
書
の
提
出
を
し
な
く
て
も

よ
く
な
る
こ
と
に
な
っ
た
。
岸

田
首
相
が
首
相
公
邸
か
ら
オ
ン

ラ
イ
ン
で
記
者
団
の
取
材
に
明

ら
か
に
し
た
。

　

ま
た
、
患
者
に
求
め
て
い

る
日
本
に
お
け
る
療
養
期
間

も
﹁
全
体
的
な
感
染
状
況
の
推

移
を
見
た
上
で
、
期
間
短
縮
な

ど
を
含
む
全
体
像
に
つ
い
て
で

き
る
だ
け
早
く
公
表
す
る
と
発

表
し
た
。
入
国
前
の
検
査
に
つ

い
て
は
、
経
済
界
な
ど
か
ら
Ｇ

７
諸
国
並
み
に
円
滑
な
入
国
が

可
能
と
な
る
よ
う
、
検
査
の
緩

和
を
求
め
る
声
が
上
が
っ
て
い

た
。
入
国
者
数
の
上
限
に
つ
い

て
も
、
早
け
れ
ば
9
月
中
に
も

現
在
の
1
日
2
万
人
か
ら
5
万

人
に
引
き
上
げ
る
方
向
で
調
整

し
て
い
る
。

　

ま
た
、
観
光
目
的
の
外
国
人

に
つ
い
て
、
政
府
が
添
乗
員
が

い
な
い
ツ
ア
ー
も
入
国
を
認
め

る
方
針
を
固
め
、
実
施
の
時
期

を
検
討
し
て
い
る
。
添
乗
員
付

き
の
ツ
ア
ー
は
行
動
の
自
由
度

が
低
い
と
し
て
、
個
人
旅
行
を

好
む
欧
米
の
観
光
客
な
ど
が
訪

日
旅
行
を
敬
遠
す
る
要
因
に
な

っ
て
い
る
と
の
指
摘
が
旅
行
業

界
か
ら
出
て
い
た
。

　

首
相
は
﹁
ウ
イ
ル
ス
と
の
戦

い
は
容
易
で
は
な
い
が
、
過
度

に
恐
れ
る
こ
と
な
く
、
変
化
す

る
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
の
特
性
を
踏

ま
え
な
が
ら
、
で
き
る
か
ぎ
り

感
染
防
止
と
社
会
経
済
活
動
の

両
立
を
実
現
し
て
い
く
た
め
、

対
応
を
加
速
す
る
﹂と
述
べ
た
。

JAPAN Fes 28 日に開催

　第 64 回ジャパンフェス（夏祭り）が 28 日（日）イーストビレ
ッジの４番街９丁目と 11 丁目の間で午前 11 時から午後６時まで
開催される。過去最大の 60 店舗が参加する。たこ焼き、焼きそば、
抹茶ソフトクリーム、唐揚げといった日本の定番屋台フードはじ
め、夏祭り限定のヨーヨー釣り、スーパーボールすくい、浴衣コ
ンテストなど日本の祭りを象徴する食べ物や催しものを用意して
いる。浴衣を着てイベントに参加した人には、受付で伊藤園のお
茶がもらえる。詳細はウェブサイト www.japanfes.com

イーストビレッジに最大 60 店舗が出店

Ｐ
Ｃ
Ｒ
陰
性
証
明
不
要
に

ワ
ク
チ
ン
３
回
接
種
が
条
件

９
月
７
日
か
ら
の
日
本
入
国

http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
http://www.japanfes.com
http://shinbashi72.com/
https://www.restaurantnippon.com/
https://nipponexpressusa.com/


2022 年（令和 4 年）8 月 27 日（土） 週刊NY生活　SHUKAN NEW YORK SEIKATSU ［企画のページ］　 (2  )

おいしいニッポンの野菜を世界に届ける
Oishii Nippon Project     トキタ種苗株式会社

　
埼
玉
県
発
の
種
苗
会
社
、
ト
キ
タ
種
苗
︵
さ
い
た
ま
市
・
代
表
取
締
役
社
長

時

田
巌
︶
が
２
０
２
０
年
に
日
本
の
お
い
し
い
野
菜
を
世
界
中
に
広
め
る
総
合
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
﹁Oishii Nippon Project

﹂
を
発
足
。
ア
メ
リ
カ
で
も
日
本
野
菜
の
普

及
推
進
の
た
め
活
動
を
本
格
的
に
開
始
し
た
。

種
か
ら
食
卓
へ

海
外
に
目
を
向
け
る
姿
勢

野
菜
の
新
し
い
品
種
を
作
る
会
社
で
す

ト
キ
タ
種
苗
は
、
１
９
１
７

年
埼
玉
県
春
日
部
市
に
創
業
。

そ
の
歴
史
は
古
く
、
２
０
１
７

年
に
は
創
業
１
０
０
年
を
迎
え

た
日
本
の
種
苗
会
社
の
大
手
企

業
で
あ
る
。
現
在
、
さ
い
た
ま

市
の
本
社
と
加
須
市
の
大
利
根

研
究
農
場
を
主
た
る
国
内
拠
点

と
し
、
規
格
や
固
定
観
念
に
と

ら
わ
れ
る
こ
と
な
く
お
い
し
い

野
菜
の
新
品
種
開
発
に
日
々
取

り
組
ん
で
い
る
。
日
本
国
内
の

み
な
ら
ず
、
世
界
中
に
お
い
し

ト
キ
タ
の
海
外
事
業
展
開
の

歴
史
は
古
い
。
同
社
の
時
田
勉

会
長
が
１
９
７
５
年
に
視
察
の

た
め
初
訪
米
し
た
際
、
そ
れ
ま

で
日
本
に
は
な
か
っ
た
品
種
の

小
型
チ
ェ
リ
ー
ト
マ
ト
を
ロ
サ

ン
ゼ
ル
ス
で
発
見
し
、帰
国
後
、

研
究
農
場
で
開
発
を
開
始
。
そ

し
て
84
年
、
日
本
人
の
口
に
合

う
よ
う
に
改
良
し
た
日
本
初
の

ミ
ニ
ト
マ
ト
を
完
成
さ
せ
た
。

そ
の
後
さ
ら
に
品
種
開
発
を
行

い
、
90
年
に
は
糖
度
を
高
め
た

﹁
サ
ン
チ
ェ
リ
ー
エ
ク
ス
ト
ラ
﹂

を
発
表
。
日
本
全
国
で
ミ
ニ
ト

マ
ト
・
ブ
ー
ム
を
起
こ
し
大
人

気
商
品
と
な
っ
た
。

ま
た
、
２
０
０
８
年
に
は
、

現
社
長
の
時
田
巌
氏
が
社
長
就

任
後
に
最
初
に
開
発
し
た
品
種

﹁
ト
マ
ト
ベ
リ
ー
﹂
が
ド
イ
ツ

の
ベ
ル
リ
ン
で
開
か
れ
た
青
果

の
国
際
見
本
市
﹁
フ
ル
ー
ツ
・

ロ
ジ
ス
テ
ィ
カ
﹂
で
革
新
的
と

評
価
さ
れ
、
ア
ジ
ア
圏
で
は
じ

め
て
3
位
に
入
賞
す
る
と
い
う

快
挙
を
達
成
。
そ
の
後
、
イ
タ

リ
ア
野
菜
の
開
発
に
着
手
す
る

な
ど
、
常
に
世
界
を
視
野
に
入

れ
た
グ
ロ
ー
バ
ル
な
品
種
改
良

展
開
を
積
極
的
に
行
っ
て
い

る
。

O
ishii  N

ippon  Project

は
ト
キ
タ
種
苗
が
日
本
の
お
い

し
い
野
菜
を
世
界
中
に
広
め
る

総
合
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
だ
。
世
界

各
地
の
気
候
や
土
に
合
わ
せ
た

品
種
改
良
を
行
う
創
業
１
０
０

年
の
種
苗
会
社
で
あ
る
ト
キ
タ

種
苗
か
ら
生
産
者
そ
し
て
消
費

者
ま
で
を
つ
な
げ
、
種
子
か
ら

畑
そ
し
て
消
費
者
の
食
卓
に

日
本(N

ippon)

の
美
味
し
い

(O
ishii)

野
菜
を
運
ぶ
。

﹁
和
食
﹂
は
日
本
が
誇
る
伝

統
文
化
の
一
つ
で
あ
る
。
季
節

に
応
じ
栄
養
素
を
多
く
含
ん
だ

﹁
旬
﹂
の
野
菜
を
数
多
く
使
用

し
、
シ
ン
プ
ル
な
が
ら
理
に
か

な
っ
た
奥
の
深
い
調
理
方
法
を

用
い
、
盛
り
付
け
も
鮮
や
か
で

芸
術
性
が
高
い
。
体
に
よ
い
健

康
食
と
し
て
今
や
世
界
中
に
愛

好
者
が
増
え
続
け
、
２
０
１
３

年
に
は
ユ
ネ
ス
コ
が
﹁
和
食
﹂

を
無
形
文
化
遺
産
に
登
録
す
る

ほ
ど
世
界
の
評
価
は
高
ま
っ
て

い
る
。

そ
の
﹁
和
食
﹂
の
主
た
る
材

料
で
あ
る
日
本
野
菜
を
世
界
中

の
人
た
ち
に
お
い
し
く
食
べ
て

も
ら
う
た
め
に
、ト
キ
タ
は﹁
種

か
ら
食
卓
へ
﹂
を
キ
ャ
ッ
チ
フ

レ
ー
ズ
に
総
合
的
な
プ
ロ
デ
ュ

ー
ス
を
開
始
。
世
界
各
国
の
風

土
に
合
わ
せ
た
品
種
の
野
菜
を

種
か
ら
開
発
し
、
海
外
の
土
地

で
日
本
の
野
菜
が
す
く
す
く
育

つ
よ
う
に
生
産
農
家
と
と
も
に

研
究
を
重
ね
、
と
れ
た
て
の
野

菜
が
早
く
家
庭
や
レ
ス
ト
ラ
ン

に
届
く
よ
う
に
手
配
。
そ
の
新

鮮
で
旬
の
野
菜
の
特
性
を
最
大

限
に
活
か
し
た
一
番
お
い
し
く

食
べ
ら
れ
る
レ
シ
ピ
を
提
案

し
、
世
界
中
の
人
々
が
日
本
の

野
菜
を
本
当
に
お
い
し
く
食
べ

ら
れ
る
よ
う
に
総
合
的
に
サ
ポ

ー
ト
す
る
。

　
そ
の
土
地
で
日
本
野
菜
を
栽

培
す
る
﹁
地
域
支
援
型
農
業

︵
Ｃ
Ｓ
Ａ
︶﹂
を
推
進
し
、
で
き

る
限
り
﹁
地
産
地
消
﹂
に
こ
だ

い
野
菜
の
種
子
を
供
給
す
る
こ

と
を
め
ざ
し
て
、
中
国
、
イ
ン

ド
、
イ
タ
リ
ア
、
ア
メ
リ
カ
そ

し
て
南
米
チ
リ
に
海
外
展
開
の

拠
点
と
な
る
現
地
法
人
を
設
置

し
て
い
る
。

﹁
良
い
品
種
﹂
を
作
る
こ
と
、

そ
れ
が
ト
キ
タ
の
信
念
だ
。
し

か
し
一
口
に
﹁
良
い
品
種
﹂
と

言
っ
て
も
、
そ
れ
が
何
か
を
考

わ
る
。
地
元
で
採
れ
た
新
鮮
な

旬
の
野
菜
を
、
地
元
の
人
た
ち

が
す
ぐ
に
消
費
す
る
の
が
一
番

の
理
想
。
遺
伝
子
組
み
換
え
品

種
は
使
用
せ
ず
、
農
薬
も
最
小

限
に
抑
え
、
包
装
資
材
も
余
分

な
も
の
は
使
用
し
な
い
。
循
環

型
農
業
で
土
地
を
肥
し
、
季
節

性
を
最
重
要
視
し
た
自
然
な

形
で
野
菜
を
育
成
す
る
こ
と

が
目
標
だ
。O

ishii N
ippon 

Project

は
、
地
球
と
人
に
や

さ
し
い
持
続
可
能
な
食
と
人
の

関
係
を
目
指
し
て
い
る
。

現
在
、
ア
メ
リ
カ
国
内
で
販

売
展
開
し
て
い
る
日
本
野
菜
の

種
は
長
ネ
ギ
、
か
ぼ
ち
ゃ
、
カ

リ
フ
ラ
ワ
ー
、
し
し
と
う
、
カ

ブ
、
キ
ャ
ベ
ツ
の
6
品
目
。
そ

れ
ぞ
れ
に
品
種
に
は
覚
え
や
す

い
よ
う
に
﹁
愛
称
﹂
を
つ
け
て

い
る
。
今
後
も
次
第
に
取
り
扱

い
品
種
を
増
や
し
て
い
る
方
針

だ
。こ
れ
ら
の
新
種
は
ど
れ
も
、

ス
ペ
ー
ス
さ
え
あ
れ
ば
一
般
家

庭
で
も
栽
培
が
可
能
。
種
の

販
売
は
オ
ン
ラ
イ
ンw

w
w

.
oishiinipponproject.com

 

か
ら
購
入
す
る
こ
と
が
で
き

る
。

　
ま
た
、
こ
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

で
は
、野
菜
の
育
て
方
の
コ
ツ
、

料
理
方
法
、生
産
農
家
の
紹
介
、

ブ
ロ
グ
な
ど
、Y

ouT
ube

動

画
を
交
え
て
た
り
詳
し
く
説
明

し
て
お
り
︵
英
語
︶、
役
立
つ

情
報
が
盛
り
だ
く
さ
ん
で
掲
載

さ
れ
て
い
る
。

　
10
月
に
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で

飲
食
業
界
関
係
者
向
け
の
展
示

会
を
開
催
し
、
ア
メ
リ
カ
で
の

普
及
を
更
に
推
進
す
る
予
定

だ
。

え
る
の
は
実
は
大
変
な
こ
と
。

消
費
者
に
﹁
良
い
品
種
﹂
と
認

め
ら
れ
る
こ
と
が
、
ト
キ
タ
の

仕
事
の
最
大
の
目
標
だ
。

品
種
改
良
は
先
祖
か
ら
作
っ

て
き
た
も
の
を
少
し
ず
つ
改
良

し
て
い
く
地
味
な
仕
事
だ
が
、
こ

れ
か
ら
先
の
１
０
０
年
に
向
け

た
ビ
ジ
ョ
ン
も﹁
良
い
品
種
を
作

る
こ
と
﹂
に
変
わ
り
は
な
い
。

トキタ種苗株式会社
Tokita Seed Co., Ltd.

〒 337-8532 
埼玉県さいたま市見沼区中川 1069

Tel: 81-48-683-3434
Email: mmanning@tokitaseedamerica.com

www.tokitaseed.co.jp

https://tokitaseed.co.jp/
https://oishiinipponproject.com/
mailto:mmanning@tokitaseedamerica.com
http://www.oishiinipponproject.com
http://www.oishiinipponproject.com
http://www.oishiinipponproject.com
http://www.tokitaseed.co.jp
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 日本クラブからのお知らせ
■＜トーク・イベント＞第 8 回 『オペラの楽しみを探ろう！』 

メトロポリタン・オペラ来シーズン全演目解説

開催日時： 9 月 15 日（月） 6:30 〜 8:30PM
会場： 日本クラブ ５階サクラルーム（住所は下記参照）
参加費（ドリンク付）： 会員 20 ドル / 一般 30 ドル（学生 20 ドル）
詳細・お申し込み： www.nipponclub.org （EVENTS のページ）
日本クラブと「オペラの楽しみを探ろう！」発起人会共催のトー
ク・イベント。9 月 27 日から始まる 2022-23 シーズンに上演
されるオペラについて、オペラをこよなく愛する自称「オペラ
探検家」のフレッド・プロトキン氏（写真左）と、『オペラの楽
しみを探ろう！』発起人会代表、伊藤澄子氏（写真右）との対
談形式（英語）で解説いたします。第 2 部では『オペラの楽し
みを探ろう！』発起人会メンバーが、「私の一押しオペラ」をご
紹介します。オペラにご興味のある方はぜひご参加ください！
お問い合わせは info@nipponclub.org まで。

■日本クラブ 「会員お試しキャンペーン」を実施中！

9 月 30 日まで

日本クラブは会員制の社交クラブです。日本料理を味わえる
レストランサービスや、イベント、アクティビティ、ギャラ
リー、カルチャー講座などの交流の場を会員の皆様にご提供
しています。現在、NY、NJ、CT 在住の個人の方を対象とし、
6 ヶ月間の会員お試しキャンペーンを 9 月 30 日まで実施中
です。詳細は www.nipponclub.org をご覧ください。お問い
合わせはお気軽に担当：内藤（hnaito@nipponclub.org）ま
でご連絡ください。

The Nippon Club, Inc.
145 W. 57th St., New York, NY 10019

Tel: 212-581-2223
  info@nipponclub.org 
www.nipponclub.org 

ブ
ラ
ッ
ト
・
ピ
ッ
ト
扮
す
る

殺
し
屋
が
新
幹
線
の
中
で
他

の
殺
し
屋
た
ち
と
壮
絶
な
バ

ト
ル
を
繰
り
広
げ
る
ア
ク
シ

ョ
ン
・
コ
メ
デ
ィ
。
原
作
は

伊
坂
幸
太
郎
著
﹃
マ
リ
ア
ビ

ー
ト
ル
﹄。

日
本
舞
台
の
日
本
小
説
な

が
ら
登
場
人
物
の
名
前
を
含

め
英
語
作
品
と
し
て
違
和
感

の
な
い
よ
う
脚
本
さ
れ
、
か

な
り
大
胆
に
ハ
リ
ウ
ッ
ド
の

味
付
け
を
凝
ら
し
て
い
る
。

ジ
ョ
ー
ク
と
本
気
を
混
ぜ
な

が
ら
の
ウ
ィ
ッ
ト
に
富
ん
だ

会
話
は
ア
ッ
プ
テ
ン
ポ
で
﹁
殺

し
屋
﹂
た
ち
の
流
儀
も
オ
リ

ジ
ナ
リ
テ
ィ
を
競
う
。

原
作
舞
台
の
東
北
新
幹
線

が
東
海
道
新
幹
線
に
、
ま
た

悪
魔
の
申
し
子
の
よ
う
な
男

子
中
学
生
﹁
王
子
﹂
は
﹁
プ

リ
ン
ス
﹂
と
い
う
名
の
イ
ギ

リ
ス
の
女
子
高
生
に
変
わ
っ

て
い
る
の
が
メ
イ
ン
の
違
い
。

バ
ト
ル
シ
ー
ン
は
い
う
ま
で

も
な
く
桁
外
れ
の
爆
笑
も
の

で
ハ
リ
ウ
ッ
ド
お
得
意
の
﹁
日

本
も
ど
き
﹂
シ
ー
ン
も
満
載

だ
。
共
演
は
ジ
ョ
ー
イ
・
キ

ン
グ
、
真
田
広
之
、
サ
ン
ド
ラ
・

ブ
ロ
ッ
ク
ら
。

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
は
日
本
の

ロ
ッ
ク
バ
ン
ド
﹁
女
王
蜂
﹂

ア
ヴ
ち
ゃ
ん
が
歌
う﹁Stayin' 

A
live

﹂
の
曲
に
乗
り
爽
快

に
街
を
歩
き
な
が
ら
ス
マ
ホ

で
誰
か
と
話
し
て
る
レ
デ
ィ

バ
グ
︵
ピ
ッ
ト
︶。
や
た
ら
ツ

キ
が
な
く
弱
気
な
殺
し
屋
の

彼
は
し
ば
ら
く
仕
事
か
ら
遠

ざ
か
っ
て
い
た
が
最
近
復
帰
。

ハ
ン
ド
ラ
ー
の
マ
リ
ア
ビ
ー

ト
ル
か
ら
急
に
﹁
簡
単
な
お

仕
事
﹂
を
頼
ま
れ
る
。
京
都

行
き
新
幹
線
に
乗
っ
て
あ
る

ブ
リ
ー
フ
ケ
ー
ス
を
盗
む
、

と
い
う
依
頼
。
東
京
を
発
っ

て
ま
も
な
く
ブ
リ
ー
フ
ケ
ー

ス
は
手
に
入
れ
た
が
降
り
よ

う
と
思
っ
た
ら
ド
ア
の
前
に

も
ろ
殺
気
立
っ
た
男
が
立
っ

て
い
た
。
こ
れ
が
レ
デ
ィ
バ

グ
に
ふ
り
か
か
る
サ
バ
イ
バ

ル
バ
ト
ル
の
キ
ッ
ク
オ
フ
だ

っ
た
。

　

次
々
に
現
れ
る
新
た
な
殺

し
屋
た
ち
。
そ
れ
ぞ
れ
目
的
、

思
惑
は
違
っ
て
い
る
が
ど
こ

か
で
皆
つ
な
が
っ
て
い
る
。

レ
デ
ィ
バ
グ
は
積
極
的
に
誰

か
を
殺
す
つ
も
り
は
な
い
が

攻
撃
さ
れ
れ
ば
応
戦
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
さ
て
生
き

残
る
の
は
ど
の
殺
し
屋
か
。

そ
し
て
レ
デ
ィ
バ
グ
が
請
け

負
っ
た
仕
事
の
行
く
着
く
先

は
。奥

田
民
生
の
ヘ
ビ
メ
タ
調

﹁K
ill M

e Pretty

﹂、

カ

ル

メ
ン
・
マ
キ
の
﹁
時
に
は
母

の
な
い
子
の
よ
う
に
﹂、
坂
本

九
の
﹁
上
を
向
い
て
歩
こ
う
﹂

な
ど
場
面
に
合
わ
せ
た
挿
入

歌
の
使
い
方
も
効
い
て
い
る
。

監
督
は
﹁
デ
ッ
ド
プ
ー
ル
２
﹂

の
デ
ヴ
ィ
ッ
ド
・
リ
ー
チ
。

２
時
間
６
分
。
Ｒ
。　
　

︵
明
︶

Bullet Train

 Photo : Scott G
arfi eld/Sony Pictures

動
画
予
告

デ
ジ
タ
ル
版www.nyseikatsu.com

で
右
の
写
真
を
ク
リ
ッ
ク
す
る
と
動

画
で
予
告
編
が
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

弾
丸
列
車
の
殺
し
屋
バ
ト
ル

 ■上映館■

AMC Empire 25
234 West 42nd St.

Regal E-Walk Stadium 13 & RPX
247 W. 42nd St.

AMC 34th Street 14
312 W. 34th St.

必死で応戦するレディバグ（ピット）
　

８
月
に
開
催
予
定
だ
っ
た
年

次
展
﹁ PE

A
C

E
 2022

﹂
は
、

Ｎ
Ｙ
日
系
人
会
の
大
規
模
水
漏

れ
被
災
に
よ
り
会
期
と
会
場
が

変
更
と
な
り
、
９
月
９
日
か
ら

16
日
ま
で
ギ
ャ
ラ
リ
ー
マ
ッ
ク

ス
・
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
︵
ブ
ロ
ー

ド
ウ
エ
ー
５
５
２
番
地
︶
で
開

催
の
運
び
と
な
っ
た
。
オ
ー
プ

ニ
ン
グ
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
は
９
日

︵
金
︶
午
後
６
時
か
ら
８
時
ま

で
。
６
時
30
分
か
ら
は
バ
ー
チ

ャ
ル
ラ
イ
ブ
で
展
示
作
品
紹
介

や
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
イ
ン
タ
ビ
ュ

ー
を
行
う
な
ど
、
会
場
の
雰
囲

気
が
オ
ン
ラ
イ
ン
で
も
楽
し
め

る
。
今
回
参
加
の
ア
ー
テ
ィ
ス

ト
は
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
か
ら
板

東
綾
子
、
ク
リ
ス
ト
フ
ァ
ー
・

ク
レ
イ
グ
、
藤
原
未
佳
子
、
ヘ

ン
デ
ル
佳
奈
、
平
之
内
美
穂
、

廣
川
裕
美
子
、
百
田
和
子
、
河

合
敦
子
、
鞍
井
綾
音
、
神
舘
美

会
子
、
及
川
ひ
ろ
み
、
佐
治
宣

子
、
竹
田
あ
け
み
、
安
井
雪
絵

の
14
人
。
日
本
か
ら
太
田
晶
、

佐
藤
達
也
、
シ
ア
カ
章
子
、
山

田
麻
子
、
横
山
弥
生
の
５
人
。

ま
た
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
反

戦
・
反
核
の
創
作
活
動
を
半
世

紀
に
わ
た
り
貫
い
た
故
・
飯
塚

国
雄
の
作
品
＝
写
真
＝
も
展
示

さ
れ
る
。
バ
ー
チ
ャ
ル
ラ
イ
ブ

は artspheres.org 

か
ら
。

ア
ー
ト
で
平
和
を
考
え
る

第
８
回
年
次
展
﹁
ピ
ー
ス
２
０
２
２
﹂

９月９日からギャラリーMAXで

http://www.nipponclub.org
mailto:info@nipponclub.org
http://www.nipponclub.org
mailto:hnaito@nipponclub.org
mailto:info@nipponclub.org
http://www.nipponclub.org
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
https://tawaramart.com/
https://www.myhappytummyclub.com/
http://jmart-usa.com/en/
http://villagewellusa.com
tel:9175773969
https://www.funcphysio.com/
https://chikenglobal.com/
https://www.youtube.com/watch?v=0IOsk2Vlc4o
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加
藤
弁
護
士
の

ビ
ザ
最
前
線

　

２
０
２
２
年
、
ビ
ザ
申
請
者

の
便
宜
を
図
る
た
め
在
日
本
米

国
大
使
館
や
米
国
移
民
局
で
従

来
の
規
則
を
幾
つ
か
変
更
し
ま

し
た
。
そ
の
う
ち
２
つ
の
規
則

を
今
回
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■
在
日
米
国
大
使
館
で
の
ビ
ザ

更
新
・
延
長
申
請
で
の
郵
送
規

則
の
変
更

　

在
日
米
国
大
使
館
で
は
ビ
ザ

更
新
や
延
長
申
請
で
は
、
同
じ

ビ
ザ
更
新
・
延
長
申
請
す
る
場

合
、
ビ
ザ
が
切
れ
て
か
ら
12
か

月
以
内
で
し
た
ら
、
面
接
を
せ

ず
に
郵
送
で
の
ビ
ザ
申
請
を
受

け
付
け
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
が

22
年
に
は
、
そ
の
ビ
ザ
が
切
れ

て
か
ら
48
か
月
、
つ
ま
り
４
年

以
内
な
ら
ば
郵
送
で
の
申
請
を

可
能
と
し
ま
し
た
。
郵
送
す

る
に
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
でD

S-
160 

ビ
ザ
申
請
書
類
を
作
成

し
て
、
オ
ン
ラ
イ
ン
上
で
ビ
ザ

申
請
費
用
お
よ
び
大
使
館
や
領

事
館
か
ら
郵
送
送
付
依
頼
費
用

な
ど
を
支
払
い
、
そ
れ
ぞ
れ
の

ビ
ザ
申
請
に
必
要
な
書
類
を
日

本
郵
送
の
レ
タ
ー
パ
ッ
ク
で
大

使
館
や
領
事
館
に
送
付
。
大
使

館
や
領
事
館
で
は
、
審
査
後
所

定
の
住
所
ま
で
ビ
ザ
の
つ
け
た

パ
ス
ポ
ー
ト
を
返
却
し
て
く
れ

ま
す
。
た
だ
し
、
こ
の
郵
送
申

請
を
行
う
に
は
次
の
２
つ
の
条

件
を
満
た
す
必
要
が
あ
り
ま

す
。

︵
１
︶
郵
送
を
希
望
す
る
ビ
ザ

申
請
者
が
日
本
に
滞
在
し
て
い

る
こ
と
。
日
本
に
帰
国
す
る
の

が
難
し
い
と
い
う
こ
と
で
米
国

や
日
本
以
外
の
国
か
ら
パ
ス
ポ

ー
ト
を
在
日
米
国
大
使
館
や
領

事
館
に
送
付
す
る
こ
と
は
認
め

ら
れ
て
お
り
ま
せ
ん
。

︵
２
︶
前
回
ビ
ザ
申
請
を
し
た

大
使
館
や
領
事
館
と
今
回
の
郵

送
申
請
が
同
じ
場
所
で
あ
る
こ

と
。
た
と
え
ば
前
回
ビ
ザ
申
請

を
し
た
場
所
が
カ
ナ
ダ
の
米
国

大
使
館
で
、
今
回
ビ
ザ
申
請
を

日
本
の
米
国
大
使
館
と
希
望
し

て
も
郵
送
で
は
受
け
付
け
て
く

れ
ま
せ
ん
。
ま
た
、
同
じ
日
本

国
内
で
あ
っ
て
も
前
回
が
東
京

の
米
国
大
使
館
で
、
今
回
は
大

阪
の
米
国
領
事
館
とD

S-160

申
請
用
紙
に
記
入
し
た
場
合

も
、
郵
送
で
は
受
け
付
け
ら
れ

ま
せ
ん
。

　

な
お
、
こ
の
郵
送
で
の
申
請

は
在
日
本
米
国
大
使
館
や
領
事

館
で
行
っ
て
い
る
も
の
で
、
他

国
の
米
国
大
使
館
や
領
事
館
で

は
個
別
の
規
則
を
設
け
て
お

り
、
郵
送
申
請
を
認
め
な
か
っ

た
り
す
る
国
も
あ
り
ま
す
の
で

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■
ビ
ザ
保
持
者
の
２
４
０
日
間

の
米
国
滞
在
お
よ
び
就
労
延
長

許
可

　

原
則
と
し
て
、
米
国
移
民
法

で
は
、
ビ
ザ
保
持
者
のI-94

の
滞
在
期
限
が
切
れ
る
前
に
ビ

ザ
延
長
申
請
を
米
国
移
民
局
に

提
出
し
て
も
、
ビ
ザ
申
請
許
可

が
降
り
る
ま
で
米
国
で
引
き
続

き
就
労
す
る
こ
と
は
許
可
さ
れ

て
お
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
16
年

に
Ｈ-

１
Ｂ
、
Ｌ-

１
、
Ｅ-

１
、
Ｅ-

２
、
Ｅ-

３
、
Ｏ-

１
な
ど
の
ビ
ザ
保
持
者
は
、

I-94

の
滞
在
期
限
が
切
れ
る

ま
で
に
延
長
申
請
を
米
国
移
民

局
に
提
出
す
れ
ば
、
申
請
の
結

果
を
待
つ
間
米
国
に
２
４
０
日

間
滞
在
し
、
就
労
す
る
こ
と
が

で
き
る
と
い
う
規
則
を
出
し
ま

し
た
。
22
年
に
な
り
さ
ら
に
こ

の
２
４
０
日
間
延
長
滞
在
お
よ

び
就
労
許
可
の
対
象
に
な
る
ビ

ザ
を
拡
大
し
て
、
現
在C

W
-

1, H
-1B

, H
-1B

1, H
-2A

, 
H

-2B
, H

-3, L
-1, O

-1, O
-2, 

P
-1, P

-2, P
-3, R

-1, T
N

, 
A

-3, E
-1, E

-2, E
-3, G

-5, I 

ビ
ザ
な
ど
広
範
囲
の
ビ
ザ
保
持

者
の
延
長
申
請
に
適
用
さ
せ

る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
こ
の

２
４
０
日
間
の
滞
在
お
よ
び
就

労
延
長
許
可
を
移
民
局
に
依
頼

す
る
に
は
、
申
請
フ
ォ
ー
ム
の

I-129 

のSection2

の
追
加

情
報
の
項
に240-day E

xt. 

と
記
入
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。

　

気
を
つ
け
て
い
た
だ
き
た
い

の
は
、
こ
の
２
４
０
日
延
長
就

労
規
則
は
、
あ
く
ま
で
も
同
じ

雇
用
者
の
も
と
で
の
延
長
申
請

に
該
当
し
、
雇
用
者
変
更
な
ど

で
の
申
請
に
は
こ
の
規
則
は
該

当
し
な
い
こ
と
で
す
。

 ︵
加
藤
恵
子
／
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

州
弁
護
士
︶

米
国
大
使
館
や
移
民
局
の

変
更
し
た
２
つ
の
規
則

　

Ｎ
Ｙ
州
内
の
公
園
や
果
樹
園

で
斑
点
の
あ
る
ラ
ン
タ
ン
フ
ラ

イ
︵
シ
タ
ベ
ニ
ハ
ゴ
ロ
モ
︶
の

被
害
が
拡
大
し
て
い
る
こ
と
を

受
け
、
同
州
選
出
の
上
院
院
内

総
務
の
チ
ャ
ッ
ク
・
シ
ュ
ー
マ

ー
氏
は
14
日
、
駆
除
費
用
に
連

邦
割
当
金
２
２
０
０
万
ド
ル
を

追
加
す
る
と
発
表
し
た
。 

　
　

ラ
ン
タ
ン
フ
ラ
イ
は
主
に

中
国
、
イ
ン
ド
、
ベ
ト
ナ
ム
に

生
息
す
る
蛾
に
似
た
外
来
種

で
、
米
国
で
は
２
０
１
４
年
に

初
め
て
ペ
ン
シ
ル
バ
ニ
ア
州
で

発
見
さ
れ
て
以
降
、
東
海
岸
の

複
数
の
州
で
繁
殖
し
て
い
る
。

針
状
の
口
で
植
物
の
茎
や
葉
軸

の
樹
液
を
吸
い
、
排
泄
物
の
液

体
を
大
量
に
出
す
。
こ
の
排
泄

物
は
蜂
類
を
誘
引
し
、
カ
ビ
を

発
生
さ
せ
植
物
に
ダ
メ
ー
ジ
を

与
え
る
。
ま
た
自
動
車
の
外
装

を
含
む
ど
の
よ
う
な
表
面
に
も

卵
を
産
み
付
け
る
た
め
、
自
動

車
な
ど
の
移
動
先
に
生
息
地
域

が
広
が
っ
て
し
ま
う
。 

　

Ｎ
Ｙ
市
周
辺
で
は
セ
ン
ト
ラ

ル
・
パ
ー
ク
や
ロ
ン
グ
ア
イ
ラ

ン
ド
の
ヴ
ィ
ン
ヤ
ー
ド
、
ま
た

同
州
北
部
の
約
70
種
の
植
生
に

被
害
を
及
ぼ
し
て
お
り
、
林
業

や
果
樹
、
ワ
イ
ン
産
業
に
損
害

を
与
え
て
い
る
。
セ
ン
ト
ラ

ル
・
パ
ー
ク
で
記
者
会
見
を
行

っ
た
シ
ュ
ー
マ
ー
上
院
議
員
は

﹁
ラ
ン
タ
ン
フ
ラ
イ
を
見
つ
け

た
ら
、
踏
み
つ
け
て
ほ
し
い
。

刺
し
た
り
噛
ん
だ
り
す
る
こ
と

は
な
く
人
に
は
害
は
な
い
が
、

生
息
地
を
広
げ
て
植
生
を
滅
ぼ

す
。
今
駆
除
し
な
け
い
と
経
済

や
市
民
の
生
活
は
多
大
な
損
失

を
こ
う
む
る
﹂と
話
し
て
い
る
。

　

エ
リ
ッ
ク
・
ア
ダ
ム
ス
Ｎ
Ｙ

市
長
は
、
コ
ロ
ナ
禍
に
作
ら
れ

そ
の
後
使
わ
れ
ず
に
放
置
さ
れ

老
朽
化
し
た
屋
外
飲
食
施
設
の

取
り
締
ま
り
に
乗
り
出
し
た
。

　

市
職
員
は
、
す
で
に
閉
店
し

た
飲
食
店
の
オ
ー
ナ
ー
が
道
路

上
に
作
り
放
置
し
た
20
数
件
の

木
造
施
設
を
取
り
壊
す
と
い

う
。
ア
ダ
ム
ス
市
長
は
18
日
、

マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
32
丁
目
の
韓
国

街
に
あ
る
老
朽
化
し
た
屋
外
ダ

イ
ニ
ン
グ
施
設
の
横
で
行
っ
た

記
者
会
見
で
、﹁
こ
れ
ら
の
小

屋
を
ト
イ
レ
で
は
な
く
レ
ス
ト

ラ
ン
に
し
た
い
﹂
と
述
べ
、
ヘ

ル
メ
ッ
ト
を
被
り
工
事
用
ベ
ス

ト
を
着
用
し
、
ハ
ン
マ
ー
で
一

撃
し
た
。
今
後
は
交
通
局
が
市

の
屋
外
ダ
イ
ニ
ン
グ
計
画
を
管

理
し
、
レ
ス
ト
ラ
ン
が
も
う
営

業
し
て
い
な
い
か
、
施
設
が
屋

外
レ
ス
ト
ラ
ン
の
規
則
に
違
反

し
て
い
な
い
か
な
ど
を
調
査
す

る
。
ま
た
、
害
虫
の
発
生
な
ど

で
衛
生
に
問
題
が
あ
る
場
合

や
、
消
防
車
の
出
入
り
を
妨
げ

る
な
ど
安
全
性
に
問
題
が
あ
る

場
合
も
取
り
壊
し
の
対
象
と
な

る
。
交
通
局
の
広
報
担
当
者
に

よ
る
と
現
在
、
市
内
に
44
か
所

の
対
象
施
設
を
確
認
し
て
い
る

と
い
う
。

レ
ス
ト
ラ
ン
放
置
の
屋
外

ダ
イ
ニ
ン
グ
を
取
り
締
ま
り

生
ガ
キ
で
食
中
毒
発
生 

今
月
ビ
ブ
リ
オ
菌
で
２
人
死
亡

　

日
米
ソ
ー
シ
ャ
ル
サ
ー
ビ

ス
︵
Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｓ
Ｉ
︶
は
30
日

︵
火
︶
か
ら
週
に
２
回
、
火

曜
︵
午
前
10
時
〜
午
後
３
時
30

分
︶
、
金
曜
︵
午
前
10
時
〜
午

後
４
時
30
分
︶
オ
フ
ィ
ス
を

オ
ー
プ
ン
す
る
。
完
全
予
約

制
の
た
め
、
オ
フ
ィ
ス
で
の

面
談
希
望
者
は
事
前
に
電
話

︵
２
１
２
・
４
４
２
・
１
５
４
１

内
線
１
番
︶
ま
で
連
絡
す
る
。

相
談
内
容
に
よ
っ
て
は
電
話
や

Ｅ
メ
ー
ル
で
の
対
応
と
な
る
場

合
も
あ
る
。
ビ
ル
内
は
要
マ
ス

ク
着
用
。

　

Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｓ
Ｉ
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
州
の
助
成
金
に
よ
り
、
７
月

か
ら
９
月
ま
で
毎
月
２
回
、
心

の
専
門
家
に
よ
る
個
別
メ
ン
タ

ル
ヘ
ル
ス
・
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

を
実
施
し
て
い
る
。
９
月
は
２

日
︵
金
︶
と
16
日
︵
金
︶
の
午

前
10
時
、
11
時
、
午
後
12
時
半
、

１
時
半
、
２
時
半
、
３
時
半
、

も
し
く
は
４
時
半
に
開
催
。
カ

ウ
ン
セ
リ
ン
グ
は
澤
田
美
希
子 

LC
SW

, M
PA

︵
専
門
分
野
：

Ｄ
Ｖ
、ト
ラ
ウ
マ
や
人
間
関
係
、

不
安
、
う
つ
、
自
己
開
発
等
そ

の
他
︶
が
担
当
す
る
。
無
料
だ

が
要
事
前
予
約
︵
先
着
順
︶。

利
用
で
き
る
の
は
Ｎ
Ｙ
州
在
住

者
の
み
。
申
し
込
み
は
電
話

２
１
２
・
４
４
２
・
１
５
４
１

︵
内
線
番
号
１
番
︶
ま
で
。
匿

名
で
の
申
し
込
み
、Zoom

で

の
参
加
も
可
能
。
詳
細
は
ウ

ェ
ブ
サ
イ
トhttps://jassi.

org/

を
参
照
す
る
。

Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｓ
Ｉ
か
ら
の
お
知
ら
せ

ラ
ン
タ
ン
フ
ラ
イ
で
大
損
害 

駆
除
費
２
２
０
０
万
ド
ル
追
加

　

Ｎ
Ｙ
市
警
︵
Ｎ
Ｙ
Ｐ
Ｄ
︶
は

12
日
、
ロ
ウ
ワ
ー
マ
ン
ハ
ッ
タ

ン
の
キ
ャ
ナ
ル
通
り
で
実
施
し

た
偽
造
ブ
ラ
ン
ド
製
品
取
り
締

ま
り
の﹁
バ
ッ
グ
ガ
イ
ズ
作
戦
﹂

　

フ
ロ
リ
ダ
州
の
地
元
紙
ペ
ン

サ
コ
ー
ラ
・
ニ
ュ
ー
ス
・
ジ
ャ

ー
ナ
ル
は
11
日
付
の
記
事
で
、

ル
イ
ジ
ア
ナ
州
産
の
生
ガ
キ
を

食
し
た
２
人
が
、
今
月
初
旬
に

食
中
毒
で
死
亡
し
た
と
伝
え

た
。 

　

１
人
は
55
歳
の
男
性
で
、
フ

ロ
リ
ダ
州
を
旅
行
中
に
水
産
市

場
で
生
ガ
キ
を
購
入
し
、
食
後

に
具
合
が
悪
く
な
っ
た
。
当
初

軽
か
っ
た
症
状
は
そ
の
後
、
呼

吸
困
難
と
な
り
、
ペ
ン
サ
コ
ー

ラ
の
病
院
に
救
急
搬
送
さ
れ

た
。
男
性
は
、
生
ま
た
は
半
生

の
貝
類
が
原
因
の
細
菌
感
染
ビ

ブ
リ
オ
症
と
診
断
さ
れ
た
。
米

国
で
は
毎
年
、
約
８
万
人
が
ビ

ブ
リ
オ
菌
感
染
が
原
因
の
腸
炎

と
診
断
さ
れ
、
１
０
０
人
が
死

亡
し
て
い
る
。 

　

米
疾
病
予
防
管
理
セ
ン
タ
ー

︵
Ｃ
Ｄ
Ｃ
︶
は
﹁
食
品
安
全
：

カ
キ
と
ビ
ブ
リ
オ
症
﹂
の
ペ
ー

ジfoodsafety.gov

で
、

同

病
原
菌
が
汚
染
し
た
貝
類
を
摂

食
し
た
り
、
海
水
を
通
し
て
大

き
な
傷
口
か
ら
体
内
に
感
染
す

る
こ
と
も
あ
る
、
と
解
説
し
て

い
る
。
Ｃ
Ｄ
Ｃ
は
、
切
り
傷
な

ど
の
外
傷
、
最
近
手
術
し
た
、

ピ
ア
ス
を
開
け
た
、
タ
ト
ゥ
ー

を
入
れ
た
場
合
は
、
海
水
や
汽

水
に
は
入
ら
ず
、
生
の
魚
介
類

を
触
る
時
は
必
ず
傷
口
を
覆

い
、も
し
傷
口
が
海
水
や
汽
水
、

生
の
魚
介
類
に
接
し
た
場
合
は

石
鹸
と
流
水
で
接
し
た
場
所
を

洗
う
よ
う
注
意
し
て
い
る
。 

　

汚
染
し
た
貝
類
は
、
見
た
目

も
匂
い
も
味
も
通
常
の
貝
と
変

わ
ら
な
い
が
、
適
切
に
火
を
通

し
て
調
理
す
れ
ば
死
滅
す
る
。

ま
た
米
食
品
医
薬
品
局
︵
Ｆ
Ｄ

Ａ
︶
は
﹁
生
ガ
キ
の
誤
っ
た
通

念
﹂
ガ
イ
ドfda.gov

で
﹁﹃
少

し
だ
け
な
ら
食
べ
て
も
大
丈

夫
﹄
は
間
違
い
。
３
個
食
べ
た

だ
け
で
も
感
染
し
た
症
例
が
あ

り
、
体
調
に
よ
っ
て
症
状
も
異

な
る
﹂
と
警
告
し
て
い
る
。

　

Ｃ
Ｄ
Ｃ
、
Ｆ
Ｄ
Ａ
共
に
魚
介

類
を
食
べ
る
時
の
感
染
予
防
と

し
て
、・
完
全
に
火
を
通
し
て

調
理
し
、
生
食
は
避
け
る
、・

ア
ル
コ
ー
ル
や
辛
い
ソ
ー
ス
、

レ
モ
ン
で
は
同
細
菌
は
死
滅
し

な
い
、・
調
理
し
た
魚
介
類
は

生
の
魚
介
類
に
接
し
な
い
よ
う

遠
ざ
け
る
、・
生
の
魚
介
類
を

触
っ
た
場
合
は
石
鹸
と
流
水
で

手
を
洗
う
、・
貝
類
は
殻
が
開

い
た
後
も
３
〜
５
分
調
理
す

る
、・
す
で
に
殻
が
開
い
て
い

る
貝
類
は
直
ち
に
破
棄
す
る
、・

調
理
し
て
も
殻
が
開
か
な
い
貝

類
は
無
理
に
開
こ
う
と
せ
ず
破

棄
す
る
、な
ど
を
あ
げ
て
い
る
。

　

ま
た
Ｃ
Ｄ
Ｃ
は
、
安
全
と
証

明
さ
れ
た
調
理
法
と
し
て
、
殻

付
き
の
カ
キ
は
４
〜
９
分
蒸

す
、
ム
キ
カ
キ
の
場
合
は
、
最

低
３
分
茹
で
る
、
華
氏
３
７
５

度
の
油
で
炒
め
る
、
火
か
ら
３

イ
ン
チ
離
し
て
３
分
直
火
焼
き

す
る
、
ま
た
は
華
氏
４
５
０
度

の
オ
ー
ブ
ン
で
10
分
焼
く
、
を

推
奨
し
て
い
る
。
か
き
鍋
、
カ

キ
フ
ラ
イ
な
ど
日
本
食
で
も
十

分
な
加
熱
が
必
要
だ
。

で
、
約
２
０
０
万
ド
ル
相
当
に

も
お
よ
ぶ
偽
物
の
バ
ッ
グ
や
ス

ニ
ー
カ
ー
、
時
計
、
サ
ン
グ
ラ

ス
を
押
収
し
、
作
戦
は
大
成
功

を
収
め
た
と
発
表
し
た
。

　

Ｎ
Ｙ
Ｐ
Ｄ
チ
ー
フ
・
パ
ト
ロ

ー
ル
の
ジ
ェ
フ
ェ
リ
ー
・
マ
ド

リ
ー
警
官
の
ツ
イ
ッ
タ
ー
に
は

床
を
埋
め
る
ほ
ど
の
偽
造
ブ
ラ

ン
ド
バ
ッ
グ
、
ナ
イ
キ
や
バ
ー

バ
リ
ー
の
靴
、
腕
時
計
な
ど
の

押
収
品
が
並
べ
ら
れ
た
写
真
が

投
稿
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
こ

の
取
り
締
ま
り
に
関
連
し
て
5

人
が
逮
捕
さ
れ
た
。
Ｎ
Ｙ
Ｐ
Ｄ

は
今
後
も
偽
造
品
の
取
締
り
を

続
け
て
い
く
と
い
う
。

偽
物
ブ
ラ
ン
ド
製
品

摘
発
２
０
０
万
ド
ル

mailto:info@bcnetwork.org
http://www.Jhelp.com
http://www.nyseikatsu.com
https://jassi
https://jassi
https://www.maxjob.com/
https://www.naturalhealingartists.com/
https://www.youtube.com/watch?
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子
供
の
病
気
を
治
癒
さ
せ
る

た
め
に
は
保
護
者
の
努
力
が
必

要
で
す
。
様
々
な
苦
境
に
耐
え
、

自
身
の
力
で
人
生
を
切
り
拓
い

て
い
く
こ
と
の
で
き
る
大
人
に

な
る
た
め
の
基
礎
が
、
健
康
な

心
身
で
あ
る
こ
と
に
疑
い
の
余

地
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
健
康

の
基
礎
作
り
の
知
恵
を
与
え
る

こ
と
が
、
親
が
で
き
る
最
高
の

贈
り
物
な
の
で
す
。
も
し
、
あ

な
た
の
お
子
さ
ん
が
自
閉
症
に

な
っ
て
し
ま
っ
た
ら
、
迷
っ
て

い
る
暇
も
、
不
安
に
固
ま
っ
て

い
る
余
裕
も
あ
り
ま
せ
ん
。
す

ぐ
に
人
生
の
難
題
に
向
か
う
べ

き
で
す
。
ぐ
ず
ぐ
ず
手
を
こ
ま

ね
い
て
迷
っ
て
い
る
間
に
、
自

閉
症
の
完
全
治
癒
と
い
う
ミ
ラ

ク
ル
の
可
能
性
が
遠
の
い
て
い

っ
て
し
ま
い
ま
す
。
大
抵
、
子

供
の
様
子
に
﹁
何
か
お
か
し
い

な
﹂
と
思
う
親
の
勘
は
当
た
っ

て
い
ま
す
。
そ
れ
に
気
づ
い
て

も
﹁
き
っ
と
大
丈
夫
だ
！
﹂
と

何
も
し
な
い
の
は
、
決
し
て
ポ

ジ
テ
ィ
ヴ
・
シ
ン
キ
ン
グ
な
ど

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
Ｃ
Ｄ
Ｃ
に

よ
れ
ば
、
２
０
１
８
年
の
デ
ー

タ
で
は
44
人
に
１
人
の
子
供
が

自
閉
症
ス
ペ
ク
ト
ラ
ム
と
診
断

さ
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。
09
年

か
ら
17
年
の
間
の
デ
ー
タ
で

は
、
３
歳
か
ら
17
歳
ま
で
の
６

人
に
１
人
が
何
等
か
の
発
達
障

害
と
診
断
さ
れ
て
い
ま
す
。
つ

ま
り
、
自
閉
症
は
現
代
病
と
い

う
こ
と
で
す
。
現
代
人
の
生
活

習
慣
に
、
そ
の
発
症
原
因
が
潜

ん
で
い
る
の
で
す
。
あ
る
程
度

の
予
備
知
識
は
入
れ
て
お
く
べ

き
で
す
。

自
閉
症
の
完
全
治
癒
と
い
う

ミ
ラ
ク
ル
を
起
こ
す
た
め
の
心
構
え

　

自
閉
症
の
根
本
原
因
は
、
脳

と
神
経
の
発
達
途
上
で
起
こ
り

ま
す
。
人
間
作
り
の
イ
ン
グ
レ

デ
ィ
エ
ン
ツ
と
し
て
受
け
入
れ

ら
れ
な
い
、
不
自
然
な
化
学
物

質
の
侵
入
に
よ
っ
て
、
そ
の
工

程
が
邪
魔
さ
れ
て
し
ま
う
こ
と

が
原
因
で
す
。
例
え
ば
、
あ
る

物
を
作
る
過
程
で
、
本
来
そ
こ

に
あ
る
べ
き
で
は
な
い
物
質
が

何
か
の
ミ
ス
で
混
入
し
た
と
し

ま
し
ょ
う
。
ベ
ル
ト
コ
ン
ベ
ア

は
、
危
険
信
号
を
発
し
て
そ
の

物
質
が
取
り
除
か
れ
る
ま
で
止

ま
っ
た
ま
ま
動
き
ま
せ
ん
。
そ

れ
を
無
視
し
て
強
引
に
作
業
を

進
め
れ
ば
、
こ
の
問
題
が
起
こ

る
以
前
に
作
ら
れ
た
部
分
と
、

問
題
発
生
以
降
に
正
常
に
作
ら

れ
な
か
っ
た
部
分
と
の
連
結
・

融
合
が
悪
く
な
っ
た
り
と
、
質

の
悪
い
商
品
が
出
来
上
が
る

か
、
や
は
り
完
成
す
る
前
に
何

等
か
の
別
の
問
題
が
起
こ
る
で

し
ょ
う
。
無
理
強
い
し
て
、
取

り
合
え
ず
商
品
が
形
に
な
っ
て

も
、
壊
れ
や
す
い
評
判
の
悪
い

物
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
人

間
作
り
も
、
こ
れ
と
全
く
同
じ

で
す
。

　

声
、
言
葉
、
じ
っ
と
し
て
い

ら
れ
な
い
、
人
前
で
叫
ぶ
、
自

傷
行
為
、
他
人
を
傷
つ
け
る
行

為
、
立
て
な
い
、
歩
け
な
い
な

ど
、
挙
げ
た
ら
き
り
が
な
い
ほ

ど
多
種
多
様
な
不
可
解
な
行
動

と
、
運
動
機
能
自
体
の
異
常
な

ど
が
起
こ
り
ま
す
。
さ
ら
に
、

こ
れ
ら
の
行
動
・
運
動
機
能
上

の
異
常
が
原
因
の
情
緒
不
安
定

や
集
中
力
の
欠
落
な
ど
、
心
の

問
題
も
生
じ
ま
す
。
で
も
、
そ

の
根
本
原
因
は
一
つ
で
す
。
不

適
切
な
﹁
血
と
気
と
汁
﹂︵
東

洋
医
学
が
説
く
３
つ
の
体
内
化

学
物
質
︶
が
始
ま
り
な
の
で
す
。

　

お
子
さ
ん
の
自
閉
症
治
癒
を

成
功
さ
せ
る
鍵
を
に
ぎ
る
の

は
、
親
︵
ケ
ア
・
ギ
バ
ー
︶
し

か
い
ま
せ
ん
。
そ
の
心
得
と
し

て
、
次
の
こ
と
を
咀
嚼
し
て
み

て
く
だ
さ
い
。︵
１
︶
あ
な
た

の
子
供
が
自
閉
症
で
あ
る
こ
と

は
、
子
供
自
身
の
問
題
で
あ
る

以
前
に
、
あ
な
た
と
家
族
全
体

の
問
題
で
あ
る
。︵
２
︶
あ
な

た
が
治
癒
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
の
は
、
自
閉
症
の
お
子
さ
ん

以
上
に
あ
な
た
で
あ
る
。︵
３
︶

自
然
と
い
う
規
則
の
中
で
子
供

で
あ
る
時
間
、
そ
れ
自
体
が
人

間
作
り
の
途
中
で
あ
る
こ
と
を

意
味
し
ま
す
。
つ
ま
り
、
回
復

す
る
過
去
の
時
間
も
状
態
も
存

在
し
な
い
わ
け
で
す
。
子
供
た

ち
に
は
、
今
と
未
来
が
あ
る
だ

け
で
す
。
イ
コ
ー
ル
、
お
子
さ

ん
の
自
閉
症
の
治
癒
と
向
き
合

う
事
は
、
あ
な
た
の
未
来
と

向
き
合
う
事
で
す
。
是
非
と

も
、
信
念
を
も
っ
て
臨
ん
で
頂

き
た
く
思
い
ま
す
。
カ
ス
ト

ロ
・
岡
牧
子

：

米
国
栄
養
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ト
協
会
認
定
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
、
Ｇ
Ａ
Ｐ
Ｓ
認
定

食
事
療
法
士
、
フ
ェ
ル
デ
ン
ク

ラ
イ
ス
・
メ
ソ
ッ
ド
認
定
プ
ラ

ク
テ
ィ
シ
ョ
ナ
ー
。
１
０
０
％

健
康
で
幸
せ
な
人
生
の
た
め
の

﹁
マ
キ
コ
メ
ソ
ッ
ド
﹂
を
考
案
。

Natural HealingArtists

創
業

者
兼
代
表
。NaturalHealing-

Artists.com

日本クラブ友情の手助け
NY日系人会の水漏れ被害で

﹁
場
所
使
っ
て
﹂
提
供
申
し
出

﹁
敬
老
会
が
で
き
る
﹂
Ｊ
Ａ
Ａ
安
堵

　

記
録
的
に
多
い
蚊
の
数
が
確

認
さ
れ
て
い
る
こ
の
夏
、
市
保

健
局
は
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
と
ク
イ

ー
ン
ズ
の
2
人
か
ら
西
ナ
イ
ル

ウ
イ
ル
ス
が
検
出
さ
れ
た
と
発

表
し
た
。
今
年
に
入
っ
て
か
ら

全
国
で
54
人
が
感
染
、
4
人
が

死
亡
し
て
お
り
、
昨
年
の
同
時

期
の
７
７
９
人
に
対
し
、
過
去

最
高
と
な
る
１
０
０
０
人
以
上

の
感
染
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。

　

保
健
局
に
よ
る
と
、
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
市
で
は
毎
年
平
均
16
人

が
西
ナ
イ
ル
神
経
侵
襲
性
疾
患

と
診
断
さ
れ
、
そ
の
う
ち
の
お

よ
そ
14
％
が
死
亡
し
て
い
る
。

専
門
家
は
、
蚊
の
活
動
が
着
実

に
上
が
っ
て
い
る
こ
と
と
、
気

候
変
動
に
関
連
し
た
気
温
の
上

昇
を
結
び
つ
け
て
い
る
。
感
染

す
る
と
、
全
く
症
状
が
出
な
い

も
の
か
ら
、
頭
痛
、
発
熱
、
筋

肉
痛
、
極
度
の
疲
労
感
ま
で
あ

り
、
60
歳
以
上
や
免
疫
力
が
低

下
し
て
い
る
人
は
、
よ
り
深
刻

な
病
気
に
な
る
危
険
性
が
高
い

と
注
意
を
促
し
て
い
る
。

西
ナ
イ
ル
ウ
イ
ル
ス

ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
と
ク
イ
ー
ン
ズ
で

　

メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
交
通
局

︵
Ｍ
Ｔ
Ａ
︶
は
17
日
、
グ
ラ
ン

ド
セ
ン
ト
ラ
ル
駅
で
新
た
な

ア
プ
リ
﹁T

rain-
T

im
e

﹂
を
発
表

し
た
。
こ
れ
ま
で

ロ
ン
グ
ア
イ
ラ
ン

ド
鉄
道
︵
Ｌ
Ｉ
Ｒ

Ｒ
︶
と
メ
ト
ロ
ノ

ー
ス
鉄
道
の
利
用

者
は
、
チ
ケ
ッ
ト

の
購
入
や
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
を
調
べ
る

た
め
に
複
数
の
ア

プ
リ
を
使
わ
な
け

れ
ば
な
ら
な
か
っ

た
が
、
こ
の
新
ア
プ
リ
で
は
可

能
と
な
る
。
ま
た
、
車
両
に
取

り
付
け
た
Ｇ
Ｐ
Ｓ
に
よ
っ
て

2
秒
ご
と
に
列
車
の
位
置
情

報
が
更
新
さ
れ
る
ほ
か
、
空
席

状
況
も
確
認
で
き
る
。

　

Ｍ
Ｔ
Ａ
は
パ
ン

デ
ミ
ッ
ク
後
の
通

勤
電
車
利
用
客
の

伸
び
悩
み
に
対
す

る
さ
ま
ざ
ま
な
政

策
を
行
っ
て
い
る

が
、
州
会
計
検
査

院
の
ト
ム
・
デ
ィ

ナ
ポ
リ
氏
は
７
月

の
報
告
書
で
、
乗

車
率
が
予
想
通
り

回
復
し
て
い
な
い

た
め
、
今
後
数
年

間
で
大
幅
な
予
算
不
足
に
陥

る
可
能
性
が
あ
る
と
指
摘
し

て
い
る
。

メトロノースと
LIRR

新アプリを発表

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
系
人
会

︵
Ｊ
Ａ
Ａ
、
佐
藤
貢
司
会
長)

が
入
居
す
る
12
階
建
て
ビ
ル

︵
西
45
丁
目
49
番
地
︶
で
大
規

模
な
浸
水
事
故
が
発
生
し
て
ま

も
な
く
３
週
間
。
上
階
の
タ
ン

ク
が
破
損
し
、
大
量
の
水
で
12

階
か
ら
７
階
ま
で
が
水
浸
し
と

な
り
、
Ｊ
Ａ
Ａ
の
あ
る
11
階
全

フ
ロ
ア
が
事
務
室
を
除
い
て
今

も
使
え
な
い
状
態
だ
。
Ｊ
Ａ
Ａ

で
は
来
年
１
月
に
移
転
を
予
定

し
て
い
る
５
階
へ
の
入
居
を
早

め
て
も
ら
う
よ
う
ビ
ル
管
理
会

社
と
交
渉
し
て
い
る
ほ
か
、
保

険
会
社
と
の
手
続
き
に
追
わ
れ

て
い
る
。
完
全
で
は
な
い
が
、

ホ
ー
ル
の
一
部
は
10
月
く
ら
い

か
ら
は
修
理
し
て
使
用
が
可
能

に
な
る
見
込
み
だ
が
、
８
月
い

っ
ぱ
い
の
行
事
予
定
は
す
べ
て

キ
ャ
ン
セ
ル
と
な
り
、
９
月
開

催
予
定
の
サ
ク
ラ
ヘ
ル
ス
フ
ェ

ア
も
す
べ
て
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の

開
催
に
切
り
替
え
た
。
日
系
高

齢
者
に
向
け
て
毎
月
開
催
し
て

い
る
ラ
ン
チ
敬
老
会
も
８
月
は

見
送
っ
た
。
９
月
以
降
の
開
催

は
、
場
所
の
確
保
が
問
題
と
な

っ
て
い
る
。
リ
ー
ス
が
切
れ
る

年
末
ま
で
の
会
場
フ
ル
稼
働
が

難
し
い
と
み
ら
れ
る
か
ら
だ
。

　

日
系
人
会
の
事
務
局
に
日
系

３
団
体
で
共
に
名
を
連
ね
る
、

日
本
ク
ラ
ブ
と
Ｎ
Ｙ
日
本
商
工

会
議
所
︵
Ｊ
Ｃ
Ｃ
Ｉ
︶
か
ら
、

日
系
人
会
の
活
動
で
必
要
な
場

所
を
提
供
し
た
い
と
の
申
し
出

が
あ
っ
た
。
８
月
18
日
に
前
田

正
明
事
務
局
長
か
ら
日
系
人
会

に
正
式
に
連
絡
が
あ
っ
た
。
両

団
体
名
で
正
式
の
お
見
舞
い
の

言
葉
と
今
後
の
提
案
と
し
て
、

日
本
ク
ラ
ブ
会
館
ス
ペ
ー
ス
の

提
供
で
協
力
し
た
い
旨
申
し
出

が
あ
り
﹁
日
頃
の
Ｊ
Ａ
Ａ
活
動

で
ス
ペ
ー
ス
が
必
要
で
、
日
本

ク
ラ
ブ
の
空
い
て
い
る
部
屋
を

予
約
状
況
に
応
じ
て
提
供
し
た

い
﹂
と
い
う
も
の
。
今
月
い
っ

ぱ
い
は
、
館
内
清
掃
と
修
理
の

た
め
閉
館
し
て
い
る
が
、
９
月

以
降
に
つ
い
て
は
予
約
が
可
能

で
あ
る
こ
と
を
伝
え
た
。
ま
た

﹁
そ
の
他
、
当
方
で
で
き
る
こ

と
が
あ
れ
ば
、
遠
慮
な
く
お
知

ら
せ
く
だ
さ
い
﹂
と
支
援
の
手

を
差
し
伸
べ
た
。

　

Ｊ
Ａ
Ａ
の
野
田
美
知
代
事
務

局
長
は
﹁
本
当
に
あ
り
が
た
い

ご
提
案
で
感
謝
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
で
９
月
の
敬
老
会
が
で
き

る
か
も
し
れ
な
い
。
日
系
人
会

の
メ
ン
バ
ー
の
人
た
ち
も
、
ホ

ー
ル
が
閉
館
し
て
い
る
の
を
知

っ
て
い
て
も
毎
日
の
よ
う
に
訪

ね
て
き
て
、
中
に
は
お
金
ま
で

お
い
て
い
く
人
も
い
て
、
こ
ん

な
に
沢
山
の
人
た
ち
に
心
配
し

て
も
ら
っ
て
い
る
ん
だ
と
実
感

し
ま
し
た
﹂
と
喜
ん
で
い
る
。

敬
老
会
に
つ
い
て
は
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
日
本
総
領
事
館
と
も
連
携

し
近
く
関
係
団
体
の
担
当
者
が

集
ま
り
会
合
を
開
く
予
定
だ
。

　

ま
た
、
ジ
ャ
パ
ン
・
ソ
サ
エ

テ
ィ
ー
の
ジ
ョ
シ
ュ
ア
・
ウ
オ

ー
カ
ー
理
事
長
も
19
日
夕
、
野

田
事
務
局
長
と
ス
ー
ザ
ン
大
沼

名
誉
会
長
に
﹁
こ
の
度
は
Ｎ
Ｙ

日
系
人
会
の
ビ
ル
が
被
害
に
遭

わ
れ
た
こ
と
を
知
り
、
心
を
痛

め
て
い
ま
す
。
弊
会
に
何
か
で

き
る
こ
と
が
あ
れ
ば
ご
協
力
さ

せ
て
く
だ
さ
い
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
ー
の
場
が
一
日
も
早
く
復
旧

す
る
こ
と
を
祈
っ
て
い
ま
す
﹂

と
支
援
の
準
備
が
あ
る
こ
と
を

伝
え
て
い
る
。
ジ
ャ
パ
ン
・
ソ

サ
エ
テ
ィ
ー
は
ア
メ
リ
カ
の
団

体
だ
が
、
日
頃
日
本
文
化
を
米

国
に
紹
介
す
る
こ
と
を
目
的
に

活
動
し
て
い
る
た
め
、
黙
っ
て

放
っ
て
は
置
け
な
い
と
歩
み
寄

っ
て
い
る
。
た
だ
９
月
は
国
連

総
会
と
重
な
り
、
ジ
ャ
パ
ン
・

ソ
サ
エ
テ
ィ
ー
の
施
設
に
予
約

が
入
っ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、

日
系
人
会
の
行
事
予
定
と
ジ
ャ

パ
ン
・
ソ
サ
エ
テ
ィ
ー
の
状
況

な
ど
、
両
団
体
の
役
員
を
兼
務

し
て
い
る
弁
護
士
の
村
瀬
悟
さ

ん
が
間
に
入
っ
て
現
在
調
整
し

て
い
る
。
村
瀬
さ
ん
は
﹁
ク
ラ

ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
立
ち

上
げ
て
支
援
を
求
め
る
な
ど
す

ぐ
ア
ク
シ
ョ
ン
を
と
れ
れ
ば
い

い
が
、
保
険
会
社
と
の
手
続
き

が
ま
ず
終
わ
ら
な
い
と
そ
れ
も

で
き
な
い
よ
う
だ
﹂
と
話
し
て

い
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
さ

ま
ざ
ま
な
活
動
を
通
し
て
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
の
日
系
社
会
の
中
心

的
集
会
場
と
な
っ
て
い
る
日
系

人
会
の
ピ
ン
チ
に
日
系
社
会
各

方
面
か
ら
手
が
差
し
述
べ
ら
れ

﹁
困
っ
た
時
は
お
互
い
様
﹂
の

助
け
合
い
精
神
で
声
を
掛
け
合

っ
て
い
る
。
Ｎ
Ｙ
日
系
人
会
館

水漏れで天井が剥がれ落ちた日系人会ホール（今月１日、本紙撮影）

は
、
今
月
１
日
の
水
漏
れ
で
図

書
室
、
廊
下
な
ど
の
天
井
板
が

剥
が
れ
落
ち
る
な
ど
の
被
害
を

受
け
た
。
事
故
当
時
は
夜
中
で

人
が
い
な
か
っ
た
た
め
、
幸
い

ケ
ガ
人
は
い
な
か
っ
た
。
ま
た

ピ
ア
ノ
と
日
系
人
会
の
１
０
０

年
の
歴
史
を
保
管
し
て
あ
る
資

料
室
の
ダ
ン
ポ
ー
ル
箱
が
濡
れ

ず
に
無
事
だ
っ
た
。
電
話
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
も
現
在
は
使
え

る
状
態
に
復
旧
し
て
い
る
。

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
総
領
事

館
は
10
月
に
秋
の
一
日
領
事
館

︵
領
事
出
張
サ
ー
ビ
ス
︶
を
行

う
。
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
︵
10

月
８
日
︶、パ
ラ
マ
ス
︵
15
日
︶、

プ
リ
ン
ス
ト
ン
︵
15
日
︶
、
バ

ッ
フ
ァ
ロ
ー
︵
22
日
︶、
ピ
ッ

ツ
バ
ー
グ
︵
29
日
︶
。
い
ず
れ

も
土
曜
。
問
い
合
わ
せ
は
電
話

２
１
２
・
８
８
８
・
０
８
８
９
、

Ｅ
メ
ー
ル ry

oji@
ny

.m
ofa.

go.jp

詳

細

はhttps://
w

w
w

.n
y

.u
s.em

b-japan
.

go.jp/itpr_ja/1day
-ry

oji.
htm

l 秋
の
一
日
領
事
館
開
催

http://www.nymitakai.com/
tel:2122136069
https://www.hondag.com
http://kkobo.com/


き
れ
い
な
心
で
願
望
を
描
く

素
直
な
心
を
も
つ

　

き
れ
い
な
心
で
描
く
願
望
で

な
け
れ
ば
、
す
ば
ら
し
い
成
功

は
望
め
ま
せ
ん
。
強
い
願
望
で

あ
っ
て
も
、
そ
れ
が
私
利
私
欲

に
端
を
発
し
た
も
の
で
あ
る
な

　

素
直
な
心
と
は
、
自
分
自
身

の
い
た
ら
な
さ
を
認
め
、
そ
こ

か
ら
努
力
す
る
と
い
う
謙
虚
な

姿
勢
の
こ
と
で
す
。

　

と
か
く
能
力
の
あ
る
人
や
気

ら
ば
一
時
的
に
は
成
功
を
も
た

ら
す
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
そ

の
成
功
は
長
続
き
し
ま
せ
ん
。

　

世
の
道
理
に
反
し
た
動
機
に

基
づ
く
願
望
は
、
強
け
れ
ば
強

性
の
激
し
い
人
、
我
の
強
い
人

は
、
往
々
に
し
て
人
の
意
見
を

聞
か
ず
、
た
と
え
聞
い
て
も
反

発
す
る
も
の
で
す
。
し
か
し
本

当
に
伸
び
る
人
は
、
素
直
な
心

2

い
ほ
ど
社
会
と
の
摩
擦
を
生

み
、
結
果
的
に
は
大
き
な
失
敗

に
つ
な
が
っ
て
い
く
の
で
す
。

　

成
功
を
持
続
さ
せ
る
に
は
、

描
く
願
望
や
情
熱
が
き
れ
い
な

も
の
で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
つ
ま
り
、
潜
在
意
識
に
浸

透
さ
せ
て
い
く
願
望
の
質
が
問

題
と
な
る
わ
け
で
す
。そ
し
て
、

純
粋
な
願
望
を
も
っ
て
、
ひ
た

す
ら
努
力
を
続
け
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
そ
の
願
望
は
必
ず
実
現

で
き
る
の
で
す
。

を
も
っ
て
人
の
意
見
を
よ
く
聞

き
、
常
に
反
省
し
、
自
分
自
身

を
見
つ
め
る
こ
と
の
で
き
る
人

で
す
。
そ
う
し
た
素
直
な
心
で

い
る
と
、
そ
の
人
の
周
囲
に
は

や
は
り
同
じ
よ
う
な
心
根
を
も

っ
た
人
が
集
ま
っ
て
き
て
、
も

の
ご
と
が
う
ま
く
運
ん
で
い
く

も
の
で
す
。

　

自
分
に
と
っ
て
耳
の
痛
い
言

葉
こ
そ
、
本
当
は
自
分
を
伸
ば

し
て
く
れ
る
も
の
で
あ
る
と
受

け
と
め
る
謙
虚
な
姿
勢
が
必
要

で
す
。

稲盛和夫 Inamori Kazuo
1932 年、鹿児島市生まれ。1959 年 4
月、京都セラミック株式会社（現京セ
ラ）を設立。2005 年からは名誉会長。
また 1984 年、第二電電企画株式会社
を設立。2000年10月、DDI（第二電電）、
KDD、IDO の合併により KDDI 株式
会社を設立。2001 年 6 月より最高顧
問。2010 年 2 月、日本航空会長に就任。
2015 年 4 月に名誉顧問。一方、1983
年から 2019 年末まで、ボランティア
で、14,938 人の経営者が集まる経営
塾「盛和塾」の塾長として、経営者の
育成に心血を注いだ。1984 年には私
財を投じ稲盛財団を設立。同時に国際
賞「京都賞」を創設し、毎年、人類社
会の進歩発展に功績のあった方々を
顕彰。（2021 年 5 月現在）

＜連絡先＞

盛心塾ニューヨーク

 www.seishinjukuny.org
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今
回
はw

ork

︵
働
く
︶
の

発
音
の
コ
ツ
を
お
教
え
し
ま

す
。
ワ
ー
ク
と
い
う
外
来
語
を

習
っ
た
私
た
ち
は
、
そ
の
単
語

を
イ
メ
ー
ジ
す
る
だ
け
で
、
無

意
識
に
舌
を
固
め
て
し
ま
い
ま

す
。
と
こ
ろ
が
英
語
で
は
、
常

に
舌
を
緩
め
て
お
く
必
要
が
あ

る
の
で
す
。
そ
ん
な
私
た
ち
日

本
人
で
も
、
口
の
開
け
方
を

少
し
変
え
る
と
舌
が
ゆ
る
み
、 w

ork

も
簡
単
に
発
音
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

ま
ず
は
ｗ
音
を
整
え
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。
日
本
人
が
下
唇

を
外
に
突
き
出
す
と
、
オ
ト
ガ

イ
筋
と
い
う
表
情
筋
が
舌
を
固

め
、
し
な
や
か
な
英
語
の
舌
の

動
き
が
一
切
で
き
な
い
の
で

す
。
天
井
を
見
上
げ
て
口
を
ポ

カ
ン
と
開
け
、
唇
周
り
の
皮
膚

の
み
を
薄
く
真
ん
中
に
集
め
て

み
ま
し
ょ
う
。
そ
の
ま
ま
舌
横

を
上
の
歯
に
近
づ
け
る
よ
う
に

フ
ワ
ッ
と
浮
か
せ
、
完
全
に
休

め
ま
す
。
大
き
な
空
間
の
中
で

舌
が
膨
張
し
た
よ
う
な
、
何
と

も
不
思
議
な
口
内
感
覚
で
す
。

そ
れ
が
正
し
い
ｗ
音
で
、
そ
こ

か
ら
な
ら
、
次
の
Ｒ
の
舌
も
簡

単
に
作
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

日
本
語
の
口
か
ら
英
語
の
口

に
ギ
ア
チ
ェ
ン
ジ
す
る
﹁
ス
ラ

イ
ド
﹂
とw

ork

の
発
音
を
、

ミ
ニ
動
画
で
説
明
し
ま
し
た
。

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
よ
り
ご
覧
く
だ
さ

い
。

モ
リ
ヤ
マ
ハ
ル
カ: 

ス
ラ
イ
ド

メ
ソ
ッ
ド
開
発
者
／
講
師
。﹁
最

強
英
語
発
音
メ
ソ
ッ
ド
﹂著
者
。

slidemethod.com

workが
通じない

14

C
O

V
ID

-1
9
 

に
感
染
し
た
従
業
員
に

対
す
る
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
そ
の
２

クイック USA

102

に
調
べ
て
わ
か
っ
た
の
で
す

が
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
の
公

衆
衛
生
局
で
あ
る
Ｃ
Ｄ
Ｐ
Ｈ

︵C
alifornia D

epartm
ent 

of P
u

blic H
ealth

︶

か

ら
出
さ
れ
て
い
る
Ｅ
Ｔ
Ｓ

︵E
m

ergency T
em

porary 
Standards

︶
で
は
感
染
者
が

出
た
場
合
は
、
会
社
は
同
じ
職

場
で
働
く
従
業
員
全
員
に
通
知

す
る
義
務
を
負
う
と
い
う
要
求

事
項
が
書
か
れ
て
あ
り
、
も
し

そ
の
企
業
様
が
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ

ア
州
に
あ
る
の
で
し
た
ら
通
知

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う

こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

ワ
ク
チ
ン
接
種
者
と
非
接
種

者
と
は
対
応
を
分
け
る
必
要
が

あ
る
の
で
は
な
い
の
か
と
い
う

疑
問
を
も
た
れ
る
方
も
お
ら
れ

る
か
と
思
い
ま
す
。
当
初
Ｃ
Ｄ

Ｃ
も
ワ
ク
チ
ン
接
種
者
と
非
接

種
者
と
で
は
隔
離
期
間
な
ど
に

違
い
を
設
け
て
い
た
の
で
す

が
、
最
新
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に

は
ワ
ク
チ
ン
接
種
し
た
か
ど
う

か
に
か
か
わ
ら
ず
、
同
様
の
対

応
を
す
る
よ
う
に
ア
ッ
プ
デ
ー

ト
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。
会
社

側
と
し
て
も
ワ
ク
チ
ン
接
種
の

違
い
に
か
か
わ
ら
ず
同
じ
対
応

が
と
れ
る
の
で
あ
れ
ば
、
従
業

員
の
接
種
状
況
を
管
理
す
る
必

要
も
な
く
な
り
、
そ
の
分
の
煩

雑
さ
か
ら
は
解
除
で
き
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

　

新
型
亜
種
で
あ
るB

A
.5

は

ワ
ク
チ
ン
の
免
疫
逃
避
性
向
が

見
ら
れ
る
と
い
う
最
新
の
研
究

結
果
も
出
さ
れ
て
お
り
、
ま
た

ワ
ク
チ
ン
を
打
っ
た
か
ら
と
い

っ
て
も
免
疫
効
果
は
6
か
月
を

過
ぎ
れ
ば
か
な
り
低
減
し
て
し

ま
う
こ
と
も
知
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
き
た
た
め
、
Ｃ
Ｄ
Ｃ
も

あ
え
て
ワ
ク
チ
ン
接
種
か
ど
う

　

次
に
、
日
系
ク
ラ
イ
ア
ン
ト

企
業
か
ら
い
た
だ
い
た
質
問
に

つ
い
て
シ
ェ
ア
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。
そ
の
企
業
で
は
従
業

員
か
ら
、
自
身
の
お
子
さ
ん
か

ら
う
つ
さ
れ
、
コ
ロ
ナ
の
兆
候

な
ら
び
に
検
査
結
果
も
陽
性
で

あ
っ
た
と
い
う
連
絡
が
朝
一
番

で
Ｈ
Ｒ
担
当
者
に
入
り
ま
し

た
。
Ｈ
Ｒ
担
当
者
は
た
だ
ち
に

私
へ
連
絡
さ
れ
て
こ
ら
れ
、
も

ち
ろ
ん
名
前
を
明
か
さ
な
い
こ

と
を
大
前
提
に
感
染
者
が
社
内

で
出
た
こ
と
を
他
の
従
業
員
に

も
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

か
と
尋
ね
ま
し
た
。
私
も
Ｃ
Ｄ

Ｃ
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
詳
し
く

読
み
解
い
て
み
た
の
で
す
が
、

そ
の
よ
う
な
記
述
は
ど
こ
に
も

見
当
た
り
ま
せ
ん
で
し
た
の

で
、
特
に
通
知
す
る
必
要
は
な

い
と
回
答
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
た
だ
し
、
そ
の
後
さ
ら

か
を
感
染
上
で
の
対
応
の
違

い
に
ま
で
発
展
さ
せ
る
こ
と

を
断
念
し
た
模
様
が
う
か
が

え
ま
す
。
こ
と
ほ
ど
左
様
に
、

今
後
と
も
新
し
く
出
て
く
る

変
異
種
に
よ
っ
て
は
ま
だ
ま

だ
未
知
の
現
象
が
生
ま
れ
て

く
る
こ
と
が
容
易
に
想
像
さ

れ
、
そ
の
対
抗
策
と
し
て
も

既
存
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
だ
け

で
は
十
分
に
対
応
す
る
の
が

難
し
く
な
る
局
面
も
考
え
ら

れ
ま
す
。

　

Ｈ
Ｒ
へ
の
さ
ま
ざ
ま
な
ご

質
問
や
ご
相
談
は
い
ま
だ
か

つ
て
経
験
し
た
こ
と
の
な
い

前
途
の
見
え
な
い
チ
ャ
レ
ン

ジ
で
あ
る
と
申
し
上
げ
ら
れ

る
た
め
で
す
。

酒
井
謙
吉
　Pacifi c Dreams, 

Inc.

　CEO
www.919usa.com

http://www.seishinjukuny.org
http://www.919usa.com
http://www.919usa.com
http://www.919usa.com
nishi-doso-usa@hotmail.com
mailto:kkatonyc@earthlink.net
https://visaserve.com/lawyer/blog_category/Japanese-Updates
http://www.rostamilaw.com
https://michaeldunnlaw.com
https://nyseikatsu.com/gallery/
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米
語
ウ
ォ
ッ
チ
が
単
行
本
に
＝
旦
英
夫
氏
著
﹃
米
語
で
ウ
ォ
ッ

チ
：
日
本
か
ら
は
見
え
な
い
ア
メ
リ
カ
の
真
実
﹄
Ｐ
Ｈ
Ｐ
研
究
所

刊
は
、
ア
マ
ゾ
ン
及
び
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
紀
伊
國
屋
で
好
評
販
売
中
。

　米国のニュース番組で、Dereliction of Duty （義務の放棄）という言葉が、頻
発しています。ここ数月間、米国民は、昨年１月６日の議会襲撃事件を調査して
いる下院委員会の一連の公聴会に釘付けになりました。委員会は多くの証言と画
像を提示し、トランプ元大統領本人が暴動を煽動したこと、そして、国を守る責
任を放棄したと告発したのです。そこで使われたのが、Dereliction  of  Duty と

いう言葉でした。
　あの日、暴徒たちは議事堂に突入し、警護にあたった人たちを殺傷し、大統領選でのバイデン氏
勝利を認定する手続きを妨げました。彼らはペンス副大統領や議員たちの命さえ狙ったと言われま
す。その事態をトランプ氏は３時間強の間、テレビで注視するだけで、暴動を止めるための指示を
一切しなかったことが明らかになりました。これは大統領としてまた軍の最高司令官として、国家
を守る義務と責任を放棄（つまり Dereliction of Duty) したと言われても仕方ありません。
　この下院委員会の目的は、暴動（単に January 6 と呼ばれます）の全容調査ですが、事実上は、
トランプ氏の個人責任を追求し刑事訴追に導くことです。委員会の告発を受けて Department of 
Justice（司法省）がトランプ氏の訴追に至るのか、これからの展開をアメリカ全体が注視しています。

　　　　　　　        　　　　　　 （旦　英夫　ニューヨーク州弁護士）

Dereliction of Duty    義務の放棄 米 語
Watch

 【233】

■
﹃
バ
イ
デ
ン
米
政
権
、
新
た

な
サ
ル
痘
対
策
を
発
表
、
追
加

ワ
ク
チ
ン
１
８
０
万
回
分
確

保
﹄︵
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
発
︶
＝

米
国
ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス
の
サ
ル

痘
対
策
チ
ー
ム
は
8
月
18
日
、

サ
ル
痘
感
染
流
行
へ
の
対
応
を

加
速
し
、
感
染
拡
大
を 

抑
え

る
た
め
に
、
バ
イ
デ
ン
政
権
が

取
っ
て
い
る
一
連
の
ア
ク
シ
ョ

ン
と
し
て
、
3
つ
の
新
し
い
対

策
を
発
表
し
た
。

■
﹃
米
台
が
貿
易
交
渉
の
マ
ン

デ
ー
ト
を
公
表
、
今
秋
に
第
1

回
交
渉
を
予
定
﹄︵
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
発
︶
＝
米
国
通
商
代
表

部
︵
Ｕ
Ｓ
Ｔ
Ｒ
︶
は
8
月
17

日
、
台
湾
と
6
月
に
立
ち
上
げ

た
﹁
21
世
紀
の
貿
易
に
関
す

る
米
国
・
台
湾 

イ
ニ
シ
ア
チ

ブ
﹂
の
下
で
の
貿
易
交
渉
に
関

す
る
マ
ン
デ
ー
ト
に
合
意
し
た

と
発
表
し
た
。
第
1
回
交
渉
が

２
０
２
２
年
の 

秋
口
に
実
施

さ
れ
る
予
定
と
な
っ
て
い
る
。

■
﹃
米
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
、

議
会
が
薬
物
過
剰
摂
取
防
止

プ
ロ
グ
ラ
ム
運
営
許
可
法
案

を
可
決
、
知
事
の
署
名
待
ち
﹄

︵
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
発
︶
＝

米
国
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
で

は
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
郡
・

市
、
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
郡
・
市
、

オ
ー
ク
ラ
ン
ド
市
に 

対
し
て
、

２
０
２
８
年
1
月
ま
で
特
定
の

要
件
を
満
た
す
人
の
薬
物
過
剰

摂
取
防
止
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
運
営

す
る
事
業
者
に 

許
可
を
与
え

る
法
案
が
下
院
で
6
月
30
日
、

上
院
で
8
月
1
日
に
可
決
し
、

知
事
の
署
名
待
ち
と
な
っ
て
い

る
。

■
﹃
米
商
工
会
議
所
が
オ
ン
ラ

イ
ン
セ
ミ
ナ
ー
開
催
、
ハ
イ
ブ

リ
ッ
ド
ワ
ー
ク
は
人
材
確
保

の
カ
ギ
と
紹
介
﹄︵
ロ
サ
ン
ゼ

ル
ス
発
︶
＝
米
国
商
工
会
議
所

は
8
月
11
日
、
労
務
に
関
す
る

オ
ン
ラ
イ
ン
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

し
、
経
済
の
先
行
き
不
透
明
感

や 

従
業
員
確
保
と
い
っ
た
困

難
に
直
面
す
る
中
小
企
業
に
対

し
、
効
率
的
か
つ
効
果
的
な
ハ

イ
ブ
リ
ッ
ド
ワ
ー
ク
戦
略 

を

構
築
す
る
方
法
に
つ
い
て
解
説

し
た
。

■
﹃
ペ
ロ
シ
議
長
訪
台
が
米
中

関
係
や
イ
ン
ド
太
平
洋
の
安
全

保
障
に
影
響
、
米
シ
ン
ク
タ
ン

ク
﹄︵
米
州
課
発
︶
＝
米
国
シ

ン
ク
タ
ン
ク
の
戦
略
国
際
問
題

研
究
所
︵
Ｃ
Ｓ
Ｉ
Ｓ
︶
は
8
月

15
日
、
ナ
ン
シ
ー
・
ペ
ロ
シ
連

邦
下
院
議
長
の
台
湾 

訪
問
が

も
た
ら
し
た
イ
ン
ド
太
平
洋
地

域
へ
の
影
響
に
つ
い
て
、
一
問

一
答
形
式
の
レ
ポ
ー
ト
を
公
表

し
た
。

　

ビ
ジ
ネ
ス
短
信
の
詳
細
は
ジ

ェ
ト
ロ
北
米
ニ
ュ
ー
ス
８
月
19

日
号
参
照
。
問
い
合
わ
せ
は

ジ
ェ
ト
ロ
Ｎ
Ｙ
事
務
所rept@

jetro.go.jp

　

ト
ゥ
ル
ー
・
ワ
ー
ル
ド
・
フ

ー
ズ(

ロ
バ
ー
ト
・
ブ
ル
ー
Ｃ

Ｅ
Ｏ 

︶
は
9
月
18
日
︵
日
︶
、

寿
司
文
化
・
日
本
の
食
文
化

を
プ
ロ
モ
ー
ト
す
る
ト
ゥ
ル

ー
・
ワ
ー
ル
ド
・
フ
ー
ズ
・
エ

キ
ス
ポ
２
０
２
２
を
チ
ェ
ル
シ

ー
地
区
に
あ
る
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ

ン
・
パ
ビ
リ
オ
ン
︵
西
18
丁
目

１
２
５
番
地
︶
で
開
催
す
る
。

マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
で
は
パ
ン
デ
ミ

ッ
ク
後
初
の
大
規
模
で
本
格

的
な
フ
ー
ド
シ
ョ
ー
と
な
る
。

２
０
１
９
年
か
ら
コ
ロ
ナ
禍
に

よ
る
中
断
を
経
て
３
年
ぶ
り
に

開
催
さ
れ
る
同
エ
キ
ス
ポ
は
、

米
国
内
外
か
ら
約
50
の
食
品
関

連
業
者
︵
日
本
か
ら
は
前
回
イ

ベ
ン
ト
の
10
社
を
超
え
る
17

社
︶
が
参
加
し
、
最
高
品
質
の

シ
ー
フ
ー
ド
と
、
世
界
中
で
人

気
を
博
す
る
日
本
食
を
紹
介
す

る
。

　

当
日
は
、
本
マ
グ
ロ
、
ハ
マ

チ
、
鯛
、
サ
ー
モ
ン
、
ウ
ニ
、

ホ
タ
テ
と
い
っ
た
鮮
魚
に
加

え
、人
気
の
和
牛
、抹
茶
、ユ
ズ
、

ワ
サ
ビ
、
海
苔
と
い
っ
た
和
食

な
ら
で
は
の
食
材
や
、
ト
レ
ン

ド
を
反
映
し
た
注
目
食
品
︵
葛

ＮＹ最大級の
寿司食材イベント

９月 18 日に開催

チケット購入はこちらから
https://www.boomset.com/apps/eventpage/119692

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
総
領
事

館
の
松
本
太
首
席
領
事
︵
写
真

左
︶
の
帰
任
と

後

任

の

遠

藤

彰
・
前
在
シ
リ

ア
臨
時
代
理
大

使
︵
同
中
央
︶

の
着
任
を
披
露

す
る
レ
セ
プ
シ

ョ
ン
が 

19
日

夕
、
森
美
樹
夫

総
領
事
・
大
使

︵
同
右
︶
主
催

で
ジ
ャ
パ
ン
・

ソ
サ
エ
テ
ィ
ー

を
会
場
に
行
わ

れ
２
０
０
人
余

り
の
招
待
客
が

集
ま
っ
た
。
松

本
氏
は
﹁
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
の

ご
縁
は
自
分
の
外
交
官
人
生
で

も
特
別
な
も
の
に
な
り
ま
し

た
﹂
と
挨
拶
し
た
。
遠
藤
新
首

席
領
事
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
勤
務

は
、
２
０
０
５
年
か
ら
８
年
ま

切
り
、
酒
ア
イ
ス
、
ヴ
ィ
ー
ガ

ン
ラ
ー
メ
ン
︶が
提
供
さ
れ
る
。

　

ま
た
、
今
回
は
日
本
で
も
希

少
価
値
の
高
い
飛
騨
和
牛
を
、

日
本
か
ら
来
紐
す
る

和
牛
エ
キ
ス
パ
ー
ト

が
サ
ー
ブ
す
る
。
静

岡
県
ブ
ー
ス
で
は
メ

ロ
ン
の
王
様
と
言
わ

れ
る
ク
ラ
ウ
ン
メ
ロ

ン
が
登
場
。
合
わ
せ

て
日
本
の
高
級
包
丁

ブ
ラ
ン
ド
﹁
青
木
刃

物
﹂︵
大
阪
府
堺
市
︶

や
伝
統
的
陶
磁
器
の

有
田
焼
も
こ
の
日
だ

け
の
特
別
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
価
格
で
販
売

す
る
予
定
。
さ
ら
に

試
食
ブ
ー
ス
で
は
、

寿
司
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス

ト
が
選
り
す
ぐ
り
の

ネ
タ
を
﹁
寿
司
ア
ラ

カ
ル
ト
﹂
と
し
て
提

供
す
る
ほ
か
、
た
こ

焼
き
や
王
将
餃
子
と

い
っ
た
屋
台
グ
ル
メ
も
ふ
る
ま

わ
れ
る
。

　

メ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
は
ダ
イ
ナ

ミ
ッ
ク
な
﹁
マ
グ
ロ
の
解
体

実
演
﹂。
４
０
０
ポ
ン
ド
︵
約

１
８
０
キ
ロ
︶
を
超
え
る
本
マ

グ
ロ
が
来
場
者
の
目
の
前
で
解

体
さ
れ
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
一

流
レ
ス
ト
ラ
ン
の
エ
グ
ゼ
ク

テ
ィ
ブ
シ
ェ
フ
︵
ブ
ル
ー
リ

ボ
ン
の
吉
田
シ
ェ
フ
と
飯
盛

シ
ェ
フ
、
初
花
の
柴
田
シ
ェ

フ
、
Ｉ
Ｃ
Ｃ
Ａ
の
鈴
木
シ
ェ

フ
、SushiR

yusei

の

大

山

シ
ェ
フ
︶
が
新
鮮
な
ト
ロ
、
中

ト
ロ
、
赤
身
な
ど
を
握
り
と
し

て
提
供
す
る
。
来
場
者
は
さ
ば

き
た
て
の
本
マ
グ
ロ
や
新
鮮
な

寿
司
ネ
タ
を
楽
し
む
こ
と
が
で

き
る
ほ
か
、
最
新
ト
レ
ン
ド
の

料
理
も
試
食
で
き
る
。
当
日
は

試
食
や
試
飲
だ
け
で
な
く
、
実

際
に
そ
の
場
で
商
品
︵
一
部
商

品
は
除
く
︶
を
購
入
す
る
こ
と

も
で
き
、
一
般
消
費
者
に
は
日

本
食
文
化
に
触
れ
る
絶
好
の
機

会
と
な
る
。
同
エ
キ
ス
ポ
で
の

み
購
入
で
き
る
限
定
商
品
の
ほ

か
、
同
社
の
ホ
ー
ム
デ
リ
バ
リ

ー
・
サ
ー
ビ
ス
で
購
入
で
き
る

商
品
も
多
数
並
ぶ
予
定
。
ま
た

当
日
は
特
別
ホ
ー
ム
デ
リ
バ
リ

ー
ク
ー
ポ
ン
券
も
提
供
さ
れ

る
。
当
日
は
１
日
だ
け
で
前
回

同
様
の
１
８
０
０
人
余
り
の
入

場
者
を
見
込
ん
で
い
る
。
入
場

料
１
０
０
ド
ル
。
申
し
込
み
は

右
上
の
リ
ン
ク
か
ら
。

首
席
領
事
交
代
披
露

Ｎ
Ｙ
日
本
総
領
事
館

で
在
籍
し
た
国
連
代
表
部
以
来

２
度
目
14
年
ぶ
り
。
91
年
に
外

務
省
入
省
。
本
省
領
事
局
旅
券

課
長
、
研
修
所
副
所
長
を
経
て

２
０
１
７
年
在
イ
ラ
ク
大
使
館

公
使
︵
次
席
︶、
２
０
１
９
年

在
シ
リ
ア
臨
時
代
理
大
使
︵
レ

バ
ノ
ン
・
ベ
イ
ル
ー
ト
に
常

駐
︶。
趣
味
は
テ
ニ
ス
、
ク
ラ

シ
ッ
ク
音
楽
、
70
〜
80
年
代
ダ

ン
ス
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
。
好
き
な

食
べ
物
・
ラ
ー
メ
ン
。

https://www.boomset.com/apps/eventpage/119692
http://myriverside.net/home
http://jweeklyusa.com
mailto:KHAdvisors7@Gmail.com
https://hls-global.com
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ア
ペ
ロ
ー
ル
・
ス
プ
リ
ッ
ツ

グ
リ
ル
し
た
桃
と

ブ
ラ
ー
タ
の
カ
プ
レ
ー
ゼ

桃
と
ミ
ン
ト
ク
リ
ー
ム
の

冷
製
フ
ェ
デ
リ
ー
ニ

　

今
回
は
、料
理
家
の
ひ
で
こ
・

コ
ル
ト
ン
さ
ん
に
、
夏
が
終
わ

る
前
に
ぜ
ひ
と
も
楽
し
ん
で
い

た
だ
き
た
い
ア
ペ
ロ
ー
ル
・
ス

プ
リ
ッ
ツ
と
、
ア
ペ
タ
イ
ザ
ー

に
グ
リ
ル
し
た
桃
と
ブ
ラ
ー
タ

の
カ
ッ
プ
レ
ー
ゼ
、メ
イ
ン
は
、

パ
ス
タ
︵
冷
製
桃
と
ミ
ン
ト
ク

リ
ー
ム
の
フ
ェ
ッ
デ
リ
ー
ニ
︶

で
サ
マ
ー
メ
ニ
ュ
ー
を
作
っ
て

も
ら
い
ま
し
た
。

ま
だ
ま
だ
サ
マ
ー
メ
ニ
ュ
ー
で
食
卓
に
彩
り
を

ひでこコルトン
COLTONS NEWYORK 代表
NY ＊おもてなし料理家 & 

ライフスタイル・エキスパート
オンラインサロン

「COLTONS NEWYORK SALON 」運営
米国フジテレビ

（料理コーナー５年間レギュラー出演）
著書：「NY のおもてなしレシピ」（講談社）、

「ニューヨーク流自分を魅せる力」
（WAVE 出版）

公式ホームページ www.hidekocotlon.com 
今回のレシピ動画はインスタグラム：

@hidekocolton 
クッキング You Tube チャンネルは、

https://www.youtube.com/c/HidekoColton
You Tube アペロール・スプリッツ動画は：

https://youtu.be/X-O4W64k_rk

黄桃 ............................. ２個
エクストラ・バージン・オリーブ
オイル 大さじ２＋トッピング 
適宜

ブラータ ...................約４個
（大きい場合は１個）

バルサミコ酢 ............... 適宜
バジル .......................約６枚

白桃 ..................................... １個
生クリーム .................... 大さじ２
エクストラ・バージン・オリーブ
オイル
...................................... 大さじ２
レモンゼスト（皮すりおろし）
...................................... 小さじ１

ミント ...........大さじ１（千切り）
プロシュート ....２枚（微塵切り）
細いスパゲティー（Fedelini　
フェデリーニ） ................１４０g
塩 ......................................... 適宜
ペッコリーノ・ロマノチーズ
............................................. 適宜

材料  ＜ 2 〜 4 人分＞　

材料  ＜ 2 人分＞　

︿
１
グ
ラ
ス
分
﹀

　

ワ
イ
ン
グ
ラ
ス
に
た
っ
ぷ
り

氷
を
入
れ
、
グ
ラ
ス
の
約
１
／

４
程
度
ア
ペ
ロ
ー
ル
を
注
ぐ
。

プ
ロ
セ
ッ
コ
を
注
ぎ
、
輪
切
り

し
た
オ
レ
ン
ジ
を
飾
っ
て
出
来

上
が
り
。
︵
イ
ン
ス
タ
動
画
参

照　

@
hidekocolton ) 

①
桃
は
縦
半
分
に
カ
ッ
ト
し
て

タ
ネ
を
取
り
除
き
、
エ
ク
ス
ト

ラ
バ
ー
ジ
ン
オ
リ
ー
ブ
オ
イ
ル

を
塗
っ
て
綺
麗
な
焼
き
目
が
つ

く
ま
で
グ
リ
ル
す
る
。

②
大
き
な
盛
り
皿
の
中
央
に
ブ

ラ
ー
タ
を
の
せ
、
バ
ジ
ル
の
葉

を
お
き
グ
リ
ル
し
た
桃
を
の
せ

る
。

③
ト
ッ
プ
に
エ
ク
ス
ト
ラ
・
バ

ー
ジ
ン
・
オ
リ
ー
ブ
オ
イ
ル
、

バ
ル
サ
ミ
コ
酢
を
振
り
か
け
て

出
来
上
が
り
。︵
お
好
み
で
塩

胡
椒
を
振
っ
て
味
を
整
え
る
︶

①
白
桃
は
半
分
に
切
り
タ
ネ
を

取
り
除
き
、
薄
く
櫛
形
に
切
る
。

②
ボ
ー
ル
に
生
ク
リ
ー
ム
、
ミ

ン
ト
、
エ
ク
ス
ト
ラ
バ
ー
ジ
ン

オ
リ
ー
ブ
オ
イ
ル
、
レ
モ
ン
ゼ

ス
ト
を
入
れ
良
く
混
ぜ
、
白
桃

を
加
え
て
よ
く
絡
め
る
。︵
こ

の
時
桃
が
柔
ら
か
い
場
合
は
潰

す
︶

③ 

②
に
プ
ロ
シ
ュ
ー
ト
を
加

え
て
さ
っ
と
混
ぜ
る
。

④
鍋
に
た
っ
ぷ
り
の
お
湯
を
沸

か
し
、
海
水
ぐ
ら
い
の
塩
分
に

な
る
よ
う
し
っ
か
り
塩
を
入
れ

る
。

⑤
パ
ス
タ
を
入
れ
パ
ッ
ケ
ー
ジ

通
り
の
調
理
時
間
よ
り
や
や
早

め
に
取
り
出
し
、
流
水
で
サ
ッ

と
洗
っ
た
後
、
氷
水
に
つ
け
て

し
っ
か
り
冷
や
す
。
こ
の
時
氷

水
に
も
海
水
同
様
の
塩
気
を
つ

け
て
お
く
の
が
ポ
イ
ン
ト
。

⑥
冷
え
た
パ
ス
タ
を
桃
の
ソ
ー

ス
に
入
れ
て
よ
く
ソ
ー
ス
を
絡

め
る
。

⑦
盛
皿
に
入
れ
上
に
削
っ
た
ペ

ッ
コ
リ
ー
ノ
・
ロ
マ
ノ
チ
ー
ズ

を
振
り
か
け
て
出
来
上
が
り
。

http://www.hidekocotlon.com
https://www.youtube.com/c/HidekoColton
https://youtu.be/X-O4W64k_rk
https://kikkomanusa.com/
https://www.korin.com/korin-sharpening-service
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 ローカル
  スクランブル　

Brooklyn

　

Ｎ
Ｙ
チ
ー
ズ
ケ
ー
キ
で
有
名

な
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
生
ま
れ
の
老

舗
レ
ス
ト
ラ
ン
・
チ
ェ
ー
ン
、

ジ
ュ
ニ
ア
ー
ズ
は
こ
の
ほ
ど
、

同
社
の
人
気
商
品
に
因
ん
だ
ア

ロ
マ
・
キ
ャ
ン
ド
ル
を
発
売
し

た
。
キ
ャ
ン
ド
ル
専
門
店
リ
テ

リ
ー
と
開
発
し
た
新
商
品﹁
ア
・

ス
ラ
イ
ス
・
オ
ブ
・
ス
ト
ロ
ベ

リ
ー
・
チ
ー
ズ
ケ
ー
キ
﹂︵
９

オ
ン
ス
、
45
ド
ル
︶
に
は
、
ベ

リ
ー
や
バ
ニ
ラ
、
ク
リ
ー
ム
チ

ー
ズ
の
香
り
を
施
し
た
。
燃
焼

時
間
は
約
50
時
間
で
、
ジ
ュ
ニ

ア
ー
ズ
の
ア
イ
コ
ン
で
あ
る
白

と
オ
レ
ン
ジ
色
の
ス
ト
ラ
イ
プ

柄
の
箱
に
入
っ
て
い
る
。 

　

ロ
ウ
ソ
ク
の
原
料
に
は
天
然

大
豆
と
コ
コ
ナ
ッ
ツ
・
ワ
ッ
ク

ス
を
調
合
し
、﹁
28
丁
目
の
フ

ラ
ワ
ー
・
マ
ー
ケ
ッ
ト
﹂﹁
セ

ン
ト
ラ
ル
・
パ
ー
ク
の
午
後
﹂

﹁
映
画
﹃
ジ
ョ
ー
と
い
う
名
の

男
﹄
の
ピ
ザ
﹂
な
ど
の
主
に
Ｎ

Ｙ
を
思
わ
せ
る
香
り
の
商
品

を
開
発
し
て
い
る
。 

同
商
品

は
、
リ
テ
リ
ー
の
通
販
サ
イ

トliteriecandle.com

、

ジ

ュ
ニ
ア
ー
ズ
の
公
式
サ
イ
ト

juniorscheesecake.com

、

ま
た
は
Ｎ
Ｙ
市
内
の
ジ
ュ
ニ
ア

ー
ズ
の
３
店
舗
で
購
入
で
き

る
。

ロ
ウ
ソ
ク

始
め
ま
し
た 

チ
ー
ズ
ケ
ー
キ
の
ジ
ュ
ニ
ア
ー
ズ 

　

ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
・
ア
カ
デ

ミ
ー
・
オ
ブ
・
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク

︵
Ｂ
Ａ
Ｍ

：30 Lafayette 
A

ve.

︶
は
26
日
︵
金
︶
か
ら
９

月
１
日
︵
木
︶
ま
で
の
１
週
間
、

２
０
２
０
年
４
月
に
亡
く
な
っ

た
大
林
宣
彦
監
督
作
品
３
作
を

上
演
す
る
。
今
回
の
上
映
作
は

戦
争
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
三
部

作
と
呼
ば
れ
る
も
の
。
上
映
は

日
本
語
、
英
語
字
幕
付
き
。
入

場
料
は
一
般
16
ド
ル
、
会
員
８

ド
ル
。
詳
細
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

https://w
w

w
.bam

.org/

を

参
照
す
る
。

■
﹁

こ

の

空

の

花 

長

岡

花

火

物

語
︵

英

題

：

C
asting B

lossom
s to the 

Sky

︶﹂︵
２
０
１
２
年
公
開
︶

１
９
４
５
年
の
長
岡
空
襲
と
そ

の
後
の
長
岡
花
火
へ
の
流
れ
を

描
い
た
セ
ミ
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ

ー
映
画
。
空
襲
で
亡
く
な
っ
た

人
々
へ
の
追
悼
の
思
い
か
ら
打

ち
上
げ
ら
れ
る
花
火
大
会
を
舞

台
に
、
04
年
の
中
越
地
震
、
11

年
の
東
日
本
大
震
災
の
追
悼
の

思
い
も
込
め
ら
れ
た
作
品
＝
写

真
上
＝
。

■
﹁
花
筐
︵
は
な
が
た
み
︶﹂

︵
17
年
公
開
︶
が
ん
で
余
命
宣

告
さ
れ
た
大
林
監
督
が
挑
ん

だ
、
監
督
生
活
40
周

年
記
念
作
品
。
原
作

は
檀
一
雄
の
同
名
短

編
小
説
。
１
９
４
１

年
の
春
、
主
人
公
と

そ
の
個
性
的
な
学
友

た
ち
は
迫
り
来
る
戦

争
の
気
配
の
な
か
で

多
感
な
日
々
を
過
ご

す
。
戦
争
三
部
作
の

最
終
章
に
あ
た
る
青

春
群
像
劇
。
佐
賀
の

伝
統
﹁
唐
津
く
ん
ち
﹂

が
映
画
史
上
初
の
全

面
協
力
し
て
い
る
の

も
見
ど
こ
ろ
＝
写
真
下
＝
。

■
﹁
野
の
な
な
な
の
か
︵
英
題

：

Seven W
eeks

︶﹂︵
14
年
公
開
︶

北
海
道
芦
別
市
を
舞
台
に
、
葬

儀
の
た
め
に
集
ま
っ
た
家
族
の

姿
と
、
そ
の
家
族
に
関
わ
る
終

戦
の
秘
話
を
通
じ
て
、
３
・
11

以
降
の
日
本
の
あ
り
方
を
見
つ

め
る
。﹁
な
な
な
の
か
﹂
と
は
、

生
者
も
死
者
も
彷
徨
い
人
と
な

り
、
生
と
死
の
境
界
線
が
曖
昧

な
四
十
九
日
の
期
間
の
こ
と
。

大
林
宣
彦
監
督

﹁
戦
争
三
部
作
﹂
を
上
映

ＢＡＭで26日から9月1日まで

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
影
響
に
よ
り
、
２
０
２
０

年
8
月
に
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
区
パ

ー
ク
ス
ロ
ー
プ
に
あ
っ
た
ス
タ

ジ
オ
を
一
時
的
に
閉
鎖
し
、
オ

ン
ラ
イ
ン
で
の
営
業
を
続
け
て

い
た
﹁
タ
ロ
ー
ズ
折
り
紙
ス
タ

ジ
オ
﹂
が
、
サ
ン
セ
ッ
ト
パ
ー

ク
に
あ
る
日
本
の
総
合
的
文
化

の
発
信
基
地
で
あ
る
﹁
ジ
ャ
パ

ン
ビ
レ
ッ
ジ
﹂
の
2
階
に
新
た

に
ス
タ
ジ
オ
を
開
設
し
、
対
面

で
の
営
業
を
再
開
し
た
。

　

ス
タ
ジ
オ
の
広
さ
は
約
30
平

方
メ
ー
ト
ル
。折
り
紙
の
展
示
、

折
り
紙
製
品
販
売
の
他
、
折
り

紙
体
験
コ
ー
ナ
ー
も
あ
り
、
今

後
は
オ
ン
ラ
イ
ン
を
継
続
し
な

が
ら
対
面
の
レ
ッ
ス
ン
や
ク
ラ

ス
も
再
開
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
イ

ベ
ン
ト
も
開
催
し
て
い
く
方
針

だ
。
ま
た
、
ジ
ャ
パ
ン
ビ
レ
ッ

ジ
内
で
バ
ー
ス
デ
ー
パ
ー
テ
ィ

ー
な
ど
を
ホ
ス
ト
す
る
こ
と
も

可
能
で
、
こ
の
場
所
か
ら
折
り

紙
を
通
し
て
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
と
の
交
流
を
深
め
て
い
く
。

　

タ
ロ
ー
ズ
折
り
紙
ス
タ
ジ
オ

は
、
折
り
紙
を
世
界
に
広
げ
る

拠
点
と
し
て
、
オ
ー
ナ
ー
で
国

際
折
り
紙
作
家
で
あ
る
矢
口
太

郎
氏
に
よ
っ
て
21
年
に
設
立
さ

れ
た
米
国
で
唯
一
の
折
り
紙
専

門
の
ス
タ
ジ
オ
。
同
ス
タ
ジ
オ

は
、
こ
れ
ま
で
地
域
の
子
供
た

ち
や
大
人
に
折
り
紙
を
教
え
る

と
と
も
に
、
折
り
紙
デ
ザ
イ
ン

を
必
要
と
す
る
企
業
の
要
望
な

ど
に
も
応
え
て
き
た
。
矢
口
氏

は
折
り
紙
ア
ー
ト
の
創
作
だ
け

で
な
く
、
独
自
の
﹁T

aro’
s

O
rigam

i M
ethod

﹂
を
開
発

し
、
折
紙
教
授
法
の
開
発
に
も

力
を
入
れ
て
い
る
。
こ
の
メ
ソ

ッ
ド
を
習
得
す
る
こ
と
で
、
誰

で
も
折
り
紙
を
教
え
る
こ
と
が

で
き
、
折
り
紙
が
世
界
へ
さ
ら

に
広
く
普
及
し
て
行
く
こ
と
を

目
標
と
し
て
い
る
。

■
矢
口
氏
の
コ
メ
ン
ト

　

﹁
対
面
の
ス
タ
ジ
オ
を
再
開

で
き
て
う
れ
し
い
で
す
。
折
り

紙
展
示
に
力
を
い
れ
、
折
り
紙

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
と
し
て
ブ
ル
ッ

ク
リ
ン
の
新
し
い
名
所
に
な
る

よ
う
に
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
﹂Taro’s Origami Studio

at Japan Village 2nd Floor “The Loft”
934 3rd Avenue Brooklyn, NY 11232

(Industry City, Building 4)
Tel: 718-360-5435

Email: parkslope@tarosorigami.com
www.tarosorigami.com

タ
ロ
ー
ズ
折
り
紙
の
新
ス
タ
ジ
オ

ジ
ャ
パ
ン
ビ
レ
ッ
ジ
の
2
階
に
オ
ー
プ
ン

https://www.bam.org/
https://www.bam.org/
https://www.bam.org/
https://www.bam.org/
mailto:parkslope@tarosorigami.com
http://www.tarosorigami.com
http://www.jwsny.org
https://aantcinc.com/
https://goshikiprinting.com/
https://www.aozoragakuen.com/
http://bjafa.org/nihongogakuen/
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ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
ミ
ュ
ー
ジ

カ
ル
俳
優
、
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー

と
し
て
活
動
す
る
小
野
功
司
さ

ん
。
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
も
ほ
ぼ
終

わ
り
、
演
劇
業
界
も
活
気
づ
い

て
、
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
や
舞
台
出

演
が
続
き
、
そ
し
て
新
作
ミ
ュ

ー
ジ
カ
ル
﹃
え
ん
と
つ
町
の
プ

ペ
ル
﹄
ア
シ
ス
タ
ン
ト
プ
ロ
デ

ュ
ー
サ
ー
と
し
て
Ｎ
Ｙ
で
の
製

作
も
手
が
け
て
い
る
。

　

早
稲
田
大
学
法
学
部
在
学
中

か
ら
並
行
し
て
演
劇
学
校
に
通

い
、
数
々
の
舞
台
を
踏
ん
だ
。

大
学
卒
業
後
は
米
国
に
留
学
。

帰
国
後
、
東
京
デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ

ン
ド
で
ダ
ン
サ
ー
と
し
て
活
動

し
、
そ
の
後
、
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

の
道
へ
進
ん
だ
。
２
０
０
８
年

か
ら
２
０
１
８
年
ま
で
劇
団
四

季
に
11
年
間
在
籍
し
、
数
々
の

ブ
ロ
ー
ド
ウ
エ
ー
ミ
ュ
ー
ジ
カ

ル
に
出
演
し
た
。
ま
た
、
フ
ァ

ミ
リ
ー
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
を
日
本

全
国
で
公
演
し
て
ま
わ
る
﹁
こ

こ
ろ
の
劇
場
﹂
や
全
国
の
小
学

校
に
美
し
い
日
本
語
の
話
し
方

を
伝
え
る
﹁
話
し
方
教
室
﹂
と

い
っ
た
劇
団
の
社
会
貢
献
活
動

に
も
積
極
的
に
参
加
し
た
。

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
移
住
し

た
の
は
劇
団
四
季
退
団
後
の

２
０
１
９
年
。
Ｏ
１
ビ
ザ
を
取

得
し
て
さ
あ
こ
れ
か
ら
と
い
う

２
０
２
０
年
３
月
、
コ
ロ
ナ
で

す
べ
て
の
予
定
が
キ
ャ
ン
セ
ル

と
な
っ
て
劇
場
が
閉
鎖
に
。
一

旦
一
時
帰
国
し
て
プ
ペ
ル
の
日

本
公
演
を
成
功
さ
せ
て
、
昨
年

末
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
戻
っ

た
。
特
に
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
後
に

演
劇
が
復
活
し
て
き
た
せ
い

か
、
今
年
か
ら
は
、
春
か
ら
ニ

ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
州
で
ピ
ピ

ン
、
ア
リ
ゾ
ナ
州
で
芝
居
に
、

夏
は
ニ
ュ
ー
ハ
ン
プ
シ
ャ
ー
州

で
﹁
王
様
と
私
﹂
の
ダ
ン
サ
ー

役
に
出
演
す
る
な
ど
引
っ
張
り

だ
こ
に
近
い
大
忙
し
だ
。
こ
れ

ま
で
ラ
イ
オ
ン
キ
ン
グ
、 

ウ
エ

ス
ト
サ
イ
ド
ス
ト
ー
リ
ー
、
コ

ー
ラ
ス
ラ
イ
ン
、
ク
レ
イ
ジ
ー

フ
ォ
ー
ユ
ー
、 

エ
ビ
ー
タ
、
ピ

ピ
ン
、
キ
ン
グ
＆ 

ア
イ
︵
王

様
と
私
︶、 

人
間
に
な
り
た
が

っ
た
猫
、
ガ
ン
バ
の
大
冒
険
な

ど
日
米
で
多
数
踏
ん
で
き
た
舞

台
経
験
が
、
今
米
国
で
求
め
ら

れ
て
い
る
の
を
ひ
し
ひ
し
と
感

じ
る
と
い
う
。
米
国
に
は
若
い

日
本
人
俳
優
は
い
る
が
、
な
か

な
か
大
人
に
見
え
る
日
本
人
の

役
者
で
す
ぐ
に
舞
台
に
立
て
る

ポ
ジ
シ
ョ
ン
の
人
材
が
少
な
い

の
も
奏
功
し
て
い
る
よ
う
だ
。

　

小
学
校
の
時
に
、
父
親
に
市

民
会
館
で
上
演
さ
れ
た
芝
居
を

よ
く
見
に
連
れ
て
行
っ
て
も
ら

っ
た
。﹁
ア
ン
ネ
の
日
記
﹂
の

舞
台
が
印
象
的
で
﹁
と
て
も
怖

か
っ
た
け
ど
、
舞
台
の
上
に
別

世
界
が
広
が
る
演
劇
と
い
う
も

の
に
す
っ
か
り
魅
了
さ
れ
た
﹂

の
が
俳
優
を
目
指
す
き
っ
か
け

と
な
っ
た
そ
う
だ
。
来
年
開
幕

を
予
定
し
て
い
る
米
国
の
新
作

芝
居
で
、
世
界
貿
易
セ
ン
タ
ー

ビ
ル
を
設
計
し
た
日
系
二
世
の

建
築
家
、
ミ
ノ
ル
・
ヤ
マ
ザ
キ

を
演
じ
る
。
タ
イ
ト
ル
は
父
親

と
同
じ
名
前
の
﹁
ミ
ノ
ル
﹂
だ
。

﹁
今
の
自
分
が
あ
る
の
は
父
親

の
お
か
げ
。
あ
り
が
と
う
と
い

う
言
葉
と
、
感
謝
し
か
な
い
で

す
﹂
と
言
う
。
大
学
卒
業
後
に

弁
護
士
で
は
な
く
ダ
ン
サ
ー
の

道
に
進
ん
だ
時
も
両
親
は
反
対

し
な
か
っ
た
そ
う
だ
。

　

将
来
は
﹁
日
本
の
ミ
ュ
ー
ジ

カ
ル
界
と
ブ
ロ
ー
ド
ウ
エ
ー
の

距
離
を
も
っ
と
も
っ
と
近
づ
け

た
い
、
日
本
の
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

俳
優
が
普
通
に
ブ
ロ
ー
ド
ウ
エ

ー
の
舞
台
で
活
躍
で
き
る
環
境

を
整
え
た
い
と
願
っ
て
い
る
﹂。

﹁
自
分
自
身
で
は
渡
米
す
る
前

に
英
語
を
万
全
に
鍛
え
て
き
た

つ
も
り
だ
っ
た
が
、
Ｎ
Ｙ
の
演

劇
学
校
に
来
て
み
た
ら
全
く
歯

が
立
た
な
く
て
と
て
も
苦
労
し

た
。
後
か
ら
続
く
若
者
に
は
そ

ん
な
思
い
は
し
て
も
ら
い
た
く

な
い
﹂
と
も
語
る
。﹁
思
っ
た

以
上
に
日
本
人
の
英
語
の
発
音

は
聞
き
取
れ
な
い
ら
し
い
。
母

音
、
子
音
の
発
音
、
声
を
腹
か

ら
で
は
な
く
て
顔
か
ら
出
す
と

い
う
こ
と
も
知
っ
た
。
ま
だ
ま

だ
こ
れ
か
ら
が
挑
戦
で
す
ね
﹂

と
少
し
遠
く
を
見
る
よ
う
な
表

情
を
見
せ
た
。

　

︵
三
浦
良
一
記
者
、
写
真
も
︶

俳優・プロデューサー

小野 功司さん

本
場
の
舞
台
芸
術
作
品
で
活
躍

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
在
住
の
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
、
原
田
隆
志
が
ベ
ー

ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
4
重
弦
楽
奏
を

聴
い
て
イ
メ
ー
ジ
し
た
作
品

や
、
炎
の
作
品
を
中
心
に
、
ア

ク
リ
ル
と
家
庭
用
ペ
ン
キ
を
使

っ
て
描
い
た
試
験
的
イ
メ
ー
ジ

の
作
品
も
2
点
を
含
め
た
合
計

9
点
の
作
品
を
イ
ン
ウ
ッ
ド
の

カ
フ
ェ
で
今
月
31
日
ま
で
展
示

し
て
い
る
。

　

原
田
は
、
一
昨
年
10
月
に
メ

ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
美
術
館
の
向
か

い
に
あ
る
ド
イ
ツ
文
化
施
設
で

﹁
一
人
の
た
め
の
べ
ー
ト
ー
ヴ

ェ
ン
﹂
と
い
う
弦
楽
四
重
奏
曲

を
一
人
で
聴
く
演
奏
会
を
体
験

し
た
。
プ
ロ
の
奏
者
の
生
演
奏

を
独
占
す
る
と
い
う
豪
華
な
企

画
に
躊
躇
っ
て
、
目
を
閉
じ
て

聴
く
こ
と
に
し
た
。
す
る
と
、

最
初
の
音
か
ら
目
の
前
に
色
が

現
わ
れ
、
次
々
と
変
化
し
、
形

が
現
わ
れ
人
の
よ
う
な
、
ま
た

次
に
は
町
の
よ
う
な
、
そ
し
て

流
れ
る
よ
う
な
動
き
と
混
沌
と

し
た
色
の
集
ま
り
が
繰
り
広
げ

ら
れ
た
と
言
う
。﹁
す
ぐ
に
作

品
に
し
な
か
っ
た
の
は
、
こ
の

音
楽
も
私
の
記
憶
と
し
て
昇
華

さ
れ
る
の
を
待
っ
て
い
た
か
ら

だ
ろ
う
﹂
と
言
う
。

　

原
田
は
１
９
９
７
年
に
東
京

芸
術
大
学
大
学
院
美
術
研
究
科

博
士
後
期
課
程
美
術
専
攻
を
満

期
で
終
了
し
た
後
、
ド
イ
ツ
、

フ
ラ
ン
ス
、
カ
ナ
ダ
で
の
滞
在

を
経
て
２
０
０
１
年
来
米
。
20

年
に
は
郷
さ
く
ら
ギ
ャ
ラ
リ
ー

で
個
展
を
開
催
。
21
年
に
は
Ｎ

Ｙ
藝
大
同
窓
生
と
ア
ー
テ
ィ
ス

ト
集
団T

H
E

 B
R

IC
K

S

の
立

ち
上
げ
に
も
参
加
。

Universe -String Quartets Op59 No2 Rasumovsky-
36”x36”Japanese Sumi Ink, Mineral Pigments, 

Nikawa glue, on Cotton, 2021

“Elements” 
Takashi HARADA 

Solo Show
Buunni Coffee

 Inwood 
8am-6pm Mon-Sat

9am-6pm Sun
4961 Broadway

New York, NY 10034

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
を
描
く

原
田
隆
志
が
個
展

MEN’S COLUMN
NEW YORK SEIKATSU PRESS, INC.

https://www.nipponclub.org/
https://www.sakagura.com/eastvillage
tel:2122136069
http://op-ed.jp
tel:2019438003
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 EVENT　 
■第 2 回ジャパンビレッジ夏祭り＝
8/27　14:00 〜 18:00　Japan Village

（934 3rd Ave.）ブルックリンのサンセッ
トパークにある日本食と日本文化発信
の複合施設「ジャパンビレッジ」で開催。
日本の伝統文化を紹介するさまざまな
パフォーマンスや、ヨーヨー釣り、わ
たあめ、かき氷などの屋台が並ぶ。入
場無料。
詳細は https://japanvillage.com/
■第 64 回ジャパンフェス夏祭り =8/28　
10:00 〜 18:00　East Village（at 4th 
Ave. between 9-11th St.）過去最大 60
店舗が参加する日系ストリートフェア。
たこ焼き、焼きそば、抹茶ソフトクリー
ムなどの屋台のほか、浴衣コンテスト
も開催。
詳細は https://www.japanfes.com/

■ US オープンテニス＝ 8/29 〜 9/11　
USTA Billie Jean King National Tennis 
Center（Flushing Meadow - Corona 
Park）テニスの世界 4 大国際大会のひ
とつ。NY で 6 回のシングルス優勝を
誇るセリーナ・ウィリアムズや、ラファ
エル・ナダルらが熱い戦いを繰り広げ
る。
詳細は https://www.usopen.org/
■ NYC ブロードウエーウィーク＝ 9/6
〜 9/25　ブロードウエー・ミュージカ
ル 2 枚分のチケットが 1 枚分の値段で
購入出来る、夏休み後の恒例イベント。

「オペラ座の怪人」や「シカゴ」などの
ロングラン作品から、マイケル・ジャ
クソンの半生を描いた「ＭＪ」、昨年の
作品賞・主演男優賞ほか 10 部門受賞の

「ムーランルージュ」など多くの作品が
参加する。詳細は https://www.nycgo.
com/broadway-week

CLASS/SEMINAR
■第 82 回 NY MBA の会「ソーシャル
とガバナンスの次世代 ESG」＝ 8/29　
21:00　NY MBA の会主催オンラインセ
ミナー。講師は一般社団法人 World in 
You 代表・山本未生さん。参加費無料。
詳 細 は https://www.facebook.com/
nymbanokai/
■ NPO ジャムズネット日本主催オン
ラインセミナー「有事の際の邦人避難

について」＝ 9/10　9:00　大規模災害、
感染症、クーデター、戦争など、過去
の経験から学ぶ。第 1 部が講演会、第
2 部はシンポジウムと質疑応答が行わ
れる。参加無料。
詳細は https://www.jamsnettokyo.org/

MUSIC
■第 24 回ニューヨークの四季〜日本
音 楽 の 彩 り 〜 ＝ 8/28　16:00　CRS

（123 4th Ave. 3F）箏・三味線演奏家の
木村伶香能による日本音楽コンサート
シリーズ。古典の人気作品「千鳥曲」（吉
沢検校作曲）、アメリカ初演となる「千
鳥を主題とせる三弦曲」（中能島欣一作
曲）他を演奏。入場料 $30。予約は氏
名、希望枚数を明記しＥメール info@
yokoreikanokimura.com

THEATRE/DANCE
■シェイクスピア・イン・ザ・パーク
＝ 9/11 ま で　20:00　The Delacorte 
Theater（Central Park from W 81th St）
セントラルパークの野外劇場でシェイ
クスピア劇が無料で楽しめる夏の人気
イベント。8/10 〜 9/11 はパブリック
ワークスのミュージカル作品「お気に
召すまま（As You Like It）」を上演する。　
詳細は https://publictheater.org/

ART
　

■ニューヨーク日本人美術家協会・創
立 50 周年記念展覧会＝ 9/1 〜 9/15　天
理 文 化 協 会（43 W 13th St.） 出 品 者
は、同協会の松田常葉会長や一昨年亡
くなった名誉会長の飯塚国雄ら 25 人。
オープニングレセプションは 9/2 午後 6
時〜 8 時。期間中展示作品は購入可能、
出展作家による 200 ドル以下のチャリ
ティー小作品の展示・販売コーナーも
設けられる。
■ バ ン ク シ ー 展 覧 会「Banksy: 
Building Castles in the Sky」 ＝ 9/5 ま
で　The former International Center of 
Photography Museum（250 Bowery 
Street）英国人アーティスト、バンク
シーの作品 120 点余りを紹介する展示
会。『風船と少女』『ギャングスタ・ラッ
ト』『ラバーダック』などの代表作も展
示。入場料：大人 $31.50、シニア・学
生 $22.50、子供（2 〜 13 歳）$13.50、ファ
ミリーパス $21。
詳細は https://www.newyorkbanksy.
■バスキア展覧会「King Pleasure」＝
10/31 ま で　Starrett Lehigh（601 W 
26th St.）ジャン＝ミシェル・バスキア
の 200 点以上の未公開・希少作品を集
めた展覧会。入場料は一般 $35 〜、学生・
シニアが $32、13 歳まで $30。火曜休館。
詳細 https://kingpleasure.basquiat.com/　

　

２
０
０
５
年
か
ら
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
を
拠
点
と
し
活
動
す
る
ジ

ャ
ズ
ピ
ア
ニ
ス
ト
の
及
部
恭
子

が
、
31
日
︵
水
︶
午
後
７
時

30
分
か
ら
９
時
ま
で
マ
イ
ケ

ル
・
オ
ブ
ラ
イ
エ
ン
︵
ベ
ー

ス
︶
と
ア
ン
ド
リ
ュ
ー
・
ア
ト

キ
ン
ソ
ン
︵
ド
ラ
ム
ス
︶
と

共
に
ジ
ャ
ズ
界
の
登
竜
門
で

あ
る
ス
モ
ー
ル
ズ
・
ジ
ャ
ズ

ク
ラ
ブ
の
姉
妹
店
メ
ズ
ロ
ウ

︵M
ezzrow

 jazz club

、

西

10
丁
目
１
６
３
番
地
の
地
階
︶

に
出
演
す
る
。
こ
の
ト
リ
オ
は

ワ
シ
ン
ト
ン
Ｄ
Ｃ
の
大
使
公
邸

に
も
招
聘
さ
れ
好
評
を
得
て
い

る
。
席
予
約
チ
ケ
ッ
ト
料
金
35

ド
ル
。
ウ
オ
ー
ク
イ
ン
の
料

金
25
ド
ル
。
詳
細
はhttps://

w
w

w
.sm

allslive.com
/

ジ
ャ
ズ
ピ
ア
ニ
ス
ト
及
部
恭
子

Ｗ
ビ
レ
ッ
ジ
の
メ
ズ
ロ
ウ
で
31
日

 

協
賛

：

米
国
ゼ
ブ
ラ
社

 　

硬
筆
書
写
コ
ン
ク
ー
ル
２
０
２
２
年
度
第
47

回
目
秋
期
の
課
題
を
発
表
し
ま
す
。
ワ
ン
ポ
イ

ン
ト
・
ア
ド
バ
イ
ス
を
参
考
に
し
、
見
本
に
あ

る
各
レ
ベ
ル
別
の
課
題
を
規
定
用
紙
に
書
写
し

応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

　

応
募
の
締
め
切
り
は
次
の
通
り
。

第
１
回
選
考　

作
品
発
表
９
月
17
日
号

締
め
切
り 

９
月
９
日
︵
金
︶
必
着

第
２
回
選
考　

作
品
発
表
10
月
８
日
号

締
め
切
り 

９
月
29
日
︵
木
︶
必
着 

 

ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
ア
ド
バ
イ
ス

●
幼
児
の
部

　

鉛
筆
を
し
っ
か
り
握
り
、
ゆ
っ
く
り
と
大
き

な
字
を
書
い
て
み
ま
し
ょ
う
。

●
小
学
１
・
２
年
の
部

　

マ
ス
か
ら
字
が
は
み
出
さ
な
い
よ
う
に
、
て

い
ね
い
に
書
き
ま
し
ょ
う
。

●
小
学
３
・
４
年
の
部

　

小
さ
い
点
画
も
文
字
の
大
切
な
部
分
で
す
、

し
っ
か
り
書
き
表
し
ま
す
。

●
小
学
５
・
６
年
の
部

　

字
の
中
心
を
揃
え
て
書
く
と
、
文
全
体
の
ま

と
ま
り
を
良
く
し
ま
す
。

●
中
学
の
部

　

画
数
の
多
い
漢
字
が
大
き
く
な
り
過
ぎ
な
い

よ
う
バ
ラ
ン
ス
を
確
か
め
な
が
ら
書
き
ま
す
。

●
高
校
・
一
般
の
部

　

行
書
は
点
画
の
省
略
が
特
徴
的
で
す
、
落
ち

着
い
て
一
定
の
リ
ズ
ム
で
書
き
進
め
ま
し
ょ

う
。

応
募
規
定

 　

応
募
は
必
ず
指
定
の
書
写
用
紙
を
使
用
し
て

く
だ
さ
い
。
規
定
用
紙
は
、
弊
紙
デ
ジ
タ
ル

版
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
︵w

w
w

.nyseikatsu.
com

︶
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

　

学
年
／
年
齢
別
の
﹁
課
題
﹂
を
書
写
し
、
用

紙
の
下
段
に
あ
る
必
要
事
項
︵
団
体
名
、
連
絡

先
等
︶
を
記
入
。

　

他
団
体
や
コ
ン
ク
ー
ル
に
未
提
出
で
作
品
で

あ
る
こ
と
が
前
提
。
応
募
作
品
の
返
却
は
で
き

ま
せ
ん
。
原
則
と
し
て
米
国
に
在
住
の
方
の
応

募
に
限
定
。

　

紙
面
掲
載
作
品
の
中
か
ら
年
間
最
優
秀
大

賞
、
優
秀
賞
、
年
間
で
一
番
作
品
点
数
が
多
か

っ
た
団
体
︵
学
校
・
教
室
単
位
︶
に
団
体
賞
を

選
出
し
、
協
賛
の
米
国
ゼ
ブ
ラ
社
よ
り
豪
華
筆

記
用
具
景
品
の
賞
品
が
贈
ら
れ
ま
す
。

＊
作
品
の
送
付
は
で
き
る
限
り
Ｅ
メ
ー
ル

︵info@nyseikatsu.com

︶
で
お
送
り
く
だ

さ
い
。
作
品
の
画
像
デ
ー
タ
を
メ
ー
ル
に
添

付
し
て
送
信
く
だ
さ
い
︵
ス
キ
ャ
ン
し
た
Ｐ

Ｄ
Ｆ
デ
ー
タ
が
が
望
ま
し
い
︶。
も
し
ど
う
し

て
も
郵
送
に
な
る
場
合
は
、
事
前
に
前
述
の

Ｅ
メ
ー
ル
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

Ｊ
Ｃ
Ａ
Ｔ
主
催
の
メ
イ
ド
イ

ン
・
ジ
ャ
パ
ン
展
が
チ
ェ
ル

シ
ー
の
Ｎ
Ｏ
Ｈ
Ｏ　

 

Ｍ
55
ギ

ャ
ラ
リ
ー
で
8
月
16
日
か
ら
20

日
ま
で
開
催
さ
れ
た
。
夏
の
期

間
６
回
に
分
け
ら
れ
た
展
示
に

参
加
し
た
作
家
は
日
米
か
ら
総

勢
１
１
０
人
。
同
展
を
開
催
し

て
15
年
目
に
な
る
主
催
者
代
表

の
い
た
み
・
あ
り
さ
さ
ん
＝
写

真
左
＝
は
﹁
毎
年
夏
限
定
の
展

覧
会
で
す
が
、
コ
ロ
ナ
で
３
年

ぶ
り
の
対
面
展
が
今
回
で
き
て

作
家
も
来
場
者
も
喜
ん
で
い
ま

す
﹂
と
話
す
。

　

今
回
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
か
ら
参

加
し
た
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
廣
瀬

公
美
＝
写
真
右
＝
は
﹁
愛
の
結

晶
﹂﹁
希
望
の
星
２
﹂﹁
未
来
予

想
図
２
﹂の
３
点
を
出
品
し
た
。

篠
原
有
司
男
を
連
想
さ
せ
る
そ

の
平
面
立
体
作
品
は
、
前
衛
的

で
カ
ラ
フ
ル
、
な
お
か
つ
パ
ワ

フ
ル
な
表
現
で
来
場
者
の
注
目

を
集
め
て
い
た
。　
　
　

︵
三
︶

メ
イ
ド
イ
ン
・
ジ
ャ
パ
ン
展

６
回
に
わ
け
１
１
０
人
参
加

カ
ラ
フ
ル
な
前
衛
の

廣
瀬
公
美

https://www.usopen.org/
https://www.nycgo
https://www.facebook.com/
https://japanvillage.com/
https://www.japanfes.com/
https://www.jamsnettokyo.org/
https://publictheater.org/
https://www.newyorkbanksy
https://kingpleasure.basquiat.com/%E3%80%80
https://kingpleasure.basquiat.com/%E3%80%80
https://www.smallslive.com/
https://www.smallslive.com/
https://www.smallslive.com/
https://www.smallslive.com/
mailto:info@nyseikatsu.com
https://www.nyseikatsu.com/
https://www.zebrapen.com/
http://hinomaru-limo.com
mailto:meiseimotors@aol.com
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ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
人
学
校

︵
コ
ネ
チ
カ
ッ
ト
州
グ
リ
ニ
ッ

チ
、
岡
田
雅
彦
校
長
、
児
童
生

徒
数
97
人
︶
は
15
日
、
全
校
で

平
和
集
会
を
行
っ
た
。
同
校
は

毎
年
、
終
戦
記
念
日
の
前
後
約

１
か
月
間
、
広
島
へ
灯
籠
を
送

っ
た
り
、
９
・
11
集
会
、
９
・

21
国
際
集
会
を
実
施
し
た
り
平

和
に
つ
い
て
考
え
る
月
間
に
位

置
づ
け
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み

を
行
っ
て
い
る
。

　

今
年
の
８
・
15
平
和
集
会
は

オ
ン
ラ
イ
ン
で
、
広
島
で
原
子

爆
弾
が
投
下
さ
れ
被
爆
症
で
亡

く
な
っ
た
少
女
の
絵
本
﹁
お
り

づ
る
の
旅-

さ
だ
こ
の
祈
り
を

の
せ
て
﹂︵PH

P

に
こ
に
こ
え

ほ
ん
︶
の
読
み
聞
か
せ
を
各
学

級
に
配
信
し
た
。
少
女
の
死
が

伝
え
た
こ
と
、
戦
争
が
終
わ
っ

て
も
続
く
恐
ろ
し
さ
な
ど
は
子

ど
も
達
の
心
に
響
い
て
い
た
。

中
等
部
が
昨
年
の
修
学
旅
行
で

訪
問
し
た
ウ
ド
バ
ー
・
ハ
ジ
ー
・

セ
ン
タ
ー
に
展
示
さ
れ
て
い
る

Ｂ
29
エ
ノ
ラ
ゲ
イ
と
紫
電
改
の

写
真
か
ら
身
近
な
所
に
戦
争
に

関
連
す
る
こ
と
が
あ
る
こ
と
を

伝
え
た
。
ま
た
、
週
刊
Ｎ
Ｙ
生

活
8
月
13
日
号
の
記
事
を
紹
介

し
た
こ
と
で
、
子
ど
も
達
は
今

年
も
核
拡
散
条
約
再
検
討
会
議

の
た
め
の
取
組
が
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
で
も
行
わ
れ
た
こ
と
を
知
る

こ
と
が
で
き
た
。

　

集
会
の
後
、﹁
じ
ぶ
ん
が
し

ん
で
い
た
ら
か
な
し
い
で
す
﹂

︵
1
年
生
︶﹁
ま
た
、
大
き
な
せ

ん
そ
う
に
な
ら
な
い
よ
う
に
ク

ラ
ス
で
も
な
か
よ
く
し
て
、
け

ん
か
を
し
な
い
﹂︵
２
年
生
︶﹁
も

う
二
度
と
起
き
な
い
よ
う
に
次

の
世
代
、
ま
た
そ
の
次
の
世
代

に
し
っ
か
り
継
承
で
き
る
よ
う

に
私
た
ち
が
学
習
す
る
こ
と

の
大
切
さ
を
実
感
し
ま
し
た
﹂

︵
9
年
生
︶
な
ど
、
感
想
を
話

し
た
。
平
和
と
は
何
か
を
考
え

る
機
会
と
な
っ
た
。

 STUDENT LIFE
 週刊NY生活・アメリカの学校紹介と学生ライフのページ

Ｎ
Ｙ
日
本
人
学
校

全
校
で
平
和
集
会

自
分
で
エ
ン
ジ
ン
か
け
る
力
を

ビリギャルのモデル
だった

小林さやかさん

　

小
林
さ
や
か
さ
ん
︵
34
︶
は
、

坪
田
信
貴
著
の
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ

ョ
ン
﹃
学
年
ビ
リ
の
ギ
ャ
ル
が

1
年
で
偏
差
値
を
40
上
げ
て

慶
應
大
学
に
現
役
合
格
し
た

話
﹄
︵
通
称
・
ビ
リ
ギ
ャ
ル
、

２
０
１
３
年K

A
D

O
K

A
W

A

刊
︶
の
主
人
公
と
な
っ
た
人
物

だ
。
本
は
、
日
本
で
１
２
０
万

部
の
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
と
な
り
、

２
０
１
５
年
に
は
土
井
裕
泰
監

督
、
有
村
架
純
主
演
で
﹃
映
画 

ビ
リ
ギ
ャ
ル
﹄
が
公
開
さ
れ

２
８
０
万
人
が
見
る
大
ヒ
ッ
ト

と
な
り
社
会
現
象
に
な
っ
た
。

こ
れ
ま
で
に
講
演
を
日
本
国
内

で
５
０
０
回
以
上
、
本
が
出
版

さ
れ
て
7
、
８
年
経
っ
た
コ
ロ

ナ
直
前
で
も
年
間
１
２
０
回
も

の
講
演
を
し
て
い
た
。

　

こ
の
９
月
か
ら
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
の
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
教
育
大

学
院
に
２
年
間
留
学
す
る
た
め

先
月
来
米
し
た
。
米
国
生
活
を

う
だ
。

　

愛
知
県
名
古
屋
市
で
高
校
2

年
だ
っ
た
夏
、
母
の
勧
め
で
塾

の
面
談
へ
赴
い
て
坪
田
信
貴
氏

と
出
会
い
、
慶
應
義
塾
大
学
に

現
役
合
格
を
志
し
た
。
坪
田
氏

の
懇
切
丁
寧
な
指
導
で
猛
勉
強

に
励
ん
で
1
年
半
で
偏
差
値
が

40
上
昇
し
た
結
果
、
第
一
志
望

の
慶
應
義
塾
大
学
文
学
部
と
上

智
大
学
に
は
不
合
格
だ
っ
た
も

の
の
、
慶
應
義
塾
大
学
総
合
政

ス
タ
ー
ト
し
て
ま
だ
１
か
月
。

現
在
は
、
語
学
ク
ラ
ス
を
履
修

中
だ
が
、
と
に
か
く
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
で
見
る
も
の
接
す
る
も
の

何
も
か
も
が
新
鮮
な
感
動
で
溢

れ
て
い
る
と
い
う
。
語
学
ク
ラ

ス
で
知
り
合
っ
た
学
生
た
ち
と

も
仲
良
く
な
っ
て
毎
日
、
日
記

に
書
く
こ
と
が
い
っ
ぱ
い
だ
そ

策
学
部
・
関
西
学
院
大
学
・
明

治
大
学
へ
の
現
役
合
格
を
果
た

し
た
。

　

本
が
出
版
さ
れ
た
の
は
、
大

学
卒
業
後
、
冠
婚
葬
祭
会
社
で

ウ
ェ
デ
ィ
ン
グ
プ
ラ
ン
ナ
ー
と

し
て
勤
め
て
い
た
時
だ
っ
た
。

﹁
勇
気
づ
け
ら
れ
て
頑
張
れ
た
﹂

と
い
う
感
謝
の
声
が
あ
っ
た
一

方
、﹁
も
と
も
と
頭
が
良
か
っ

た
ん
で
す
よ
ね
﹂
や
﹁
自
分
に

は
で
き
な
い
﹂
と
い
う
自
己
肯

定
感
の
少
な
い
人
か
ら
の
声
も

多
か
っ
た
。
５
０
０
回
も
講
演

し
て
い
る
う
ち
に
﹁
私
が
講
演

し
て
回
る
だ
け
で
は
何
も
変
わ

ら
な
い
の
か
も
し
れ
な
い
﹂
と

の
不
安
が
募
っ
た
。

　

２
０
１
９
年
3
月
、
初
の
著

書
﹃
キ
ラ
ッ
キ
ラ
の
君
に
な

る
た
め
に 

ビ
リ
ギ
ャ
ル
真
実

の
物
語
﹄︵
マ
ガ
ジ
ン
ハ
ウ
ス
︶

を
出
版
。
日
本
全
国
か
ら
の
講

演
依
頼
は
続
い
た
。

　

２
０
２
１
年
3
月
、
聖
心
女

子
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
人

間
科
学
専
攻
教
育
研
究
領
域
博

士
前
期
課
程
修
了
し
た
。﹁
昔

の
私
が
な
ぜ
、
頑
張
れ
た
の

か
﹂
を
科
学
的
に
証
明
す
る
た

め
﹁
学
習
科
学
﹂
と
い
う
分
野

の
研
究
を
す
る
心
理
学
の
ゼ
ミ

で
学
ん
だ
。
そ
の
結
果
、
勉
強

の
頑
張
り
は
、
遺
伝
だ
け
で
は

な
く
﹁
学
習
環
境
が
大
事
﹂
だ

と
い
う
こ
と
が
分
か
っ
た
。

　

﹁
聖
徳
太
子
﹂を﹁
せ
い
と
く
・

た
こ
﹂
と
読
み
、
日
本
地
図
を

描
い
て
み
て
と
先
生
に
言
わ
れ

て
﹁
ま
る
﹂
を
描
い
た
高
校
２

年
の
時
の
小
林
さ
ん
を
慶
應
に

向
か
わ
せ
た
の
は
い
っ
た
い
何

だ
っ
た
の
か
。

　

坪
田
氏
か
ら﹁
東
大
行
く
？
﹂

と
聞
か
れ
﹁
イ
ケ
メ
ン
の
い
る

大
学
が
い
い
﹂﹁
な
ら
慶
應
ボ

ー
イ
の
い
る
慶
應
か
﹂﹁
わ
あ
、

め
っ
ち
ゃ
ウ
ケ
る
。
櫻
井
翔
く

ん
の
い
る
慶
應
！
﹂。
そ
れ
が

小
林
さ
ん
の
エ
ン
ジ
ン
の
ス
イ

ッ
チ
が
入
っ
た
瞬
間
だ
っ
た
。

﹁
動
機
は
不
純
と
怒
る
人
は
い

る
か
も
し
れ
な
い
け
ど
、
そ
れ

で
い
い
と
思
う
。
自
分
に
エ
ン

ジ
ン
が
か
か
っ
た
ん
だ
か
ら
。

好
き
な
人
と
同
じ
大
学
行
き
た

い
と
か
、
な
ん
で
も
い
い
ん
で

す
。
子
供
を
自
動
車
に
例
え
る

と
、
エ
ン
ジ
ン
が
か
か
ら
な
い

車
を
親
が
後
ろ
か
ら
力
ず
く
で

押
し
て
い
る
よ
う
な
光
景
を
数

多
く
見
て
き
ま
し
た
か
ら
ね
﹂。

　

で
は
子
供
が
自
分
で
エ
ン
ジ

ン
を
か
け
る
こ
と
が
で
き
る
た

め
に
、
親
が
で
き
る
こ
と
は
な

ん
で
す
か
と
聞
く
と
﹁
子
供
と

対
話
す
る
こ
と
。
押
し
付
け
と

か
命
令
で
は
な
く
て
、
子
供
が

﹁
僕
は
こ
う
思
う
、
私
は
こ
う

思
う
、な
ぜ
な
ら
こ
う
だ
か
ら
﹂

と
言
え
る
環
境
が
一
番
大
事
で

す
﹂
と
キ
ッ
パ
リ
答
え
が
返
っ

て
き
た
。﹁
私
が
頑
張
れ
た
の

は
、
自
分
で
エ
ン
ジ
ン
を
か
け

ら
れ
た
こ
と
、
い
い
コ
ー
チ
の

坪
田
先
生
が
い
た
こ
と
、
サ
ポ

ー
ト
し
て
く
れ
る
家
族
が
い
た

か
ら
で
す
﹂
と
話
し
た
。

　

︵
三
浦
良
一
記
者
、
写
真
も
︶
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Ｑ　

３
歳
児
を
ア
メ
リ
カ
に
帯

同
し
、
４
年
間
滞
在
し
ま
す
。

現
地
で
の
家
庭
教
育
に
つ
い

て
、
ど
の
よ
う
な
点
に
留
意
し

て
生
活
し
て
い
く
こ
と
が
よ
い

の
で
し
ょ
う
か
。

Ａ　

 

海
外
と
い
う
異
な
っ
た

環
境
の
中
で
の
生
活
に
な
り
ま

す
の
で
、
家
庭
教
育
は
国
内
に

い
る
時
以
上
に
重
要
に
な
り
ま

す
。
家
庭
で
の
主
な
教
育
は
日

本
人
と
し
て
の
躾
や
基
本
的
な

生
活
習
慣
、
日
本
語
の
保
持
伸

長
、
現
地
生
活
へ
の
適
応
等
が

考
え
ら
れ
ま
す
。
そ
の
上
で
親

は
子
ど
も
の
心
の
推
移
を
細
か

く
観
察
し
な
が
ら
、
子
ど
も
が

自
信
を
も
っ
て
未
知
の
世
界
を

切
り
開
い
て
い
け
る
よ
う
、
絶

え
ず
励
ま
し
勇
気
づ
け
て
い
く

こ
と
が
大
切
で
す
。

︵
１
︶ 

基
本
的
な
躾

　

海
外
に
い
て
も
親
が
我
が
子

を
こ
の
よ
う
に
育
て
た
い
と
い

う
基
本
的
な
考
え
方
に
変
わ
り

が
あ
っ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
た

と
え
短
期
間
の
生
活
で
あ
っ
て

も
し
っ
か
り
と
し
た
躾
や
基
本

的
生
活
習
慣
を
身
に
つ
け
る
よ

う
に
さ
せ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
昔
か
ら
﹁
子
ど
も
は
親
の

鏡
﹂
と
言
わ
れ
﹁
親
の
後
姿
を

見
て
育
つ
﹂
と
も
言
わ
れ
て
い

ま
す
。
日
本
人
の
数
が
限
ら
れ

た
海
外
生
活
で
は
、
子
ど
も
に

と
っ
て
親
の
生
き
方
が
生
活
の

規
範
で
あ
る
こ
と
を
肝
に
銘
じ

て
お
き
ま
し
ょ
う
。

︵
２
︶
幼
児
教
育

　

海
外
赴
任
に
あ
た
っ
て
就
学

前
の
幼
児
を
帯
同
す
る
例
が
最

近
増
え
て
い
ま
す
が
、
学
校
教

育
以
前
の
段
階
と
い
う
こ
と
か

ら
、
親
は
比
較
的
気
楽
な
気
持

ち
で
子
ど
も
を
帯
同
し
が
ち
で

す
。
し
か
し
、
幼
児
期
は
成
長

の
過
程
か
ら
見
る
と
重
要
な
言

語
形
成
期
で
あ
り
、
学
齢
児
以

上
に
慎
重
な
配
慮
を
払
う
必
要

が
あ
り
ま
す
。
海
外
で
の
言
語

環
境
の
中
で
は
正
し
い
日
本
語

の
指
導
・
支
援
が
親
の
最
も
大

切
な
役
割
に
な
り
ま
す
。
言
語

形
成
期
の
中
で
も
言
語
を
音
と

し
て
取
得
す
る
の
が
５
歳
く
ら

い
ま
で
で
、
そ
の
後
に
日
本
語

を
軸
に
理
解
力
、
思
考
力
、
表

現
力
が
つ
い
て
き
て
、
母
国
語

へ
の
形
成
を
は
じ
め
て
い
き
ま

す
。
そ
れ
だ
け
に
海
外
で
は
生

活
の
大
部
分
の
時
間
、
日
本
語

に
よ
る
話
し
相
手
は
親
に
限
ら

れ
ま
す
。
し
た
が
っ
て
親
は
努

め
て
絵
本
や
物
語
を
読
み
聞
か

せ
る
中
で
、
子
ど
も
が
正
し
い

日
本
語
に
よ
る
応
答
が
で
き
る

よ
う
に
指
導
・
支
援
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

︵
３
︶
現
地
社
会
へ
の
理
解
と

協
力

　

海
外
生
活
を
有
意
義
な
も
の

に
す
る
た
め
に
は
、
可
能
な
限

り
現
地
理
解
を
深
め
る
よ
う
に

す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
生
活

習
慣
は
も
ち
ろ
ん
、
も
の
の
見

方
、
考
え
方
、
他
人
へ
の
接
し

方
等
、
す
べ
て
に
違
い
が
あ
り

ま
す
。
努
め
て
現
地
の
人
た
ち

と
の
接
触
や
交
流
を
深
め
、
知

識
や
見
聞
を
広
め
る
だ
け
で
は

な
く
、
積
極
的
に
現
地
社
会
に

溶
け
込
も
う
と
す
る
気
持
ち
を

育
て
る
こ
と
が
重
要
に
な
り
ま

す
。
そ
の
た
め
に
は
、
親
は
で

き
る
だ
け
行
事
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
に
進
ん
で
参
加
し
た

り
、
現
地
の
子
ど
も
た
ち
を
家

に
招
い
た
り
、
現
地
の
家
庭
を

訪
問
し
た
り
す
る
機
会
を
多
く

つ
く
る
こ
と
で
す
。
親
の
こ
の

よ
う
な
姿
勢
を
子
ど
も
に
見
せ

つ
つ
海
外
生
活
を
す
る
こ
と
で

子
ど
も
に
良
い
影
響
を
与
え
る

こ
と
が
で
き
る
は
ず
で
す
。

︵
４
︶
日
本
語
の
保
持
と
伸
長

　

海
外
に
住
ん
で
い
る
以
上
、

日
本
語
に
接
す
る
機
会
は
国
内

に
い
る
時
よ
り
当
然
少
な
く
な

り
ま
す
。
特
に
現
地
幼
稚
園
や

イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ス
ク
ー

ル
幼
稚
部
に
通
っ
て
い
る
幼
児

に
は
、
日
系
幼
稚
園
へ
通
う
幼

児
よ
り
日
本
語
に
触
れ
る
時
間

が
少
な
く
、
日
本
語
に
接
す
る

機
会
は
家
庭
の
中
に
し
か
あ
り

ま
せ
ん
。
そ
こ
で
日
本
語
の
保

持
・
伸
長
が
家
庭
教
育
の
重
要

な
部
分
と
な
り
ま
す
。
国
内
に

い
る
時
は
周
囲
が
す
べ
て
日
本

語
の
た
め
、
家
庭
で
は
言
語
の

習
得
に
特
別
な
配
慮
を
す
る
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
海
外
で

は
意
図
的
・
計
画
的
に
正
し
い

日
本
語
の
指
導
・
支
援
を
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
良
い

方
法
が
絵
本
や
物
語
の
読
み
聞

か
せ
で
す
。
毎
日
寝
る
前
な
ど

一
定
の
時
間
を
こ
れ
に
あ
て
、

そ
の
中
で
日
本
語
で
考
え
正
し

く
表
現
す
る
習
慣
を
養
う
こ
と

が
大
切
で
す
。
そ
の
他
の
方
法

と
し
て
は
、
家
庭
で
は
正
し
い

日
本
語
で
の
会
話
の
徹
底
、
言

葉
の
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
を
意
識

す
る
こ
と
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
・
Ｃ
Ｄ
等

の
活
用
等
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

アメリカ生活における
3 歳児への家庭教育
海外子女教育振興財団 

教育アドバイザー   友部政勝 

　

ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
日
本
人

学
校
︵
櫻
井
幹
也
校
長
︶
は
15 

日
に
14
人
の
編
入
生
を
迎
え
、

2
学
期
始
業
式
を
行
っ
た
。

　

各
学
年
代
表
者
9
人
の
多
く

が
﹁
10
月
に
予
定
し
て
い
る
メ

イ
プ
ル
祭
を
通
し
て
成
長
し
た

い
﹂
と
発
表
し
た
。
ま
た
、﹁
多

く
の
学
年
の
友
だ
ち
と
一
緒
に

が
ん
ば
り
た
い
﹂、﹁
高
学
年
と

し
て
低
学
年
の
見
本
に
な
り
た

い
﹂
と
発
表
し
た
。
全
校
生
は

自
分
に
置
き
換
え
て
9
人
の
発

表
を
真
剣
に
聞
い
て
い
た
。

　

各
教
室
で
は
、
夏
休
み
中
に

行
っ
た
家
族
旅
行
や
サ
マ
ー
キ

ャ
ン
プ
、
日
本
の
学
校
で
の
体

験
入
学
の
話
な
ど
、
思
い
出
話

に
花
が
咲
い
て
い
た
。

2学期始業式
NJ日本人学校

　

在
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
国

総
領
事
館
は
、
令
和
４
年
度

︵
２
０
２
２
年
度
︶
後
期
用
教

科
書
の
申
し
込
み
受
付
を
開
始

し
た
。
今
年
度
の
後
期
用
教

科
書
は
小
学
１
年
生
〜
５
年

生
が
対
象
︵
小
学
６
年
生
及

び
中
学
生
の
配
布
は
な
し
︶
。

申
込
み
締
切
り
は
９
月
16
日

︵
金
︶
ま
で
。
無
償
配
布
の
対

象
者
や
申
し
込
み
方
法
︵
教
科

書
申
込
書
の
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

等
︶
な
ど
の
詳
細
は
ウ
ェ
ブ
サ

イ

トhttps://w
w

w
.ny.us.

em
b

-japan
.g

o.jp/itpr_
ja/1

1
_0

0
0

0
0

1
_0

0
5

5
2

.
htm

l

を
参
照
す
る
。

教
科
書
配
布
受
け
付
け

Ｎ
Ｙ
日
本
総
領
事
館
で

　

Ｎ
Ｙ
日
系
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ

ブ
主
催
の
チ
ャ
リ
テ
ィ
１
日
バ

ス
ツ
ア
ー
が
、
９
月
24
日
︵
土
︶

に
第
16
回
秋
の
ヘ
ル
ス
フ
ェ
ア

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
一
環
と
し
て
開

催
さ
れ
る
。
﹁
日
米
交
流
黎
明

期
の
足
跡
を
訪
ね
て
﹂
と
題
し
、

Ｎ
Ｊ
州
ニ
ュ
ー
ブ
ラ
ン
ズ
ウ
ィ

ッ
ク
を
訪
れ
る
。

　

江
戸
末
期
か
ら
明
治
時
代
初

中
期
に
か
け
て
多
く
の
若
者
が

海
外
に
行
き
、
西
洋
文
化
、
技

術
等
を
学
び
、
取
り
込
み
、
日

ラ
ト
ガ
ー
ズ
大
日
本
人
留
学
生

を
応
援
し
た
同
窓
生
の
グ
リ
フ

ィ
ス
氏
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
、
志

半
ば
で
亡
く
な
っ
た
留
学
生
の

お
墓
な
ど
を
見
学
。
同
大
学
の

若
林
晴
子
准
教
授
、
グ
リ
フ
ィ

ス
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
学
芸
員
か

ら
話
を
聞
く
。
天
気
が
良
け
れ

ば
キ
ャ
ン
パ
ス
内
の
ベ
ン
チ
や

芝
生
で
昼
食
を
取
る
。

　

参
加
費
︵
昼
食
込
み
︶
は
大

人
80
ド
ル
、
中
学
・
高
校
生
70

ド
ル
、
小
学
生
60
ド
ル
、
幼
稚

園
児
以
下
無
料
。
要
ワ
ク
チ
ン

接
種
証
明
か
72
時
間
以
内
の
陰

性
証
明
。
当
日
Ｎ
Ｙ
か
ら
参
加

す
る
場
合
は
ミ
ッ
ド
タ
ウ
ン
42

丁
目
の
ハ
イ
ア
ッ
ト
グ
ラ
ン
ド

セ
ン
ト
ラ
ル
前
︵
午
前
８
時
30

分
集
合
︶
か
ら
、
Ｎ
Ｊ
か
ら
の

参
加
は
オ
ー
ク
ツ
リ
ー
モ
ー
ル

裏
の
駐
車
場
︵
旧 G

untzer 
L

ot

：231 M
ain Street, 

Fort Lee

、
午
前
９
時
15
分

集
合
︶
か
ら
乗
車
す
る
。
雨
天

決
行
。
定
員
53
人
。
問
い
合
わ

せ
・
参
加
申
し
込
み
は
電
話

９
１
４
・
７
０
７
・
３
０
１
１
、

ま

た

は

Ｅ

メ

ー

ル 
n

obu
om

iki@
n

y
jalc.org

︵
三
木
さ
ん
︶
ま
で
。

本
の
近
代
化
、
西
洋
と
の
対
等

な
地
位
獲
得
に
大
き
な
功
績
を

残
し
た
。
同
ツ
ア
ー
は
当
時
の

日
米
交
流
の
足
跡
を
辿
り
、
緑

豊
か
な
当
時
の
面
影
の
残
る
ラ

ト
ガ
ー
ズ
大
学
等
を
見
学
す

る
。
ヘ
ボ
ン
式
ロ
ー
マ
字
創
設

者
ヘ
ボ
ン
博
士
ゆ
か
り
の
地
、

日米交流の原点
ラトガース大など訪問

NY 日系ライオンズが
バスツアー企画

http://www.joes.or.jp
mailto:sodanjigyo@joes.or.jp
https://www.ny.us
https://www.ny.us
https://www.ny.us
https://www.ny.us
mailto:nobuomiki@nyjalc.org
mailto:nobuomiki@nyjalc.org
mailto:nobuomiki@nyjalc.org
https://www.waseda-ac.co.jp/abroad/school/newyork.html
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新俳句グランプリ 2022

応募要項 www.artofhaiku.org 詳細は、ウェブサイトの英語版をご覧下さい。
About offi cial rules of “New Haiku Grand Prix” in English, go to the website.

 期間
北米伊藤園新俳句グランプリ2022は、米国東部時間2022年1月1日12:00AMから2022年10月31日
11:59PMまで開催します。

＊11月1日から12月31日にされた応募は2023年1月分扱いとします。　　

 応募資格
このコンテストへの参加は、米国居住者に限ります。北米伊藤園、ニューヨーク生活プレス社および

これらの親会社、関連会社、広告宣伝担当会社や家族からの応募は無効となります。応募者は、募

集要項に同意したものとみなされます。

 応募について
日本語あるいは英語の俳句を応募いただけます。応募期間は10回に分かれています。

日本語部門（18歳以上）　五七五の音のリズムで表現してください。季語などの厳密なルールは問

いません。

英語部門（18歳以上）　以下のモデルを参考に表現してください。

18歳未満部門　日本語、英語、どちらでも応募できます。

［学校賞］　毎月の候補作品の総計が一番多かった学校に、学校賞として表彰状をお送りします。

 応募方法
Emai l　メールのタイトルを、「ITO EN New Haiku Contest Submission」として、

HaikuGrandPrix@gmail.comまでお送りください。

応募する俳句を氏名、住所、電話番号、生年月日、Emailアドレス、学生の場合は学校名を添えてお送

りください。

オンライン　www.artofhaiku.org からご応募いただけます。

※13歳未満の方が応募される場合は、こちらを厳守ください。

応募する俳句に、氏名、住所、電話番号、生年月日、学生の場合は学校名、両親または法的な親権者

のEmailアドレスとコンテスト参加を承認するサインを添えて、Eメールで応募してください。

 応募期間のスケジュール

応募方法にかかわらず、お一人様、各応募期間に1つの俳句を応募いただけます。応募方法にかかわ

らず、お一人様から各応募期間に1つ以上の俳句が応募されてきた場合、最初の1つのみを有効とさ

せていただきます。またこのコンテストは、日本の伊藤園が行っているものとは別のものです。

 応募上の注意
・応募される俳句は、日本語あるいは英語のどちらかとさせていただきます。

・応募される俳句は、オリジナルで、未発表のものに限ります。

 審査スケジュール
応募いただいた作品は、下記のように応募期間単位で審査され、候補作品が選出されます。候補作

品とならなかった作品は、翌応募期間には持ち越されません。同じ作品が再度審査されるために

は、再度別の応募期間に応募する必要があります。

金賞、銀賞、銅賞は、各応募期間から選ばれた全候補作品の中から、2022年11月25日ごろ選ばれます。

 審査基準
以下の基準で審査されます。創造性　40%　　独自性　40%　　表現の明確さ　20%

金賞、銀賞、銅賞の審査には、大高翔、江坂衣代、大江千里、田中太山、スコット・メイソン（敬称

略）が参加する予定です。

 通知
各応募期間から選出される候補作品の作者への通知は、郵便かEmailか電話で行われます。候補作

品の作者、金賞、銀賞、銅賞の作者は、通知後3日以内に応募資格を満たしていることなどを示す書

類にサインして返却していただく必要があります。これが行われなかった場合は無効となります。

 賞品（予定）
金賞3名（各部門1名ずつ）： ITO ENのお茶（ボトル）3ケース＋トロフィー

銀賞3名（各部門1名ずつ）： ITO ENのお茶（ボトル）2ケース＋トロフィー

銅賞3名（各部門1名ずつ）： ITO ENのお茶（ボトル）1ケース＋トロフィー

候 補 作 品 は 、各 応 募 期 間 の 翌 月 第 4 週 号 の「 週 刊 N Y 生 活 」、ウ ェ ブ サ イト

 （www.artofhaiku.org）に掲載されます。候補作品への賞品はありません。金賞、銀賞、銅賞は、

2023年新年号の「週刊NY生活」、ウェブサイト（www.artofhaiku.org）に掲載されます。

 その他
応募いただいた作品の著作権は、北米伊藤園に帰属するものとします。その他詳細な応募要項は、

ウェブサイトの英語版オフィシャルルールをご覧ください。 

応募期間 開始 終了 Email・オンラインでの応募締め切り

8 8/1/22 8/31/22 11:59:59pm 8/31/22

9 9/1/22 9/30/22 11:59:59pm 9/30/22

10 10/1/22 10/31/22 11:59:59pm 10/31/22

応募
期間

開始 終了
候補者への
おおよその

通知日

日本語部門から
選出される
候補作品

英語部門から
選出される
候補作品

18 歳未満部門
から選出される

候補作品

8 8/1/22 9/7/22 9/8/22 7 7 7

9 9/1/22 10/4/22 10/5/22 7 7 7

10 10/1/22 11/4/22 11/5/22 7 7 7

北米伊藤園新俳句グランプリ2022　主催：ニューヨーク生活プレス社　特別協賛：北米伊藤園　アドミニストレーター：Marden-Kane, Inc.

北米伊藤園

日
本
語
部
門

英語部門

18
歳
未
満
部
門

﹁
ご
は
ん
何
？
﹂ 

夏
の
一
日 

終
わ
っ
て
く 

宇
佐
美
友
加  

Ｐ
Ａ
州

南
座
の 

二
階
前
列 

筍
飯
　

澪
つ
く
し  

Ｎ
Ｙ
州

万
緑
の 

光
を
櫂
は 

掬
い
上
げ岡

部
加
都
恵  

Ｎ
Ｊ
州

月
下
美
人 
自
己
主
張
し
て 

独
り
か
な
　

森
柾
光
央  

Ｎ
Ｙ
州

必
然
の 

悟
り
心
や 

秋
近
し

高
尾
利
子  

Ｎ
Ｙ
州

の
ど
元
を 

流
る
る
が
ご
と 

冷
や
素
麺

大
沼
信
夫  
Ｎ
Ｙ
州

関
節
を
こ
き
こ
き
な
ら
し 

半は
ん
げ
あ
め

夏
雨

亀
田
種
子  

Ｎ
Ｙ
州

い
ち
は
や
く 

線
香
花
火 

手
に
と
っ
て
　

飯
田
大
器  

Ｎ
Ｊ
州

︵
プ
リ
ン
ス
ト
ン
日
本
語
学
校
中
２
　
14
歳
︶
　

 

と
り
出
し
た 

ラ
ム
ネ
と
わ
た
し 

汗
だ
く
だ

西
山
芽
以
子  

Ｍ
Ａ
州

︵
ボ
ス
ト
ン
日
本
語
学
校
小
３
　
８
歳
︶

な
つ
や
す
み 

い
ち
に
ち
め
か
ら 

か
き
ご
お
り

中
野
龍
惺  

Ｍ
Ａ
州

︵
ボ
ス
ト
ン
日
本
語
学
校
小
３
　
８
歳
︶

夏
家
の 

ま
ど
見
て
い
る
と 

葉
が
泳
ぐ

菱
田
た
い
ち  

Ｍ
Ａ
州

︵
ボ
ス
ト
ン
日
本
語
学
校
小
３
　
８
歳
︶

寒
い
冬 

雪
が
ふ
る
か
は 

し
ら
な
い
よ
　
　

岡 

拓
生  

Ｍ
Ａ
州

(

ボ
ス
ト
ン
日
本
語
学
校
小
３
　
８
歳
︶

お
い
み
ん
な 

蒸
し
暑
い
だ
ろ 

か
き
氷
　

前
田
和
慶  

Ｍ
Ａ
州

︵
ボ
ス
ト
ン
日
本
語
学
校
小
４
　
９
歳
︶

風
鈴
が 

チ
リ
ン
チ
ラ
ン
と 

お
し
ゃ
べ
り
を

佃 

葉
月  

Ｍ
Ａ
州

︵
ボ
ス
ト
ン
日
本
語
学
校
小
５
　
11
歳
︶

drawing
a line in the sand
Irish moss

─Rick Jackofsky, NY
 
between the earbuds
the teenager
I once was

─Kat Lehmann, CT
 
super moon
the stag
sheds its velvet

─ Marilyn Ashbaugh, MI

ant farm
all the paths
to redemption

─Susan Burch, MD 
 
  baby’s day out
the sun and clouds
play peek-a-boo
─ Valentina Ranaldi-Adams, OH

end of the tracks
poppies free
to go wild

─ Garry Gay, CA

sweet clover between clouds doing nothing
─Julie Schwerin, WI

「7月選考通過作品」

　　「北米伊藤園・新俳句グランプリ2022」の7月分の応募を締め切り、厳
正な検証作業の結果、掲載されている日本語7句、英語7句、日英句(18歳

未満)7句が選出されたことをお知らせします。多くの方々から応募を頂い

たことに深く御礼申し上げます。

 　今回選ばれた俳句は年間大賞の候補作品となります。今後も各月に日

本語7句、英語7句、日英句(18歳未満)7句がセミ・ファイナリストとして選出

されます。現在も引き続き8月分の応募を受け付けており、10月31日まで

随時募集しておりますので、ふるってご応募ください。

http://www.artofhaiku.org
mailto:HaikuGrandPrix@gmail.com%E3%81%BE%E3%81%A7%E3%81%8A%E9%80%81%E3%82%8A%E3%81%8F%E3%81%A0%E3%81%95%E3%81%84%E3%80%82
http://www.artofhaiku.org
http://www.artofhaiku.org
http://www.artofhaiku.org
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ぼ
く
は
、
﹁
地
球
環
境
﹂
と

い
う
テ
ー
マ
で
三
冊
の
本
を

紹
介
し
ま
す
。

　

一
冊
目
は
、
﹁
世
界
で
い
ち

ば
ん
素
敵
な
地
球
の
教
室
﹂

で
す
。
こ
の
本
は
、
息
を
の

む
よ
う
な
世
界
各
地
の
絶
景

写
真
と
地
球
科
学
に
つ
い
て

の
Q
＆
A
で
構
成
さ
れ
て
い

る
の
で
、
だ
れ
で
も
理
解
し

や
す
い
内
容
に
な
っ
て
い
ま

す
。
例
え
ば
、
ぼ
く
が
一
番

行
っ
て
み
た
い
イ
エ
ロ
ー
ス

ト
ー
ン
国
立
公
園
の
間
欠
泉

に
つ
い
て
は
、
地
下
水
が
マ

グ
マ
の
熱
に
よ
っ
て
温
め
ら

れ
、
マ
グ
マ
か
ら
出
る
炭
酸

ガ
ス
や
硫
黄
な
ど
の
成
分
を

溶
か
し
な
が
ら
地
上
に
勢
い

よ
く
吹
き
出
し
、
独
特
の
景

色
を
つ
く
り
出
し
て
い
る
こ

と
が
絵
で
分
か
り
や
す
く
説

明
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
の
本
の
最
後
は
、

酸
性
雨
、
オ
ゾ
ン
層
の
破
壊
、

温
暖
化
に
つ
い
て
も
記
述
が

あ
り
ま
す
。
人
類
が
住
む
こ

と
の
で
き
る
唯
一
の
星
、
地

球
。
こ
の
地
球
の
美
し
い
絶

景
を
守
る
た
め
に
地
球
環
境

に
つ
い
て
考
え
る
き
っ
か
け

に
な
る
本
で
も
あ
り
ま
す
。

　

二
冊
目
は
、
﹁
地
図
と
デ

ー
タ
で
見
る
気
象
の
世
界
ハ

ン
ド
ブ
ッ
ク
﹂
で
す
。
こ
の

本
は
、
図
や
表
、
デ
ー
タ
を

使
い
気
候
変
動
の
現
状
と
こ

れ
か
ら
人
間
が
取
り
組
む
べ

き
地
球
環
境
問
題
に
つ
い
て

ま
と
め
た
本
で
す
。
例
え
ば
、

森
林
破
壊
の
地
図
や
グ
ラ

フ
を
見
る
と
、
テ
ネ
シ
ー
は

一
八
五
〇
年
に
比
べ
二
十
世

紀
終
わ
り
に
は
緑
色
の
箇
所

が
な
く
な
っ
て
お
り
、
原
生

林
が
大
き
く
減
っ
た
こ
と
が

一
目
で
分
か
り
ま
す
。

　

ま
た
、
森
林
破
壊
同
様
に

一
九
七
九
年
か
ら
一
九
八
四

年
に
か
け
て
フ
ロ
ン
ガ
ス
に

よ
っ
て
南
極
の
オ
ゾ
ン
層
に

大
き
な
穴
が
開
い
た
こ
と
が

図
で
明
ら
か
に
な
っ
て
い
た

の
で
し
ょ
う
げ
き
を
受
け
ま

し
た
。

　

そ
の
他
、
気
候
変
動
問
題

に
つ
い
て
も
様
々
な
色
で
時

系
列
に
表
し
て
い
る
の
で
視

覚
的
に
興
味
を
引
き
や
す
い

本
で
す
。

　

三
冊
目
は
、﹁
グ
レ
タ
の
ね

が
い　

地
球
を
ま
も
り
未
来

に
生
き
る
﹂で
す
。
こ
の
本
は
、

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
に
暮
ら
す

十
五
才
の
少
女
グ
レ
タ
・
ト

ゥ
ー
ン
ベ
リ
さ
ん
が
地
球
温

暖
化
を
食
い
止
め
る
た
め
に
、

世
界
を
旅
し
て
わ
ず
か
数
ヶ

月
の
間
で
あ
ら
ゆ
る
人
々
の

目
を
地
球
環
境
の
危
機
に
向

け
さ
せ
た
活
動
を
記
し
た
本

で
す
。
具
体
的
に
は
、
あ
る

朝
地
球
を
救
う
た
め
に
立
ち

上
が
り
、
学
校
を
休
ん
で
国

会
議
事
堂
の
前
で
プ
ラ
カ
ー

ド
を
か
か
げ
て
一
人
で
座
り

こ
み
ま
し
た
。
そ
の
理
由
は
、

大
人
た
ち
が
地
球
温
暖
化
を

食
い
止
め
る
た
め
の
行
動
を

し
て
い
な
い
の
を
見
て
怒
っ

た
か
ら
で
す
。
グ
レ
タ
さ
ん

に
賛
同
し
た
若
者
が
一
緒
に

座
り
こ
ん
で
ス
ト
ラ
イ
キ
を

す
る
人
が
増
え
ま
し
た
。
こ

の
輪
が
世
界
中
に
広
が
っ
て

い
き
、
つ
い
に
は
二
〇
一
八

年
八
月
十
二
日
に
、
ポ
ー
ラ

ン
ド
で
開
催
さ
れ
た
C
O
P

二
十
四
︵
国
連
気
候
変
動
枠

組
条
約
第
二
十
四
回
締
約
国

会
議
︶
で
、
各
国
か
ら
集
ま

っ
た
代
表
者
の
前
で
ス
ピ
ー

チ
を
す
る
ま
で
に
な
り
ま
し

た
。
こ
の
本
の
み
り
ょ
く
は
、

ど
ん
な
に
む
ず
か
し
い
問
題

で
あ
ろ
う
と
そ
れ
を
乗
り
越

え
る
た
め
に
勇
気
と
強
い
決

意
に
よ
っ
て
、
子
供
で
も
物

事
を
変
え
て
い
く
こ
と
が
で

き
る
こ
と
を
教
え
て
く
れ
る

本
で
す
。

　

ぼ
く
は
、
こ
の
三
冊
の
本

を
通
し
て
自
分
の
日
々
の
行

動
一
つ
一
つ
が
地
球
環
境
を

守
る
こ
と
に
つ
な
が
っ
て
い

る
こ
と
を
改
め
て
学
び
ま
し

た
。

　

み
な
さ
ん
も
興
味
の
引
か

れ
た
本
が
あ
っ
た
ら
、
ぜ
ひ

読
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　

  

︵
滞
米
３
年
１
か
月
︶

週刊 NY生活　作文のページ「ことばの泉」応募規定

 ●年間賞＝「最優秀」「一席」「二席」「三席」「佳作」の各賞に賞品を贈ります。「最優秀」１人に
は全日空の日米往復航空券（１枚）を進呈いたします。●小、中、高生＝テーマは自由です。アメ
リカ生活で感じたこと、思ったことを書いて送ってください（随時募集）。ただし、未発表の作品に
限ります。●文字数＝1000 字（400 字詰め原稿用紙なら２枚半）を目安に最長 2000 字まで。●
写真を必ず添えて、住所、氏名、電話番号、滞米期間、学校名、学年、保護者名、E メールアドレ
スを明記のこと。

 ●郵送先： NEW YORK SEIKATSU PRESS, INC.　Attn : Sakubun

             71 West 47th Street #1205, New York, NY 10036

＊ E メールでの応募も受付開始しました。スキャンした作文（PDF) または
Word 原稿に写真データと上記応募規定にある個人情報を添えて 

nyseikatsu.sakubun@gmail.com までお送りください。

 主催 : ニューヨーク生活プレス社　後援 : 全日本空輸株式会社

　

今
年
の
4
月
か
ら
G
J
S

に
入
っ
て
今
ま
で
、
﹁
中
等

部
で
の
ス
ク
ー
ル
ピ
ク
ニ
ッ

ク
﹂
、
﹁
G
J
S
全
員
で
の
運

動
会
﹂
と
い
う
行
事
が
あ
り

ま
し
た
。
今
回
は
8
年
生
と

一
緒
に
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
美

術
館
︵
M
E
T
︶
に
行
き
ま

し
た
。
﹁
他
学
年
と
仲
良
く
な

る
。
﹂
こ
れ
が
M
E
T
で
の
学

習
に
お
け
る
私
の
目
標
で
し

た
。
私
は
少
し
恥
ず
か
し
が

り
や
で
あ
る
性
格
も
あ
っ
て
、

こ
れ
ま
で
他
の
学
年
と
接
す

る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
M
E
T
で
も

7
、
8
年
生
で
2
人
組
に
な

っ
た
と
き
、
最
初
は
緊
張
し

て
あ
ま
り
喋
れ
ま
せ
ん
で
し

た
。
そ
れ
で
も
8
年
生
は
私

に
声
を
か
け
て
笑
わ
せ
て
く

れ
た
り
、
私
の
ペ
ー
ス
に
合

わ
せ
た
り
し
て
く
れ
ま
し
た
。

そ
こ
か
ら
だ
ん
だ
ん
緊
張
も

解
け
て
い
き
、
普
通
に
会
話

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
来
年
、
私
が
8
年
生
に

な
っ
た
と
き
に
は
、
次
の
7

年
生
に
優
し
く
接
し
て
あ
げ

た
い
と
思
い
ま
し
た
。

　

M
E
T
に
展
示
さ
れ
て
い

る
作
品
は
、
ど
れ
も
歴
史
の

あ
る
も
の
ば
か
り
で
し
た
。

作
品
は
グ
ラ
デ
ー
シ
ョ
ン
や

遠
近
法
、
投
影
法
な
ど
の
様
々

な
テ
ク
ニ
ッ
ク
が
使
わ
れ
て

い
て
、
こ
れ
を
何
百
年
も
前

の
人
が
使
い
こ
な
し
て
い
た

と
思
う
と
、
す
ご
い
な
と
思

い
ま
し
た
。
特
に
、
テ
ィ
フ

ァ
ニ
ー
の
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス

は
、
見
と
れ
て
し
ま
う
ほ
ど

美
し
い
作
品
で
し
た
。

　

こ
の
M
E
T
で
の
学
習
を

通
し
て
、
何
百
年
も
前
の
数

多
く
の
作
品
が
ど
れ
だ
け
素

晴
ら
し
い
か
を
知
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
こ
こ
で
し

か
で
き
な
い
経
験
を
大
切
に

し
、
G
J
S
の
メ
ン
バ
ー
で

た
く
さ
ん
の
思
い
出
を
つ
く

り
た
い
で
す
。

　
　
　

       

︵
滞
米
3
か
月
︶

　

今
日
は
う
ん
ど
う
会
で
す
。

う
ん
ど
う
会
で
は
、
と
き
ょ

う
そ
う
、
し
ょ
う
が
い
ぶ
つ

き
ょ
う
そ
う
、
か
り
も
の
き

ょ
う
そ
う
を
し
ま
し
た
。
と

き
ょ
う
そ
う
は
、
は
し
っ
て
、

ゴ
ー
ル
ま
で
行
く
の
で
す
。

し
ょ
う
が
い
ぶ
つ
き
ょ
う
そ

う
は
、
は
し
っ
た
り
で
ん
ぐ

り
が
え
し
と
か
を
や
り
ま
す
。

か
り
も
の
き
ょ
う
そ
う
は
、
か

み
に
か
か
れ
て
い
る
も
の
を

見
つ
け
て
、
も
の
を
も
っ
て

い
る
人
と
は
し
り
ま
す
。
わ

た
し
の
す
き
な
し
ゅ
も
く
は
、

か
り
も
の
き
ょ
う
そ
う
で
す
。

な
ぜ
か
と
言
う
と
、
い
ろ
ん

な
も
の
を
さ
が
す
か
ら
で
す
。

そ
し
て
、
た
の
し
い
か
ら
で

す
。

　

ぜ
ん
ぶ
の
し
ゅ
も
く
が
お

わ
っ
た
ら
、
と
く
て
ん
を
見

ま
し
た
。
赤
組
は
、
十
六
て

ん
で
、
白
組
は
、
十
七
て
ん

で
す
。
わ
た
し
は
、
赤
組
な

の
で
、
ま
け
て
し
ま
い
ま
し

た
。
く
や
し
か
っ
た
け
れ
ど
、

わ
た
し
は
、
ま
た
が
ん
ば
り

た
い
と
思
い
ま
し
た
。

　
　

  　
︵
滞
米
５
年
１
か
月
︶

　

ぼ
く
は
、
物
を
作
る
事
が
好

き
で
す
。
た
と
え
ば
、
レ
ゴ
を

作
っ
た
り
、
り
ょ
う
理
を
作
っ

た
り
す
る
こ
と
で
す
。

　

ま
ず
、
レ
ゴ
は
、
作
っ
て
い

る
時
が
楽
し
い
で
す
。
今
、
グ

ラ
ン
ド
ピ
ア
ノ
を
作
っ
て
い
ま

す
。
三
千
六
百
六
十
二
ピ
ー
ス

あ
り
ま
す
。
長
い
間
お
金
を
た

ね
て
、
自
分
で
買
い
ま
し
た
。

早
く
か
ん
せ
い
さ
せ
て
、
ひ
く

と
音
が
出
る
の
を
楽
し
み
た
い

で
す
。

　

次
に
り
ょ
う
理
は
、
作
っ
た

後
食
べ
る
こ
と
が
好
き
で
す
。

ぼ
く
が
好
き
な
り
ょ
う
理
は
、

﹁
の
ぶ
ど
ん
﹂
で
す
。
ソ
ー
セ

ー
ジ
、
ほ
う
れ
ん
草
、
マ
ッ
シ

ュ
ル
ー
ム
な
ど
を
い
た
め
て
、

ご
は
ん
の
上
に
の
せ
て
、
目
玉

や
き
を
の
せ
て
で
き
あ
が
り
で

す
。
い
た
め
て
い
る
と
、
い
い

に
お
い
が
し
て
く
る
の
で
ワ
ク

ワ
ク
し
ま
す
。
時
々
、
ほ
う
ち

ょ
う
で
手
を
切
っ
た
り
、
や
け

ど
を
し
た
り
す
る
け
れ
ど
、
そ

 「ぼくの好きな事」
　　　　　ピッツバーグ日本語補習校小４

　　　　　　　　　　　　　明渡　真信

 ■児童生徒作文のページ■

 （記載学年は応募時のものです）

 ﹁
地
球
環
境
﹂

　
　
　
中
部
テ
ネ
シ
ー
日
本
語
補
習
校
小
６

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
遠
藤
　
前

れ
で
も
食
べ
る
時
は
、
全
部

わ
す
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

物
を
作
る
こ
と
は
、
時
間

が
か
か
る
の
で
い
ら
い
ら
す

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
い
ら

い
ら
す
る
と
、
ま
ち
が
っ
た

り
け
が
を
し
た
り
す
る
の
で
、

い
つ
も
れ
い
せ
い
で
い
た
い

で
す
。

　
　
　
　
　

  　
︵
滞
米
10
年
︶

 「アメリカの夕日」
　　　　　ニュージャージー日本人学校小２

　　　　　　　　　　　　　　山田　希心

 ﹁
う
ん
ど
う
会
﹂

　
　
　
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
育
英
学
園
サ
タ
デ
ー
ス
ク
ー
ル
M
校
小
２

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
河
平
　
み
さ
と

夕
方
に
外
に
出
た
ら

色
々
な
色
の
夕
日
が
あ
っ
た

だ
か
ら
私
は

夕
日
が
好
き
に
な
っ
た

ず
っ
と
ず
っ
と
見
て
い
た
い
な

き
れ
い
な
夕
日

　
　
　

 　
　

 

︵
滞
米
10
か
月
︶

＊
ど
う
し
て
こ
の
詩
を
書
い
た

か
と
い
う
と
、
日
本
だ
っ
た
ら

オ
レ
ン
ジ
や
黄
色
の
夕
日
だ
っ

た
け
れ
ど
、
ア
メ
リ
カ
の
夕
日

は
み
ら
さ
き
や
ピ
ン
ク
色
で
き

れ
い
だ
っ
た
か
ら
で
す
。

 「MET で体験したこと」
　　　　　　　　　　ニューヨーク日本人学校中１

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　藤尾　真帆

mailto:nyseikatsu.sakubun@gmail.com
https://japaneseschool.org
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 LIVING in USA
 米国の住まいを豊かにするページ：住居から考察する NY ライフスタイル

　

テ
レ
ビ
ジ
ャ
パ
ン
を
運
営
す

る
Ｎ
Ｈ
Ｋ
コ
ス
モ
メ
デ
ィ
ア
・

ア
メ
リ
カ
の
動
画
配
信
サ
ー
ビ

ス
、
ｄ
ラ
イ
ブ
ラ
リ
は
、
日
本

の
ド
ラ
マ
、
映
画
、
バ
ラ
エ
テ

ィ
、
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
、
ア

ニ
メ
か
ら
子
ど
も
番
組
を
放
送

し
て
い
る
。
9
月
は
、
岩
田
剛

典
と
新
田
真
剣
佑
が
共
演
し
行

成
薫
の
同
名
小
説
を
映
画
化
し

た
﹁
名
も
無
き
世
界
の
エ
ン
ド

ロ
ー
ル
﹂
や
、
の
ん
と
林
遣
都

が
初
共
演
し
綿
矢
り
さ
の
同
名

小
説
を
実
写
映
画
化
し
た
﹁
私

を
く
い
と
め
て
﹂
が
登
場
。
ド

ラ
マ
は
、
二
宮
和
也
が
外
科
医

を
演
じ
た
﹁
ブ
ラ
ッ
ク
ペ
ア

ン
﹂、吉
高
由
里
子
主
演
の
﹁
わ

た
し
、
定
時
で
帰
り
ま
す
。﹂、

福
山
雅
治
主
演
の
﹁
集
団
左

遷
！
﹂、天
海
祐
希
主
演
の
﹁
緊

急
取
調
室
﹂な
ど
。
ア
ニ
メ
は
、

﹁
金
田
一
少
年
事
件
簿
Ｒ
﹂﹁
ド

ラ
え
も
ん
﹂﹁
そ
れ
い
け
！
ア

ン
パ
ン
マ
ン
﹂﹁
ル
パ
ン
三
世
﹂

な
ど
が
登
場
す
る
。

　

視
聴
料
金
は
月
額
９
ド
ル
99

セ
ン
ト
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
接

続
が
あ
れ
ば
、
Ｐ
Ｃ
、
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
な
ど

さ
ま
ざ
ま
な
デ
バ
イ
ス
で
い
つ

で
も
楽
し
め
る
。
新
規
登
録
時

に
３
か
月
分
ま
と
め
払
い
す
る

と
視
聴
料
１
か
月
が
無
料
に

な
る
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
も
10
月

31
日
ま
で
実
施
中
。
詳
細
は

https://dlibjapan.net/

天海祐希主演の「緊急取調室」

9月のdライブラリ

TVジャパンの動画配信

　

フ
ォ
ー
ブ
ス
誌
の
金
融
商
品

お
よ
び
サ
ー
ビ
ス
情
報
部
門
の

ペ
ッ
ト
保
険
専
門
家
は
17
日
付

の
電
子
版
の
記
事

で
、
ペ
ッ
ト
犬
が

最
も
甘
や
か
さ
れ

て
い
る
の
は
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
州
で
あ

る
、
と
い
う
調
査

結
果
を
発
表
し

た
。 

　

同
調
査
チ
ー
ム

は
、
全
国
で
飼
わ

れ
て
い
る
ペ
ッ
ト

犬
５
０
０
２
匹
を

対
象
に
飼
い
主
の

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

を
行
い
、
保
険
を
含
む
ペ
ッ
ト

犬
に
投
じ
る
費
用
を
含
む
９
項

目
の
指
標
で
各
州
の
﹁
甘
や
か

し
度
﹂
を
１
０
０
点
満
点
で
評

価
し
た
。
１
位
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
州
の
実
状
は
次
の
通
り
。
40

％
は
﹁﹃
甘
や
か
し
﹄

に
は
大
切
な
人
よ
り

も
ペ
ッ
ト
犬
に
お
金

を
か
け
て
い
る
﹂、

55
％
は
﹁
自
分
の
健

康
と
美
容
よ
り
も
、

ペ
ッ
ト
犬
の
健
康
と

グ
ル
ー
ミ
ン
グ
に
お

金
を
か
け
て
い
る
﹂、

42
％
は
﹁
定
期
的
に

ペ
ッ
ト
犬
の
誕
生
日

パ
ー
テ
ィ
を
し
て
い

る
﹂、
25
％
は
﹁
犬

用
バ
ギ
ー
で
散
歩
さ

せ
て
い
る
﹂、
59
％
は
﹁
犬
用

の
服
や
ア
ク
セ
サ
リ
ー
を
買
っ

た
こ
と
が
あ
る
﹂。

ペット犬の甘やかし度
ランキング 

１位にNY州

楽しい

 

週
刊
Ｎ
Ｙ
生
活

デ
ジ
タ
ル
版

 www.nyseikatsu.com

　

一
軒
家
を
探
す
場
合
、
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、
家
自
体
の
ス
タ
イ

ル
、
広
さ
、
フ
ロ
ア
プ
ラ
ン
、
内
装
に
は
自
分
の
好
み
が
反
映

す
る
が
、
家
を
囲
む
外
側
の
敷
地
や
雰
囲
気
が
意
外
と
判
断
の

決
め
手
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
あ
る
。
バ
ッ
ク
ヤ
ー
ド
の
精
神

的
な
効
用
と
い
う
か
、
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
な
ア
ウ
ト
ド
ア
空
間
で

リ
ラ
ッ
ク
ス
で
き
る
と
い
う
の
も
一
軒
家
の
楽
し
み
方
か
も
し

れ
な
い
。

　

こ
こ
で
紹
介
す
る
の
は
ロ
ン
グ
ア
イ
ラ
ン
ド
の
ガ
ー
デ
ン
シ

テ
ィ
ー
と
い
う
高
級
住
宅
街
に
あ
る
３
ベ
ッ
ド
、
２
バ
ス
、
全

７
室
、
１
７
０
０
平
方
フ
ィ
ー
ト
の
こ
の
街
に
し
て
は
小
さ
目

の
ス
プ
リ
ッ
ト
レ
ベ
ル
の
家
。
２
台
分
の
ガ
レ
ー
ジ
、
地
下

に
も
使
え
る
部
屋
が
あ
る
。
広
々
と
し
た
キ
ッ
チ
ン
か
ら
は

裏
庭
の
デ
ッ
キ
、
パ
テ
ィ
オ
へ
の
出
入
り
が
自
由
に
で
き
る
。

１
２
５
フ
ィ
ー
ト
の
奥
行
き
の
深
い
バ
ッ
ク
ヤ
ー
ド
に
は
エ
ン

タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
を
意
識
し
た
高
級
レ
ン
ガ
の
広
い
テ
ラ
ス

が
あ
る
。
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
も
楽
で
、
ガ
ー
デ
ン
テ
ラ
ス
が
室
内

生
活
の
延
長
に
な
っ
て
明
る
い
印
象
が
あ
る
。

　

場
所
は
交
通
至
便
で
車
で
10
分
以
内
の
場
所
に
鉄
道
駅
が
３

つ
、
高
速
の
入
り
口
も
あ
る
。
車
で
５
分
位
の
近
隣
に
は
ブ
ル

ー
ミ
ン
グ
デ
ー
ル
、
メ
イ
シ
ー
ズ
、
ノ
ー
ド
ス
ト
ロ
ー
ム
、
ホ

ー
ル
フ
ー
ズ
、
ト
レ
ー
ダ
ー
ジ
ョ
ー
ズ
、
コ
ス
コ
、
ウ
ォ
ル
マ

ー
ト
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
、
最
近
開
店
し
た
大
型
ア
ジ
ア
系
食
品
マ

ー
ト
が
あ
る
。
モ
ー
ル
周
辺
に
は
各
国
料
理
の
ト
レ
ン
デ
ィ
な

レ
ス
ト
ラ
ン
や
ホ
テ
ル
も
多
く
、
近
隣
の
目
貫
通
り
は
ミ
ネ
オ

ラ
の
官
庁
街
と
隣
接
し
て
病
院
、
弁
護
士
事
務
所
、
銀
行
の
支

店
が
数
多
い
。
そ
れ
以
外
に
大
手
証
券
会
社
シ
ュ
ワ
ブ
、
フ

ィ
デ
リ
テ
ィ
、
モ
ル
ガ
ン
、
Ｅ
ト
レ
ー
ド
等
の
店
舗
と
オ
フ

ィ
ス
ビ
ル
が
並
ぶ
郊
外
型
ビ
ジ
ネ
ス
街
も
街
の
一
部
に
な
っ

て
い
る
。
希
望
価
格
は
１
１
０
万
ド
ル
、
固
定
資
産
税
は
約

1
万
6
０
０
０
ド
ル
。
優
良
学
区
と
し
て
も
有
名
で
治
安
も
良

い
住
宅
街
に
あ
る
。

問
い
合
わ
せ
は
電
話
９
１
７
・
９
２
３
・
４
３
２
６
、
Ｅ
メ
ー
ル

hakutsu@
kw

.com

　

阿
久
津
さ
ん

︵
写
真
提
供
・Keller W

illiam
s Realty 

︶

ゆ
と
り
あ
る
ガ
ー
デ
ン
シ
テ
ィ
ー

https://dlibjapan.net/
https://dlibjapan.net/
https://dlibjapan.net/
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
mailto:hakutsu@kw.com%E3%80%80%E9%98%BF%E4%B9%85%E6%B4%A5%E3%81%95%E3%82%93
mailto:hakutsu@kw.com%E3%80%80%E9%98%BF%E4%B9%85%E6%B4%A5%E3%81%95%E3%82%93
mailto:hakutsu@kw.com%E3%80%80%E9%98%BF%E4%B9%85%E6%B4%A5%E3%81%95%E3%82%93
mailto:hakutsu@kw.com%E3%80%80%E9%98%BF%E4%B9%85%E6%B4%A5%E3%81%95%E3%82%93
mailto:hakutsu@kw.com%E3%80%80%E9%98%BF%E4%B9%85%E6%B4%A5%E3%81%95%E3%82%93
mailto:hakutsu@kw.com%E3%80%80%E9%98%BF%E4%B9%85%E6%B4%A5%E3%81%95%E3%82%93
mailto:hakutsu@kw.com%E3%80%80%E9%98%BF%E4%B9%85%E6%B4%A5%E3%81%95%E3%82%93
mailto:hakutsu@kw.com%E3%80%80%E9%98%BF%E4%B9%85%E6%B4%A5%E3%81%95%E3%82%93
mailto:hakutsu@kw.com%E3%80%80%E9%98%BF%E4%B9%85%E6%B4%A5%E3%81%95%E3%82%93
https://www.redacinc.com/
mailto:miyuki3533@gmail.com
tel:9175773969
http://kiku-ny.com
mailto:tmamoru@msn.com
mailto:emishoga@danielgale.com
http://www.shoenrealty.com
mailto:info@tsutech.com
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 BOOKS
　

ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
軍
事

侵
攻
が
始
ま
っ
て
半
年
た
っ
て

も
、
戦
争
は
終
わ
っ
て
い
な
い
。

領
土
問
題
は
、
国
際
紛
争
の
最

大
の
火
種
だ
。
国
連
が
乗
り
出

し
て
行
っ
て
も
、
常
任
理
事
国

の
ロ
シ
ア
が
戦
争
の
首
謀
者

で
、
中
国
が
ロ
シ
ア
の
肩
を
持

っ
て
い
る
の
で
、
強
制
力
の
な

い
﹁
宣
言
﹂
は
多
数
決
で
決
ま

る
が
、
具
体
的
に
戦
争
を
終
結

さ
せ
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と

が
露
呈
し
た
。
そ
ん
な
制
御
で

き
な
い
世
界
で
、
な
ぜ
、
常
に

地
球
上
で
は
、
対
立
と
戦
争
が

起
こ
り
続
け
る
の
か
。
本
書
は

そ
れ
は
プ
ー
チ
ン
の
よ
う
な
指

導
者
・
独
裁
者
の
暴
走
で
は
な

く
、
地
球
の
海
面
か
ら
飛
び
出

し
た
部
分
、陸
地
で
で
き
る﹁
地

形
﹂
に
こ
そ
秘
密
が
あ
っ
た
と

説
く
。
地
理
学
と
政
治
学
と
を

組
み
合
わ
せ
た
学
問
を
﹁
地
政

学
﹂
と
呼
び
、
国
の
地
形
、
置

か
れ
て
い
る
場
所
に
よ
っ
て
世

界
情
勢
ま
で
読
み
解
く
こ
と
が

で
き
る
。

　

Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
・
ウ
ク
ラ
イ
ナ
と

ロ
シ
ア
の
対
立
で
、
中
国
・
台

湾
は
ど
う
動
く
の
か
、
中
国
は

な
ぜ
台
湾
を
手
放
さ
な
い
の

か
、
ロ
シ
ア
は
な
ぜ
北
方
領
土

を
返
さ
な
い
の
か
、
地
政
学
が

わ
か
る
と
世
界
の
動
き
の
﹁
な

ぜ
﹂
と
﹁
ど
う
な
る
﹂
が
見
抜

け
る
よ
う
に
な
る
。
い
く
つ
か

の
キ
ー
ワ
ー
ド
が
あ
る
。﹁
シ

ー
パ
ワ
ー
と
ラ
ン
ド
パ
ワ
ー
﹂

﹁
ハ
ー
ト
ラ
ン
ド
と
リ
ム
ラ
ン

ド
﹂﹁
マ
ー
ジ
ナ
ル
シ
ー
﹂な
ど
。

こ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
が
分
か
る

と
、
主
要
国
の
裏
の
意
図
が
見

え
て
く
る
。
東
大
名
誉
教
授
の

山
内
昌
之
氏
が
こ
の
本
で
、
小

山
鹿
梨
子
の
漫
画
と
図
解
で
分

か
り
や
す
く
解
説
し
て
い
る
。

　

世
界
の
主
要
国
と
言
わ
れ
る

大
国
は
、
大
き
く
分
け
て
、
ラ

ン
ド
パ
ワ
ー
の
国
と
シ
ー
パ
ワ

ー
の
国
に
分
け
ら
れ
る
。
ラ
ン

ド
パ
ワ
ー
の
国
は
、
ロ
シ
ア
や

中
国
、
ド
イ
ツ
、
フ
ラ
ン
ス
で

主
な
特
徴
は
、
陸
続
き
の
国
が

あ
り
、
侵
略
さ
れ
る
危
険
性
が

高
い
、
領
土
を
拡
大
し
よ
う
と

す
る
傾
向
が
強
い
、
農
業
、
鉱

業
が
発
達
、
陸
上
輸
送
に
長

け
、
陸
軍
が
強
い
こ
と
。
シ
ー

パ
ワ
ー
の
代
表
的
な
国
は
、
米

国
、
英
国
、
日
本
で
、
海
に
囲

ま
れ
、
領
土
を
侵
さ
れ
る
危
険

が
低
い
、
交
易
に
よ
る
利
益
拡

大
を
目
指
す
、
漁
業
・
貿
易
が

発
達
、
海
上
輸
送
に
長
け
、
海

軍
が
強
い
こ
と
だ
。

　

国
家
は
生
き
残
り
の
た
め
に

経
済
発
展
を
競
い
合
う
。
地
政

学
の
始
ま
り
は
ド
イ
ツ
で
生
ま

れ
、
１
８
９
７
年
に
地
理
学
者

フ
リ
ー
ド
リ
ッ
ヒ
・
ラ
ッ
ツ
エ

ル
が
﹁
政
治
地
理
学
﹂
を
表
し

た
こ
と
だ
。﹁
国
家
は
隣
国
と

生
存
競
争
す
る
生
き
物
の
よ
う

な
も
の
﹂
と
し
、﹁
生
命
力
を

維
持
す
る
た
め
に
は
、
生
存
圏

の
拡
大
の
た
め
に
膨
張
し
て
い

く
﹂
と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
考

え
に
影
響
を
受
け
た
ス
ウ
ェ
ー

デ
ン
の
政
治
学
者
ル
ド
ル
フ
・

チ
ェ
ー
レ
ン
が
、﹃
生
活
形
態

と
し
て
の
国
家
﹄
を
出
す
。
こ

の
な
か
で
﹁
資
源
の
自
給
自
足

が
で
き
な
け
れ
ば
、
資
源
確
保

の
た
め
に
領
土
を
拡
大
し
て
い

っ
て
も
構
わ
な
い
﹂
と
提
唱
し

た
。
19
世
紀
後
半
に
列
強
が
植

民
地
支
配
を
特
に
活
性
化
さ
せ

た
例
も
あ
り
、﹁
国
が
生
き
残

る
た
め
に
は
他
国
を
侵
略
し
て

も
仕
方
な
い
﹂
と
い
う
こ
の
考

え
方
は
﹁
第
二
次
世
界
大
戦
ま

で
は
む
し
ろ
よ
く
見
ら
れ
た
﹂

と
本
書
で
は
解
説
す
る
。
戦
後

は
力
に
よ
る
地
政
学
的
な
変
更

は
許
し
難
い
と
し
て
国
境
を
越

え
た
侵
略
行
為
は
﹁
Ｎ
Ｇ
﹂
と

な
っ
て
い
る
が
地
形
に
基
づ
く

国
家
の
野
望
は
こ
れ
か
ら
も
続

く
も
の
と
容
易
に
想
像
が
で
き

る
。
ど
こ
が
、
ど
ん
な
野
望
を

抱
い
て
現
代
社
会
に
何
が
起
き

て
い
る
の
か
を
﹁
入
門
﹂
書
と

し
て
国
際
関
係
論
の
知
識
の
全

く
な
い
人
で
も
理
解
で
き
る
よ

う
に
書
か
れ
て
い
る
。︵
三
浦
︶

 地理と政治を組み合わせ世界を見る

山内昌之・監修、小山鹿梨子・漫画

宝島社・刊

■人面島（中山七里、小学館）相続鑑定士の三津木六兵の
肩には寄生するジンさんと呼ぶ人面瘡がある。毒舌でかつ
頭脳明晰で六兵の友人でもある。現在も隠れキリシタンが
住む長崎の人面島へ亡くなった村長の財産鑑定に派遣され
た六兵。平戸藩の埋蔵金の伝説もあるという。村長の長男
が殺された。六兵とジンのコンビが事件を解決する第2弾。
■第三時世界大戦はもう始まっている（エマニュエル・トッ
ド、文春新書）歴史人口学者の著者がロシアによるウクラ
イナ侵攻を受けての緊急出版。ウクライナ問題は国境の修
正というローカルな問題だったが、米国はウクライナを武
装化して NATO の事実上の加盟国としたこの米国の政策
によってウクライナ問題はグローバル化＝世界戦争化し
た。■マスカレード・ゲーム（東野圭吾、集英社）一流ホ
テルのホテル・コルテシア東京を舞台に、刑事の新田浩介
とフロントクラーク・山岸尚美の活躍を描いたシリーズの
最新作。３つの殺人事件が発生。全く糸口がつかめなかっ
たが、被害者を憎む過去の事件の遺族らが、ホテル・コル
テシア東京に宿泊することが判明。新田は再び潜入捜査を
開始する。■大人の食物アレルギー（福冨友馬、集英社新書）
大人になってから発症する成人食物アレルギーの患者数が
近年急増している。重症化すると命にかかわることはあま
り知られていない。本書はそのメカニズムから最新治療法
にいたるまで、成人食物アレルギー研究・治療の第一人者が解説する。■そ
の名を暴け（ジョディ・カンターほか、新潮文庫）2017 年、NY タイムズ
紙に掲載された記事。映画界で権力を誇る有名プロデューサー、ハーヴェイ・
ワインスタインが、女優や従業員らに性的虐待を行ってきた衝撃の事実。そ
の報道の背景には二人の記者、ジョディとミーガンによる被害者への丹念な
取材や加害者側との駆け引きがあった。■地球、この複雑なる惑星に暮らす
こと（養老孟司・ヤマザキマリ、文藝春秋）解剖学者で作家の養老孟司先生
とマンガ家のヤマザキマリの対談集。養老先生は子供の頃から昆虫採集が趣
味で自ら作った昆虫標本を収める別荘、養老昆虫館を作った。昆虫好きのヤ
マザキとコロナ禍で虫を通じて見えてくる世界について語り合う。( 山河藍）
　　　　　　　　　　　　　　　■書籍・資料協力：紀伊國屋書店NY本店

　

人
間
と
人
面
瘡
の
コ
ン
ビ
が
事
件
を
解
決
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
を
受
け
て
の
緊
急
出
版
。

マ
ス
カ
レ
ー
ド
シ
リ
ー
ズ
最
新
作
。
大
人
の
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
を
知
ろ
う
。#

M
eT

oo

運

動
の
き
っ
か
け
と
な
っ
た
記
事
の
内
幕
。
昆
虫
を
通
し
て
世
界
を
見
る
対
談
集
。

 ■ 即買える新刊を紹介 ■

 ▲クリックすると新刊購入サイトへ！

　

灯
台
守
の
ヨ
ナ
は
あ
る
日
、

い
つ
も
は
静
か
で
穏
や
か
な
海

に
嵐
が
来
て
遭
難
し
そ
う
に
な

り
ま
す
。
そ
こ
に
現
れ
助
け
て

く
れ
た
の
は
ク
ジ
ラ
で
し
た
。

命
の
恩
人
の
ク
ジ
ラ
と
仲
良
く

な
っ
た
ヨ
ナ
は
ま
た
会
い
た
い

と
願
い
ま
す
が
、
そ
の
思
い
が

叶
っ
て
次
に
会
っ
た
と
き
の
ク

ジ
ラ
は
と
て
も
具
合
が
悪
そ
う

で
し
た
。
ヨ
ナ
は
助
け
て
も
ら

っ
た
お
礼
に
と
、
今
度
は
自
分

が
ク
ジ
ラ
を
助
け
る
こ
と
に
し

ま
す
。
そ
し
て
ク
ジ
ラ
の
口
の

な
か
に
入
っ
て
み
る
と
、
ゴ
ミ

で
い
っ
ぱ
い
だ
っ
た
の
で
す
。

　

レ
ジ
袋
の
有
料
化
やSD

G
s

と
い
う
言
葉
で
環
境
問
題
を
考

え
る
機
会
が
増
え
て
い
る
近

年
、
多
く
出
版
さ
れ
て
い
る
海

洋
汚
染
問
題
を
取
り
上
げ
た
環

境
問
題
啓
蒙
絵
本
。
こ
の
よ
う

な
本
を
読
む
こ
と
で
、
親
子
で

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ゴ
ミ
の
削
減
に

対
す
る
意
識
や
自
然
環
境
の
維

持
・
共
存
を
抵
抗
な
く
考
え
る

き
っ
か
け
が
作
れ
る
。
人
間
と

海
の
生
き
物
が
共
存
す
る
た
め

に
今
、
私
た
ち
が
で
き
る
こ
と

と
は
。
日
本
語
で
読
む
な
ら
﹃
だ

い
す
き
な
う
み
と
き
み
と
﹄︵
Ｗ

Ａ
Ｖ
Ｅ
出
版
︶
。　
　
　

（
高
田
）

人
間
と
海
の
生
き
物
が
共
存
す
る
た
め
に

 『I Love You, Blue』
 Written by Barroux

Published by Flyaway Books

https://usa.kinokuniya.com/
https://usa.kinokuniya.com/
http://www.ojfd.com


(19)　　 ［ NY生活ウーマン］　　 週刊NY生活　SHUKAN NEW YORK SEIKATSU 2022 年（令和 4 年）8 月 27 日（土）

　

暑
か
っ
た
夏
も
そ
ろ
そ
ろ
終

わ
り
、
季
節
は
秋
に
向
か
っ
て

進
ん
で
い
る
こ
の
ご
ろ
。
ク
リ

ニ
ッ
ク
で
は
秋
は
レ
ー
ザ
ー
治

療
を
行
う
お
客
様
が
増
え
る
時

期
で
す
。
特
に
秋
は
脱
毛
の
ス

タ
ー
ト
に
最
適
！
実
は
レ
ー
ザ

ー
脱
毛
を
開
始
す
る
最
適
な
季

節
は
、
紫
外
線
が
少
な
く
な
る

秋
冬
と
な
り
ま
す
。
レ
ー
ザ
ー

の
照
射
後
は
肌
に
強
い
炎
症
が

起
こ
っ
て
い
る
の
で
、
紫
外
線

量
が
多
く
肌
を
露
出
す
る
こ
と

が
多
い
春
夏
の
脱
毛
や
自
己
処

理
は
肌
に
大
き
な
負
担
を
与
え

て
し
ま
い
ま
す
。
結
果
と
し

て
、
火
傷
や
色
素
沈
着
な
ど
の

ス
ピ
ー
ド
が
遅
く
な
っ
た
り
し

て
い
き
ま
す
が
、
や
め
れ
ば
毛

の
成
長
は
再
開
し
て
し
ま
い
ま

す
。
ま
た
火
傷
や
赤
み
な
ど
リ

ス
ク
の
ほ
か
、
照
射
漏
れ
や
打

ち
す
ぎ
に
よ
る
ム
ラ
や
肌
ダ
メ

ー
ジ
が
起
こ
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
医
療IPL

は
シ
ミ
や
ソ
バ
カ
ス
、
毛
穴
の

開
き
な
ど
を
改
善
す
る
美
肌
効

果
が
期
待
で
き
る
た
め
、
Ｉ
Ｐ

Ｌ
を
当
て
る
こ
と
で
脱
毛
効
果

と
と
も
に
美
肌
効
果
が
期
待
で

き
ま
す
。﹁
脱
毛
と
同
時
に
美

肌
に
な
れ
る
﹂
と
い
う
の
が
医

療
Ｉ
Ｐ
Ｌ
脱
毛
の
魅
力
の
ひ
と

つ
。
当
ク
リ
ニ
ッ
ク
で
は
こ
の

秋
か
ら
レ
ー
ザ
ー
治
療
の
パ
ッ

ケ
ー
ジ
等
も
ご
案
内
を
し
て
お

り
ま
す
の
で
お
気
軽
に
お
問
合

せ
く
だ
さ
い
。　

名
取
由
稀
江

：

国
際
美
容
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ト
。
美
容
歴
30

年
。SK

IN
 D

E
E

P N
Y

C
美

容
皮
膚
科
、Y

ukie N
atori 

Salon 

& Spa 

オ
ー
ナ
ー
。

日
本
で
ネ
イ
ル
ス
ク
ー
ル
を
経

営
。
美
容
師
、
ネ
イ
リ
ス
ト
な

ど
の
資
格
も
持
ち
日
米
を
行
き

来
し
な
が
ら
ト
ー
タ
ル
な
美
の

情
報
を
発
信
す
る
。

Ｉ
Ｐ
Ｌ
脱
毛
で
美
肌
効
果

18

リ
ス
ク
が
高
ま
っ
て
し
ま
う
の

で
す
。
ま
た
、
レ
ー
ザ
ー
脱
毛

は
1
回
で
終
わ
る
も
の
で
は
な

く
、
毛
周
期
に
合
わ
せ
て
何
回

か
の
通
院
が
必
要
で
す
。
時
期

に
す
る
と
半
年
前
後
で
効
果
を

実
感
し
て
い
き
、
個

人
差
は
あ
り
ま
す
が

約
1
年
半
ほ
ど
で
脱

毛
は
完
了
し
ま
す
。

来
年
の
薄
着
の
季
節

に
合
わ
せ
た
脱
毛

計
画
は
こ
の
秋
か
ら

始
め
ま
し
ょ
う
。
当

ク
リ
ニ
ッ
ク
が
使
用

し
て
い
る
脱
毛
機
器

は
、
イ
ス
ラ
エ
ル
の

A
lm

a

社
に
よ
る
安
全
性
が
高

く
出
力
の
強
い
医
療
Ｉ
Ｐ
Ｌ

脱
毛
。
Ｉ
Ｐ
Ｌ
脱
毛
と
い
え

ば
、
最
近
で
は
家
庭
用
の
脱
毛

器
も
多
く
販
売
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
あ
く
ま
で
も
除
毛
を
目
的

と
し
て
作
ら
れ
た
も
の
。
毛
が

細
く
な
っ
た
り
、
生
え
て
く
る

　

検
札
に
や
っ
て
き
た
車
掌

は
、
乗
客
か
ら
切
符
を
受
け
取

る
と
、
じ
っ
と
眺
め
、
す
ぐ
に

突
き
返
し
た
。

　

私
は
ロ
ン
グ
ア
イ
ラ
ン
ド
の

グ
レ
ー
ト
ネ
ッ
ク
に
行
く
た
め

に
、
ペ
ン
シ
ル
ベ
ニ
ア
駅
か
ら

列
車
に
乗
っ
て
い
た
。

　

そ
の
乗
客
は
、
私
の
前
の
窓

際
の
座
席
に
す
わ
っ
て
い
た
。

Ｔ
シ
ャ
ツ
に
ジ
ー
パ
ン
姿
の

四
十
代
く
ら
い
の
白
人
男
性
だ

っ
た
。

　

That ticket is expired. 
It’s no good.

　

そ
の
チ
ケ
ッ
ト
は
期
限
が
切

れ
て
い
る
だ
ろ
。
も
う
使
え
な

い
。

　

No good?

　

使
え
な
い
だ
っ
て
？

　

No, it’s expired.

　

だ
め
だ
、
期
限
が
切
れ
て
い

る
。

　

乗
客
は
あ
然
と
す
る
。

　

I can’t take it.

　

私
は
受
け
取
れ
な
い
。

　

車
掌
は
き
っ
ぱ
り
と
言
う
。

　

乗
客
は
ど
う
し
て
い
い
か
わ

か
ら
な
い
。

　

I can’t take it. I can’t 
take it.

　

私
は
受
け
取
れ
な
い
。
私
は

受
け
取
れ
な
い
よ
。

　

同
じ
こ
と
を
繰
り
返
さ
れ
て

も
、
乗
客
は
納
得
で
き
な
い
。

　

Then can I get a refund?

　

じ
ゃ
あ
、
払
い
戻
し
て
も
ら

え
る
か
な
。

　

No.

　

だ
め
だ
。

　

乗
客
は
途
方
に
暮
れ
る
。

　

No. Try it next tim
e.

　

だ
め
だ
。
次
の
と
き
に
や
っ

て
み
な
。

　

乗
客
は
首
を
傾
げ
る
。
い
っ

た
い
、
ど
う
い
う
こ
と
だ
？

　

G
ive it to the next 

conductor. M
aybe he 

won’t notice.

　

次
の
車
掌
に
渡
す
ん
だ
。
気

づ
か
な
い
か
も
し
れ
な
い
だ

ろ
。

　

な
る
ほ
ど
。
そ
う
い
う
こ
と

か
。

　

Understand?

　

理
解
で
き
た
か
。

　

Yes.

　

あ
あ
。

　

乗
客
は
声
を
ひ
そ
め
て
そ
う

言
う
と
、
穏
や
か
に
運
賃
を
支

払
っ
た
。

　

と
り
あ
え
ず
車
掌
は
、
そ
の

場
を
う
ま
く
収
め
た
と
い
う
わ

け
か
。

　

こ
の
エ
ッ
セ
イ
は
、
文
春
文

庫
﹁
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
魔
法
﹂

シ
リ
ー
ズ
第
６
弾
﹃
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
の
魔
法
を
さ
が
し

て
﹄
に
収
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

https://books.bu
n

shu
n

.
jp/list/search-g?q=

岡

田

光
世

忠
実
な
車
掌

エッセイ連載 ㉚

岡
田 

光
世

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
魔
法

Title illustration Tadahiro Uesugi

　

最
先
端
の
技
術
と
成
分
に
拘

り
エ
イ
ジ
ン
グ
ケ
ア
を
追
求
す

る
基
礎
化
粧
品
を
次
々
と
発
表

し
て
い
る
コ
ス
メ
プ
ラ
ウ
ド
・

ジ
ャ
パ
ン
︵
本
社
東
京
・
荒
木

勝
也
代
表
取
締
役
︶
は
、
９
月

１
日
に
、
新
製
品
﹁
ゴ
ー
ル
ド

Ｓ
Ｃ
バ
ラ
ン
シ
ン
グ
ケ
ア
・
ミ

ル
ク
ロ
ー
シ
ョ
ン
﹂
を
発
売
す

る
。

　

同
製
品
は
、﹁
オ
イ
ル
イ
ン

ウ
ォ
ー
タ
ー
処
方
﹂
と
い
う
特

殊
な
乳
化
方
法
を
採
用
し
た
最

先
端
技
術
の
次
世
代
乳
液
で
、

純
金
︵
24
金
︶
と
２
つ
の
植
物

由
来
幹
細
胞
を
配
合
し
て
い
る

ほ
か
、
５
つ
の
保
湿
成
分
も
贅

沢
に
配
合
し
て
い
る
。
水
分
美

容
成
分
を
肌
に
閉
じ
込
め
る
特

殊
技
術
で
、肌
に
潤
い
を
与
え
、

高
い
保
湿
力
も
備
え
た
、
抗
シ

ワ
効
能
評
価
も
実
証
済
み
の
高

性
能
商
品
だ
。
ま
た
、鉱
物
油
・

石
油
系
合
成
界
面
活
性
剤
・
シ

リ
コ
ン
・
パ
ラ
ペ
ン
・
ア
ル
コ

ー
ル
・
香
料
・
合
成
色
素
と
い

っ
た
肌
の
健
康
に
と
っ
て
天
敵

と
な
る
成
分
を
一
切
使
用
し
て

い
な
い
の
も
特
長
だ
。
同
製
品

は
50
ミ
リ
リ
ッ
ト
ル
で
定
価

１
０
０
ド
ル
。

　

尚
、
同
社
で
は
新
製
品
﹁
ゴ

ー
ル
ド
Ｓ
Ｃ
バ
ラ
ン
シ
ン
グ
ケ

ア
・
ミ
ル
ク
ロ
ー
シ
ョ
ン
﹂
の

発
売
を
記
念
し
、
秋
の
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
を
実
施
す
る
。
期
間

は
、
２
０
２
２
年
９
月
１
日
か

ら
30
日
ま
で
の
１
か
月
。
同
社

の
全
商
品
を
特
別
価
格
で
販
売

す
る
ほ
か
新
製
品
の
サ
ン
プ
ル

を
進
呈
す
る
。
ま
た
、
同
社
製

品
２
０
０
ド
ル
以
上
の
購
入
で

日
本
か
ら
の
送
料
と
消
費
税
が

無
料
と
な
る
。
詳
細
は
コ
ス
メ

プ
ラ
ウ
ド
ジ
ャ
パ
ン
株
式
会
社

ま
で
。
問
い
合
わ
せ
は
Ｅ
メ

ー
ル
：info@

cosm
eproud.

com

。

詳

細

はw
w

w
.

cosm
eproud.com

。

最
先
端
技
術
の

抗
シ
ワ
乳
液
を
新
発
売

コ
ス
メ
プ
ラ
ウ
ド
・
ジ
ャ
パ
ン

 NY 生活ウーマン
 週刊 NY 生活は、家庭や職場、学校で美しく生きる女性たちを応援します。

https://books.bunshun
https://books.bunshun
https://books.bunshun
http://www.cosmeproud.com%E3%80%82
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nishi-doso-usa@hotmail.com
https://www.licensepower.net/
http://hmakabelcsw.wixsite.com/counseling
http://www.salon-oasis.net
https://parkavenuemedicalcenter.com/
https://tcola.nursing.emory.edu/
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Ｎ
Ｙ
郊
外
の
山
頂
に
そ
び
え
る
巨
大
な
日
本
建
築
の
レ
ス
ト

ラ
ン
﹁
マ
ウ
ン
ト
・
フ
ジ
﹂
は
７
日
︵
日
︶、
昨
年
に
続
き
第
２

回
目
と
な
る
﹁
夏
祭
り
﹂
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
た
。
今
年
も
参

加
を
待
ち
望
ん
で
い
た
人
々
の
心
を
射
止
め
た
同
イ
ベ
ン
ト
は
、

前
売
り
券
も
す
ぐ
に
完
売
。
当
日
は
約
５
０
０
名
の
参
加
者
が

集
い
、
大
い
に
盛
り
上
が
っ
た
。

　

夏
祭
り
を
開
催
す
る
に
あ
た

っ
て
、
多
田
貴
将
︵
た
だ
・
よ

し
ま
さ
︶
オ
ー
ナ
ー
は
、
﹁
米

国
在
住
の
日
系
人
や
地
元
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
の
方
々
に
日
本
の
お

祭
り
を
楽
し
ん
で
頂
き
、
日
本

文
化
の
体
験
を
通
し
て
民
間
レ

ベ
ル
の
国
際
交
流
、
そ
し
て
国

民
相
互
間
の
理
解
と
友
好
を
更

に
深
め
る
事
に
繋
が
れ
ば
、
と

て
も
嬉
し
く
思
い
ま
す
。
ま
た

ア
メ
リ
カ
で
活
躍
す
る
、
日
系

の
シ
ェ
フ
や
パ
フ
ォ
ー
マ
ー
の

方
々
に
集
ま
っ
て
頂
き
、
素
晴

ら
し
い
﹃
技
﹄
を
披
露
し
て
頂

く
事
で
お
客
様
も
楽
し
め
る

し
、
シ
ェ
フ
や
パ
フ
ォ
ー
マ
ー

の
皆
様
に
も
日
本
食
や
日
本
の

伝
統
芸
能
を
通
し
て
、
母
国
日

本
に
改
め
て
誇
り
を
感
じ
て
も

ら
え
る
様
な
機
会
に
な
れ
ば
と

思
い
、
今
年
も
夏
祭
り
を
企
画

し
ま
し
た
。
﹂
と
語
っ
た
。

日
本
の
﹁
技
﹂
を
通
じ
て
、
日
米

相
互
間
の
理
解
と
友
好
を
深
め
た
い

美
味
し
い
食
事
に
ゲ
ー
ム
、

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
な
ど
充
実
の
一
日

多
く
の
企
業
か
ら
の
支
援
を

地
元
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
還
元

暑
い
、
熱
い
一
日
を
締
め
く
く
る

盛
大
な
花
火
に
大
歓
声

鼓舞（COBU）の演舞

岡本慎太郎さんが実演した氷の彫刻

出店・出演者とスタッフ一同

殺陣波濤流の演武桂三輝（かつら・サンシャイン）の独演会

イベントのフィナーレは感動の大花火で

好評の泡アートビール

　

当
日
は
、
屋
外
広
場
を
会
場

に
、
協
賛
レ
ス
ト
ラ
ン
や
企
業

が
提
供
す
る
食
事
や
飲
み
物
の

販
売
テ
ン
ト
が
並
び
、﹁Y

’s 
Lounge

﹂
の
篠
原
総
料
理
長

を
シ
ェ
フ
の
ま
と
め
役
と
し

て
、﹁A

be’s K
itchen

﹂

か

　

同
イ
ベ
ン
ト
を
実
現
さ
せ
る

に
あ
た
り
、
コ
ー
リ
ン
、
共
同

貿
易
、
ウ
ィ
ズ
メ
タ
ッ
ク
、
サ

ン
ト
リ
ー
、
伊
藤
園
、
ア
ズ
マ

フ
ー
ド
な
ど
の
企
業
か
ら
の
サ

ポ
ー
ト
も
あ
り
、﹁
皆
様
か
ら

の
多
大
な
ご
協
力
の
お
陰
で
、

こ
の
夏
祭
り
が
今
年
も
開
催
出

来
ま
し
た
こ
と
心
か
ら
感
謝
し

て
い
ま
す
。
こ
の
様
な
機
会
を

通
し
て
、
日
系
人
同
士
の
絆
も

よ
り
強
く
な
れ
る
事
を
願
っ
て

お
り
ま
す
。﹂
と
多
田
さ
ん
は

語
る
。

　

そ
し
て
、
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
イ

ベ
ン
ト
と
し
て
行
わ
れ
た
こ
の

夏
祭
り
は
、
収
益
の
一
部
を
地

元
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
へ
の
寄
付
に

充
て
、
地
元
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
か

ら
受
け
て
き
た
こ
れ
ま
で
の
サ

ポ
ー
ト
へ
の
恩
返
し
も
忘
れ
な

い
。

ら
安
陪
シ
ェ
フ
、
ミ
シ
ュ
ラ
ン

レ
ス
ト
ラ
ン
の
﹁O

do

﹂
か
ら

大
堂
、
浅
沼
、
古
川
、
石
崎
、

斎
藤
の
各
シ
ェ
フ
、﹁M

ifune

﹂

か
ら
浦
田
総
料
理
長
、
ラ
ー
メ

ン
﹁N

akam
ura

﹂

の

中

村

シ
ェ
フ
、﹁C

byC

﹂
か
ら
羽

生
チ
カ
ペ
ス
ト
リ
ー
シ
ェ
フ
、

そ
し
て
、
日
本
酒
ス
ペ
シ
ャ
リ

ス
ト
の
新
川
智
慈
子
さ
ん
、﹁
お

た
ふ
く
ソ
ー
ス
﹂
の
お
好
み

焼

き
、﹁K

A
I Sw

eets

﹂

の

餅

ド

ー

ナ

ツ
、﹁O

m
usubi 

G
onbei

﹂

の

お

む

す

び
、

﹁K
arls B

all

﹂
の
た
こ
焼
き

な
ど
錚
々
た
る
面
々
が
腕
を
振

る
い
、﹁
屋
台
フ
ー
ド
﹂
と
は

呼
べ
な
い
ク
オ
リ
テ
ィ
の
高
い

料
理
の
数
々
に
、
参
加
者
は
舌

鼓
を
打
っ
て
い
た
。

　

ま
た
、
お
祭
り
の
縁
日
を
思

い
出
さ
せ
て
く
れ
る
ゲ
ー
ム
や

フ
ー
ド
、
氷
の
彫
刻
を
体
験
で

き
る
テ
ン
ト
で
は
子
供
た
ち
か

ら
大
人
ま
で
皆
、
笑
顔
が
弾
け

て
い
た
。

　

そ
し
て
、
氷
彫
刻
の
世
界
大

会
で
優
勝
経
験
も
あ
る
氷
彫
刻

師
岡
本
慎
太
郎
さ
ん
︵
岡
本
ス

タ
ジ
オ
︶
が
登
場
。
実
演
パ
フ

ォ
ー
マ
ン
ス
を
行
い
、﹁
氷
の

鷲
﹂
が
ど
ん
ど
ん
完
成
し
て
い

く
様
子
に
参
加
者
は
熱
い
視
線

を
送
っ
て
い
た
。

　

そ
の
後
、
屋
内
の
イ
ベ
ン
ト

ス
ペ
ー
ス
で
は
、
和
太
鼓
と
ダ

ン
ス
を
融
合
さ
せ
た
﹁
鼓
舞

︵
Ｃ
Ｏ
Ｂ
Ｕ
︶﹂
の
演
舞
と
、
殺

　

日
が
暮
れ
た
あ
と
、
イ
ベ

ン
ト
の
フ
ィ
ナ
ー
レ
に
は
、

５
０
０
発
の
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
花

火
が
盛
大
に
打
ち
上
が
り
、
参

加
者
か
ら
大
歓
声
が
上
が
っ
て

い
た
。

　

﹁
花
火
も
実
施
で
き
る
ま
で

に
は
、
危
険
す
ぎ
て
無
理
だ
と

い
う
反
対
意
見
が
多
々
あ
っ
た

中
、
決
し
て
諦
め
な
い
気
持
ち

で
市
長
や
消
防
署
長
を
説
得
し

て
、
た
だ
た
だ
皆
さ
ん
の
嬉
し

そ
う
な
笑
顔
が
見
た
い
、
そ
れ

だ
け
を
心
に
秘
め
て
頑
な
に 

、

必
ず
出
来
る
と
自
分
に
言
い
聞

か
せ
な
が
ら
進
め
た
計
画
で
し

た
。
花
火
が
終
わ
っ
た
あ
と
、

沢
山
の
方
々
か
ら
﹃
花
火
で
泣

い
た
の
は
初
め
て
﹄
と
言
っ
て

頂
き
、
諦
め
ず
に
や
っ
て
よ
か

っ
た
な
と
し
み
じ
み
思
い
ま
し

た
。
ア
メ
リ
カ
生
ま
れ
の
日
系

人
の
子
供
達
に
も
、
我
々
が
子

供
の
こ
ろ
に
経
験
し
た
日
本
の

夏
を
少
し
で
も
体
験
で
き
る
夏

祭
り
イ
ベ
ン
ト
を
今
後
も
継
続

し
て
い
き
た
い
﹂
と
多
田
さ
ん

は
語
る
。

　

ま
た
、
当
日
は
マ
ン
ハ
ッ
タ

ン
や
Ｎ
Ｊ
エ
リ
ア
で
は
、
一
時

的
に
大
雨
の
天
候
で
あ
っ
た

が
、
イ
ベ
ン
ト
会
場
に
は
一
滴

の
雨
も
降
ら
ず
に
、
終
日
熱
気

に
溢
れ
た
﹁
暑
い
、熱
い
一
日
﹂

だ
っ
た
。
多
田
さ
ん
は
﹁
丁
度

今
日
は
先
代
オ
ー
ナ
ー
で
あ
る

創
業
者
の
命
日
。
き
っ
と
先
代

が
天
国
か
ら
こ
の
イ
ベ
ン
ト
の

為
に
素
晴
ら
し
い
天
気
を
プ
レ

ゼ
ン
ト
し
て
く
れ
た
の
だ
と
思

う
。
夏
祭
り
の
大
盛
況
は
、
一

番
の
供
養
に
な
り
ま
す
。﹂
と

喜
ん
で
い
た
。

　

マ
ウ
ン
ト
・
フ
ジ
で
は
、
こ

れ
か
ら
も
日
本
に
対
す
る
理
解

を
深
め
て
も
ら
え
る
様
な
イ
ベ

ン
ト
を
引
き
続
き
企
画
し
て
お

り
、
体
験
型
の
日
本
文
化
を
発

信
し
続
け
る
場
と
し
て
、
こ
れ

か
ら
も
お
客
様
の﹁
晴
れ
の
日
﹂

を
演
出
し
て
い
く
。

Mt. Fuji Japanese Steakhouse
296 Old Route 17, Hillburn, NY 10931

TEL: 845-357-4270
www.mtfujirestaurants.com

マウント・フジの夏祭り 今年も盛大に

陣
師
の
香
純
恭
︵
か
す
み
・
き

ょ
う
︶
さ
ん
が
率
い
る
﹁
殺
陣

波
濤
流
﹂
メ
ン
バ
ー
に
よ
る
演

武
、
カ
ナ
ダ
人
落
語
家
の
桂
三

輝
︵
か
つ
ら
・
サ
ン
シ
ャ
イ

ン
︶
さ
ん
に
よ
る
独
演
会
が
行

わ
れ
、
参
加
者
は
そ
の
伝
統
芸

能
に
魅
了
さ
れ
て
い
た
。

多田オーナーとトゥルシ・ヒルバーン市長

http://www.mtfujirestaurants.com



